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英国紳士の華麗なる日常





　



　　　　１







　ロンドンにある、貴族の邸てい宅たくを改装した美術館ガードナー・コレクション。


　その日、天あま野の美み晴はるがここを訪おとずれたのには二つの目的があった。


　一つは中庭を見下ろす回かい廊ろうだ。この美術館の中庭の美しさは必見だと、亡なくなった母がかつて絶賛していたのだ。特に東の回廊からの眺ながめに感動したらしく、折に触ふれては「本当に素す敵てきだったのよ」と幸せそうに目を細めていたことを、今でも鮮せん明めいに覚えている。


　母をあんなにも華はなやいだ笑え顔がおにした景け色しきとは、いったいどんなものだろう。自分の目で確かめたいと幼い頃ころから思っており、今やっとその機会を得たのだが、


「──え。これ、もしかして」


　迷った？　と美晴は薄うす暗ぐらい照明の下で立ち止まった。


　恐おそる恐るの呟つぶやきは、高い天てん井じようや廊ろう下かの薄うす闇やみにあっという間に吸い込まれていく。


　いくら歩いても目当ての回廊は見つからず、迷めい路ろのような廊下が続いていた。せめて中庭だけでも見ることができないかと窓を探してみたものの、左右の壁かべは絵画やタペストリーを飾かざるためにあるらしく、窓は存在していなかった。


「あの、誰かいませんか？」


　少し待ったが返事はない。周囲を見回してみても案内表示や館内図、現在の位置を示すようなものは見つからず、自分が館内のどこにいるのか、まったく摑つかめない状じよう況きようだった。簡単な館内図の載のったパンフレットを見ても現在地がわからないということは、この辺りは一いつ般ぱん公開されていない立ち入り禁止区域なのかもしれない。


「どうしよう……」


　もしそうなら、こんな所をうろうろしているのをスタッフや警備員に見つかったら大変なことになる。


　現在この美術館は、設立以来最高レベルの警けい戒かい態勢にあるのだ。数年前に突とつ然ぜん現れ、世界を騒さわがせている人物──怪かい盗とうホーク・アイから予告状が届いたからである。


　ホーク・アイは博物館クラスのアンティーク・ジュエリーばかりをターゲットとする泥どろ棒ぼうだ。男だということ以外は正体不明のその泥棒は、古式ゆかしい『怪盗』と呼ぶに相応ふさわしく、ターゲットや犯行日時を明記した予告状を必ず所有者に送りつける。そして厳重な警備の網あみの目をいとも容易たやすく搔かい潜くぐり、ターゲットを盗ぬすみ出して魔ま法ほうのように消えるのだ。


　予告状に必ず鷹たかの目をモチーフにした印章が押されていることから、マスコミは勝手にその泥棒を『ホーク・アイ』と名づけ、まるでヒーローのように扱あつかっている。そのせいもあって彼の鮮あざやかな手並みは各国の警察をキリキリさせる一方で世間を熱ねつ狂きようさせていた。


　人を傷つけない。建築物を必要以上に壊こわさない。彼が盗むのは多額の保険を掛かけられた最高級のアンティーク・ジュエリーばかりなので、保険会社は臍ほぞを嚙かむだろうが誰の懐ふところも痛まない。


　平へい穏おんな日常に暮らす人々にとって、彼の起こす数々の事件は痛快なエンターテインメントそのものだ。スクープを狙ねらう各メディアはこぞって彼を追いかけている。


　そのホーク・アイの今回のターゲットが、ここガードナー・コレクション所蔵のギメル・リング『王の指輪』だ。『王の指輪』は十六世紀にとある小国の王家が作らせたもので、金細工とエナメルの華やかな台座にダイヤモンドとサファイアをセットしたゴールドリングである。


　美晴の二つ目の目的は、その『王の指輪』を見ることだった。


　しかしホーク・アイのターゲットに興味を持つ人間は予想以上に多く、マスコミや野や次じ馬うまが美術館に押し寄せて、本館の右う翼よく中央にある『王の指輪』の展示室、二十四室は溢あふれんばかりの混雑ぶりだ。


　そのため美晴は先に、訪れた目的の一つである中庭を見に行くことにしたのだが──。


「同じとこ、ぐるぐる回っているのかな」


　数メートル先の曲がり角にある騎き士し像を見るのは、これで五回目だ。


　美術館で遭そう難なんするなどあり得ないと思うけれど、こう出口が見つからないとさすがに不安になってくる。美晴は常に首から下げている母の形見を無意識に手で探さぐり、シャツの上から握にぎり締しめた。


　もうどのくらい、こうして歩き回っているのだろう。


「入館したの、確か三時前だったから……」


　なにげなく腕うで時ど計けいに目を落とし、美晴は息を飲み込んだ。


　──四時半!?


「今こんな所にいたらまずいって……！」


　今日はホーク・アイの犯行予告の当日なのだ。予告時刻は閉館時刻の午後五時、つまり三十分後だ。そんな時間に立ち入り禁止区域かもしれない場所にいるなんて、もし警備員に見つかったら怪あやしまれるのは確実だ。最悪の場合、泥棒と間ま違ちがわれて拘こう束そくされるかもしれない。


「早く展示室へ行こう」


　美晴はそう呟いて駆かけ出した。絨じゆう毯たんの厚みに躓つまずきそうになりながら廊下を走り、階段を駆け上る。面めん倒どうを避さけるためにも、誰にも見つからないうちにここを抜ぬけ出したい。しかし、


「あ…っ」


　美晴は思わず足を止めた。角を曲がった数メートル先で突然、音もなくドアが開いたのだ。


　こんな所にドアがあったなんて、何度か通ったはずなのに気がつかなかった。


　助けを求めるか、隠かくれるか。判断に迷って立ち竦すくんだとき、扉とびらの向こうから現れた男性と美晴の視線が結ばれた。


　見上げるほど背の高い男性だった。年ねん齢れいは二十代半ばくらいだろうか。アッシュブロンドの髪かみの下で形のいい眉まゆが顰ひそめられ、ブルーグレイの凍こおるような瞳ひとみが鋭するどさを増して美晴を射る。


「ち、違ちがいますっ、泥棒じゃない！」


　美晴は叫さけび、勢い良く両手と首を左右に振ふった。彼はまだなにも言っていないが、表情や雰ふん囲い気きから誤解されているのは明らかだ。


「『王の指輪』と中庭を見に来ただけなんです！　展示室は人で一いつ杯ぱいで、だから中庭を先に見ようと思って、それで母さんが東の回廊から見る中庭は美術品より見る価値があるって言ってたからその回廊を探してて。そうしたら、いつの間にかこんな所にいて……っ」


　相手はアングロサクソン特有の冷たい美び貌ぼうの持ち主で、どこから見ても西せい欧おう人じんだ。しかし美晴は動どう揺ようのあまり、自分が日本語で捲まくし立てていることにまったく気づいていなかった。


「迷っただけで、本当に泥棒なんかじゃありません！　でも、ここが立ち入り禁止区域だったなら、勝手に入ってすみませんでした。それで、あの……。ここ、どこですか？」


「……」


　そう美晴が尋たずねても、彼が口を開く気配はなかった。知的で端たん整せいな顔立ちに表情はなく、目に静かな圧力を込めてじっと美晴を見下ろしている。スーツを上品に着こなした姿は警備員にも警官にも見えないから、この美術館のスタッフなのかもしれない。黙だまっているのは、美晴のことを警察に突つきだすべきか思案しているからだろうか。


　重苦しい静せい寂じやくの中、美晴は胸むな元もとにある形見を固く握り締め、彼の反応を待った。身が竦むような視線を受け止めるのは辛つらかったが、ここで目を逸そらしたら怪しまれるのは確実だ。


「……つまり、君は迷子？」


　──日本語……？


　どこから見ても西欧人の彼の口から流りゆう暢ちような日本語が出てきたことには驚おどろいたが、そこでやっと自分が日本語を使っていたことに気がついた。けれどそれで言葉が通じることがわかり、彼の目め許もとがほんの少し和やわらいだので、美晴は心底ほっとした。


　どうやら疑いは晴れたようだ。


　十六歳の美晴としては迷子という表現は引っかかったが、今は素す直なおに「はい」と頷うなずいておいた。日本人は海外では実際の年齢よりも幼く見られるというから、もしかしたら彼の目には自分も高校生には見えていないのかもしれない。そんなことを考えていたら、


『まさか迷子に遭そう遇ぐうするとは思わなかったな。思っていたより警備が甘いのか？』


　彼の英語での呟きを、美晴は聞き逃のがしてしまった。


「え、あの……？」


「まぁいい。……今回は見逃すが、今後は気をつけることだ。この辺りは一般の立ち入りを禁止している区域だし、知っているとは思うが、今日は特別な事情がある。君を見つけたのが私でなければ警察に突き出されているところだ」


「はい。すみませんでした」


　本当に不注意だった。見つかったのが日本語のわかる人だったから良かったが、そうでなければ問答無用で留置場行きだったかもしれない。深々と頭を下げると、頭上で硬こう質しつな彼の気配が微かすかに解ほどけた。


「仕事中だが、迷子を放りだすわけにはいかないか……」


　そう彼は独りごち、美晴と目を合わせてきた。


「中庭は今、警備の人間が詰つめていてね。美観が損そこなわれているから公開していないんだが、それでも良ければ東の回かい廊ろう経由で『王の指輪』の展示室まで案内しよう」


「え、本当ですか？」


　思いがけない申し出に、美晴は目を輝かがやかせた。


「ありがとうございます。お願いします」


「どういたしまして。──閉館まであと二十五分だ、少し急ごう」


　こっちだ、と先に立った彼は散々美晴を苦しめた廊下を、自宅を案内するかのように確かな足取りで進んでいく。よく迷わないものだと感心しながら後について歩くうちに、美晴にも次し第だいに周囲を見み渡わたす心の余よ裕ゆうが生まれ始めた。


　出口のない迷めい路ろのようだった館内が普ふ通つうの建物に見えるようになり、廊下の片側に窓が現れた頃ころには、そこに掛けられた豪ごう奢しやなカーテンやずらりと並んだ陶とう磁じ器きのギャラリー、天てん井じようや壁へき面めんに施ほどこされた数々の華か麗れいな装そう飾しよくなどに目を向けるゆとりが出てきた。


「凄すごい……。建物自体が美術品みたいですね」


　溜ため息いきのように感想を漏もらすと、口元だけで微ほほ笑えんで彼が美晴を振り返った。


「『王の指輪』を見に来たと言っていたが、館内にある他ほかの何よりも中庭を見ようとして迷子になるくらいなら、君はここに展示されている美術品にというよりも、ホーク・アイのターゲットに興味があるんだろう」


「はい。……あ、ごめんなさい」


　うっかり即そく答とうしてしまい、美晴は慌あわてて謝った。美術館スタッフなら、そんな理由で美術品に興味を持たれたくはないだろう。けれど彼は気にした風もなく肩かたを竦めただけだった。


「謝ることはないさ、今はそんな客ばかりだ。『王の指輪』を餌えさにして、ガードナー自身がそういった客を集めている。そんなことをして怪け我が人にんがでたらどうするつもりなのか」


　淡たん々たんとした声こわ音ねが一いつ瞬しゆん、背筋の震ふるえるような軽けい蔑べつの響ひびきを帯びたような気がした。その言葉も、一スタッフがオーナーに向けるには手厳しい意見のように聞こえたが、


「…そう、ですね」


　彼の懸け念ねんはもっともなことなので、美晴はこくりと頷いた。


　この美術館は骨こつ董とう商しようガードナーズが経営しており、オーナーのガードナー氏が収しゆう集しゆうしたアンティーク・ジュエリーをメインに質の高い古美術品を展示している。『王の指輪』もガードナー氏の大切なコレクションのひとつだ。


　普通なら犯行予告の当日ともなれば、ターゲットである『王の指輪』を守るために厳重な警備態勢が敷しかれ、部外者の美術館への立ち入りや見学は禁止となるはずだ。だから美晴は今日、半ば入館を諦あきらめながらこの美術館へやってきた。


　ところがロンドン警視庁の警官やマスコミ、野次馬などの群集にぐるりと取り囲まれた騒そう然ぜんとした空気の中、『王の指輪』を集客の宣伝材料にしてガードナー・コレクションはいつも通り開館していたのだ。


　美術館の前には長ちよう蛇だの列ができ、マスコミ関係者は除外とはいえ、警備員によるボディチェックを受ければ誰でも入館できてしまう。その上、予告状が届いた翌日から入館料は平常時の三割増しになっていて、閉館時間も、通常の日曜は四時のところを今日だけは犯行予告時刻の五時まで引き延のばしている。


　無料の美術館が多いロンドンにあって随ずい分ぶんと露ろ骨こつなやり方だが、それでもホーク・アイのターゲットを一目見ようと連日人が詰めかけているのだから、宣伝効果は抜ばつ群ぐんのようだ。


「ホーク・アイのターゲットを見に来たのなら、あれにまつわるエピソードはもう知っているかな」


　声のトーンを元に戻もどして彼はさらりと話題を変えた。気品のある、貴族的な雰囲気の漂ただようその横顔を、美晴は小首を傾かしげながら見上げる。


「エピソードって『王の指輪』の、ですか？」


「ああ。あの指輪には、いかにもアンティーク・ジュエリーらしい伝説があるんだ」


　そういえば、と美晴は記き憶おくを探さぐった。


　ニュース番組でそんな話を流していたような気がする。けれどそのとき、美晴の目と意識は『王の指輪』そのものに釘くぎ付づけになっていて、指輪にまつわる伝説や来歴、その他の学術的な説明は右から左へ聞き流していた。


　ちゃんと聞いておけばよかったと、美晴は密ひそかに後こう悔かいした。これでは本当にホーク・アイのターゲットにしか興味のない野や次じ馬うまのようだ。


「俺、『王の指輪』は十六世紀に作られたっていうことくらいしか知らないんです。よかったら教えていただけますか？」


　恥はじをしのんで頼たのんでみると、彼は呆あきれも軽蔑もせず「もちろん」と承しよう諾だくしてくれた。


「あの指輪は十六世紀──おそらく一五二〇年から三〇年代のもので、当時ヨーロッパに存在した小国で作られたものなんだ」


　とある小国の王子がお忍しのびで町へ下りたとき、美しい花売り娘むすめに心を奪うばわれたのが指輪の持つ物語りの始まりだった。


　娘は美しいだけでなく、優やさしく賢かしこく働き者で、王子は娘に会うたびに恋こい心ごころを募つのらせてゆき、やがて娘を妻にと望むようになった。それは身分違ちがいの恋こいだったが、幾いくつもの障しよう壁へきを乗り越こえて、ついに王子は娘を妃きさきとして迎むかえることに成功した。


　そのとき自分の愛情が真実であることの証あかしとして、王子は娘に指輪を贈おくった。見事なサファイアとダイヤモンドを並べて飾かざった、精せい巧こうな金細工のギメル・リングだ。


　ギメル・リングは、一見すると一つの指輪だが、実は二つの輪が巧こう妙みように組み合わされて一いつ対ついの指輪となっているものだ。当時は婚こん約やく指輪や結けつ婚こん指輪として贈られていたもので、二つの石、二つの環わが重なることで、生しよう涯がいを誓ちかった二人が人生と幸福を共有することを表しているのだという。


「王子が娘に贈ったものには、二つに開くと環の内側に『神の結びたまいしもの、人解くにあらず』という文言が刻まれていたらしい」


「へぇ……」


　そして二人は仲なか睦むつまじく暮らし、やがて王子は国王となった。そのとき、王おう妃ひとなったかつての花売りの娘は夫の即そく位いを祝い、自分が貰もらったものとそっくりのギメル・リングを王に贈ったのだ。この先も変わらぬ愛情を捧ささげ、生涯夫である王を支えていく──そう誓いを立てて。


　結婚式で使うはずのギメル・リングを贈り物として選んだのは、国を守るための覚かく悟ごや重責も共にするという王妃なりの決意の表れだったのかもしれない。


　二人は指輪にかけた誓いの通り、互たがいを思いやり慈いつくしみあって天てん寿じゆを全まつとうしたという。


「二つのギメル・リングはそっくりで、違うのは大きさと贈られた時期だけだ。だから区別するために、王子が花売り娘を妃として迎えたときに贈ったものには『花はな嫁よめの指輪』、妃となったかつての花売り娘が夫の即位を祝って贈ったものを『王の指輪』と、それぞれ名前がついている。だが、その呼こ称しようは広くは知られず、数百年の間、これらは二つで一つのものとして『ロイヤル・ロマンス』と呼ばれてきたんだ」


「そうなんだ……。俺、指輪の名前もエピソードも、全然知りませんでした。なんだか本当にお伽とぎ話ばなしみたいですね」


　美晴は感心して隣となりを歩く彼を見上げた。さすがに美術館スタッフともなると知識が豊富だ。学術的な説明ではなく逸いつ話わを披ひ露ろうしたのは、美晴のレベルに合わせてくれたからだろう。仕事中だというのに美晴を目的地まで案内してくれていることからも、親切な人ひと柄がらが窺うかがえた。


「この話にはまだ続きがあってね」


「続き？」


「ああ。エピソードのせいか名前のせいか、受け継つがれてきた中で『ロイヤル・ロマンス』には少女趣しゆ味み的な伝説という、新たな付加価値がついた」


　壁かべに溶とけ込んだような二枚重ねの扉とびらを開きながら、彼は面おも白しろそうな目で美晴を見やった。


「伝説、ですか？　今のエピソードの他に？」


　そう、と彼は頷うなずきながら美晴をエスコートして一枚目のドアを通し、二枚目のドアを押し開ける。


「『ロイヤル・ロマンス』の伝説だ。この二つのギメル・リングを交こう換かんした者同士は、生涯変わらぬ愛情によって結ばれるというお伽話めいたものなんだが、君はどう思う？」


　信じられるかと尋たずねられた美晴は、呆あつ気けに取られて首を振ふった。


「いいえ。女の子が好きそうな伝説だとは思いますけど」


「そうだな。だが『ロイヤル・ロマンス』を長い間所有してきたある伯はく爵しやく家けの歴代当主は、揃そろいも揃っておしどり夫ふう婦ふだったことで有名なんだ。試ためしてみる価値はあるのかもしれない。──今となっては不可能だが」


「不可能？」


　どうして、と内心首を捻ひねった美晴だが、すぐに理由に思い至った。


「……あ、そっか。『王の指輪』は美術館の所蔵品だから、誰かに贈ることはもうできないんですね」


　おまけに今日、ホーク・アイによって盗ぬすまれてしまう可能性が高いのだから、もう伝説を試すことはできないだろう。


「それもそうだが、もっと決定的な理由がある」


　ふと彼が笑えみを消して正面を向いた。


「これは二十年近く前の話だが。『ロイヤル・ロマンス』を所有していた伯爵家が没ぼつ落らくし、屋や敷しきや調度品を手放すことになった。そのとき先祖伝来のジュエリー・コレクションだけは守ろうと売ばい却きやくリストから外していたんだが、それが盗とう難なんに遭あってしまってね」


「ジュエリー・コレクションって、まさか……」


「ああ。盗まれたコレクションの中には『ロイヤル・ロマンス』も含ふくまれていたんだ」


　驚おどろいて見上げた彼の横顔から表情が消え、声が硬かたくなった。その一瞬の変化に美晴は少し戸と惑まどったけれど、それよりも話の続きが気になった。


「それじゃ、『王の指輪』はどうしてここに？」


「運良く発見されて表に出てきたんだよ。だが片割れの『花嫁の指輪』は未いまだに行ゆく方え不明。そういうわけで残念ながら、ばらばらになった『ロイヤル・ロマンス』の伝説の真しん偽ぎを確かめることはできないんだ。──さあ、この先が君の探していた回かい廊ろうだ」


　彼はそう話を締しめくくり、象ぞう嵌がん細工の美しい扉を押し開けた。


「あ、雨……？」


　湿しつ気けを含んだ冷たい空気が、ひやりと頰ほおを撫なでた。その肌はだ寒ざむさが美晴の意識をクリアにし、五感をきりりと覚かく醒せいさせる。


　──そうだ、中庭。


　改めて目的を思い出し、美晴は二ふた棟むねの建物を繫つないでいる石造りの回廊に踏ふみ出した。細部まで凝こった彫ちよう刻こくに彩いろどられた華か麗れいな回廊は、まるで長いバルコニーのようだ。


　この下にあるのが、ロンドンで母の一番の思い出になった庭園。幼い頃ころから美晴が、その美しさを飽あきるほど聞かされてきた場所だ。


　母が感動したという風景に、同じように感動したい。母親を偲しのぶというには強過ぎる思いに囚とらわれながら肩かたで何度か深呼吸をし、そうっと下を覗のぞき込む。


「あ……」


　知らず、美晴は落らく胆たんの声を漏もらした。中庭という表現が不似合いなほど広大な庭園は、庭としての景観を失い、物々しい雰ふん囲い気きに包まれていたのだ。


　生いけ垣がきの間を警備員や警官が忙せわしなく行き交かい、シートに覆おおわれた芝しば生ふの上には様々な機材が乱雑に置かれていた。噴ふん水すいや水路は止められて、綺き麗れいに刈かり込まれたトピアリーや蔓つるバラを絡からめたアーチには、何本も張られたコードやロープが絡んでしまっている。網あみやロープやサーチライトが石いし畳だたみの小道を占せん領りようし、雨を凌しのぐためのブルーシートが庭園のあちこちで天幕のように広げられていた。厳しい声で指示が飛び、大勢の人々が走り回っている。


「そっか、警備……。そうだった」


　中庭には警備員が詰つめていると、さっき言われたばかりだった。


　──今日はホーク・アイの犯行予告日なんだから、仕方ない。


　日が悪かったのだ。そう自分に言い聞かせたが、肩が落ちるのは止めようもなかった。


「この庭園に、なにか思い入れがありそうだな」


　彼の手がそっと肩に触ふれてくる。温かい。両手を乗せている石の手て摺すりの冷たさが急に指に沁しみてきた。


「また、見に来ればいい。庭園は盗まれない。明日も明後日もここにあるんだ」


「はい……」


　その通りだ。ロンドンには二週間滞たい在ざいする予定なのだから、その間にまた来ればいい。


　肩に置かれた手を温かく感じながら、美晴は小さく頷いた。











　ホーク・アイの予告時刻を数分後に控ひかえた展示室は、ひどく混こみ合い、異様な熱気と興奮に包まれていた。


「展示ケースは中央だ。一人で……は無理だな。この状じよう況きようじゃ」


「いえ、もう一人で大だい丈じよう夫ぶです」


　室内とこちらとを見比べて眉まゆを顰ひそめた彼に、美晴は元気良く首を振って見せた。


　美晴は十六歳の日本人としては平均的な身長だが、体格はほっそりとしている。欧おう米べい人じんの中に紛まぎれると頼たよりなく見えるのは仕方がないが、これでも毎朝ひどい混み具合の通勤・通学ラッシュに鍛きたえられているので、このくらいの混雑なら大丈夫だ。


「ここまで案内してくださって、どうもあ……っ、え、うわっ!?」


　礼の途と中ちゆう、二十四室へ駆かけ込んできた大おお柄がらな男性にぶつかられ、美晴は簡単に吹き飛んだ。転てん倒とうしかけ、危あやういところで彼に支えられ、ほっとしつつも恥はずかしさに頰が熱くなる。


「す、すみません……っ」


「一人で大丈夫、か。今すぐ帰るというのなら、信用しなくもないんだが」


　いや、それも危なそうだ。そんなふうに揶や揄ゆされてますます美晴は赤くなったが、きっぱりと首を横に振った。この部屋の中にある美晴のもう一つの目的は、庭園と違ちがい、今を逃のがしたらもう二度と見ることができなくなるかも知れないのだ。


「まだ帰りません。帰るのは『王の指輪』を見てからです」


「怪け我がをしても？」


「しないように気をつけます。重ねがさね、ありがとうございました」


　ばね仕じ掛かけの人形のように勢いよく頭を下げると、美晴は決死の覚悟で二十四室に踏み込んだ。


「仕方がない。お供しよう」


「え？」


　彼の腕うでが肩に回ったと思ったら、広い胸に抱だき込まれた。人込みから庇かばってくれるつもりのようだ。一人で大丈夫なのに、と内心反発しながらその実、美晴はほっとした。混んでいるだけならどうということはないが、展示室の中は異様な雰囲気で怖こわかったのだ。


「あ、あの、ありがとうございます」


「いや。とにかく、気を付けて」


「は、はい」


　頷きはしたが、どう気をつければいいのだろう。美晴は周囲の様子を見回してみる。


　室内には、美術館には不似合いなタイプの人間が数多くいた。事件にかこつけて騒さわぎたいだけの野や次じ馬うまや、現場にいればホーク・アイを見られるかもしれないと期待に目を輝かがやかせている派手な女の子の集団。ホーク・アイを捕つかまえてやると息巻いている若者のグループは複数で、互たがいに威い嚇かくし合っている。まるで治安の悪い地区の一部を切り取って、ここに運び込んだかのようだ。


「あ、見えた……！」


　彼に庇われながら爪つま先さき立ちになった美晴は、観光客らしい一群の向こうに照明を受けて輝く金の指輪を見つけた。タイミング良く、彼らが展示ケースの前を離はなれていく。二人は素す早ばやく空いた場所に入り込んだ。前列の真正面だ。


　緊きん張ちように頰を強こわ張ばらせ、美晴は指輪を覗き込む。


　黄金に輝くギメル・リングを目にした瞬しゆん間かん、喧けん騒そうがすっと遠ざかった。


　──……信じられない。


　美晴は革かわ紐ひもを手た繰ぐり寄せ、いつも首から下げている母の形見をそっと取り出した。


「やっぱり……噓うそみたいに、似てる」


　美晴が『王の指輪』の存在を知ったのは、ホーク・アイの次のターゲットについて報道しているニュースの映像がきっかけだった。


　最初は、ただ驚おどろいた。母の形見の指輪とテレビに映し出された『王の指輪』が、まるで双ふた子ごのようにそっくりだったからだ。


　一いつ般ぱん人じんの、しかも日本人の母の遺品が、イギリスの美術館で展示されているような高価な品と同じクラスのものだなんて、思ったわけでは勿もち論ろんない。しかしそれを見てから、美晴の頭から『王の指輪』の存在が離れなくなった。どうしても実物を見てみたい──理由も判然としないまま、美晴の心はそんな思いに強く捕とらわれていた。


　金細工とエナメル装そう飾しよくの施ほどこされた、ボックス形に盛り上がった台座。そこにセットされたテーブルカットのダイヤモンドとサファイア。台座の周囲を取り巻くレースのような繊せん細さいな細工、環わのデザイン。


　美晴が持っている指輪のほうが小ぶりだが、それ以外はほぼ同じだ。漂ただよう雰囲気まで酷こく似じしている。


「……まるでペアリングみたいだ」


　ここまで似ていると偶ぐう然ぜんだとは思えない。有名な美術品は、贋がん作さくやお土産みやげ用のイミテーションが大量に出回るのが常だから、これもそういったものの一つなのだろうか。


　けれど、母がこの指輪を買ったのは、確かイギリスの小さな骨こつ董とう店てんだったはずだ。イギリスはアンティークの本場である。本場の骨董店で見つけたということは──。


「これが例の対ついの指輪だったりして」


　まさかね、と妙みようにざわめく気持ちを無視してシャツの中に指輪をしまおうとすると、背後から彼が美晴の手元を覗き込んできた。


「そうだな。案外それが行ゆく方え不明の『花はな嫁よめの指輪』かもしれない」


　冗じよう談だんめかして言われた台詞せりふに「あり得ません」と小さく笑って、美晴は彼を振ふり仰あおぐ。


　しかし笑えみを含ふくんだ台詞や声とは裏腹に、彼は真しん剣けんな眼まな差ざしで形見の指輪を見つめていた。


「あの……？」


「ちょっと見せてくれないか」


「それは、構わないですけど」


　頷うなずいた美晴は見学者の邪じや魔まにならないよう、壁かべ際ぎわへと誘ゆう導どうされた。


　いきなり、なんだろう。戸と惑まどいながら、美晴は首にかけている革紐はそのままに指輪を彼の手のひらに載せた。


　そこで初めて気づいたが、彼の手は夏だというのに手て袋ぶくろに覆われていた。テレビでよく見る、鑑かん定てい士しや美術品を扱あつかう人がつけているような白い手袋だ。美術館で働く人ともなると、イミテーションの可能性が高くても、それらしい品物に触れるときはきちんと手袋をつけるんだ、と美晴は妙なところで感心した。


「これをどこで？」


　彼はそれこそ鑑定士のように厳しい目で、様々な角度から形見の指輪を検分しながら尋たずねてきた。


「あ…、形見なんです。母の」


　問われるままに答えてから、失敗したと唇くちびるを嚙かんだ。指輪に視線を当てたまま、彼がわずかに片眉をあげて驚おどろきを表現したからだ。


　母を亡なくしていることを知ると、大たい抵ていの人は悪いことを訊きいたと思うらしい。美晴はそんな罪悪感を持たれたくなくて、笑え顔がおを取り繕つくろうとさばさばとした口調で続けた。


「その指輪は、両親が新しん婚こん旅行でイギリスに来たとき小さな骨董店で見つけたものだそうです。母が気に入ったので、父がプレゼントしたって聞きました」


「なるほど。ご両親が新婚旅行で」


「はい。それで今回、両親の行った所を回ってみようと思って。ロンドンだけですけど」


「君ひとりで？」


「……そうです」


　なぜ父親と一いつ緒しよじゃないのかと訊かれたような気がして、美晴は思わず俯うつむいた。


　母を失くした今、唯ゆい一いつ思い出を共有できる父親が同行していないことが、彼の目には不自然に映ったのかもしれない。だが、それは美晴にとって触れられたくないことだ。もし興味本位で訊かれたのなら「そんなこと、あなたには関係ない」と反発していただろう。


　けれど、彼の声があまりに優やさしく胸に響ひびいたせいだろうか。


「父は……、父さんは、たぶんもう、母さんのことは思い出したくないんです」


　反発するどころか、気づけば美晴はその優しい声につられるように、誰にも話したことのない事情を打ち明けていた。


「父さんは、もう母さんがいないってこと、考えたくないんだと思う。うちの両親は凄すごく仲が良くて、お互いのことをとても大事にしていたから。失ったことを認められないんです」


　だから母さんに生き写しだって言われる俺のことも見てくれない。美晴は、そう心の中で付け足した。


　母が亡くなったのは、美晴が中学二年生の時だ。あれからもう三年が経たつ。父は、美晴と顔を合わせたくないがために、家に寄り付かなくなった。その間、言葉を交かわした回数は片手で足りるほどだ。


　それでも父となんとかコミュニケーションを取ろうとして、メールを送ったりテーブルにメモを残したりと美晴は懸けん命めいに働きかけた。この三年間、それに対する返事を貰もらったことはなかったのだが、今年の六月──先月、初めてテーブルに父の残したメモを見つけた。


『──再さい婚こんするかもしれない』


　嬉うれしさに飛びついた美晴の目に映ったのは、たったそれだけの走り書きだった。


　たぶん父は母を失った痛みに耐たえられなかったのだ。だから、母にそっくりな美晴のことを避さけるようになった。それでも辛つらくて、自分を支えてくれる誰かと再婚する気になったのかもしれない。


　父の気持ちを理解できないわけではないけれど、美晴のショックは大きかった。返事を書こうにも、一言も言葉が出てこないくらいに。


　──ロンドンに来てまで、こんなことを思い出すなんて。


　情けなさに睫まつ毛げの先が震ふるえた。じっと靴くつの先に目を落としていたら、なにか優しい感かん触しよくが髪かみを潜くぐり抜ぬけていった。


「え……」


　気づけば、いつの間にか彼が右手の手袋を外して美晴の頭を撫なでていた。顔を上げると、指輪を観察していたはずの青い瞳ひとみが美晴を映し、柔やわらかに細められている。


「随ずい分ぶん、辛い思いをしているようだ」


「……っ」


　子供扱いされるのは嫌きらいだ。


　けれど彼の手や声は、不安定な子供を大人おとなの理り屈くつで宥なだめるものではなかった。痛む所にそっと触ふれて慰い撫ぶするような、優しくて温かいものだ。


「そんなこと、ないです」


　かろうじてそう答えながら、美晴は知らず目を閉じて彼の手を受け入れた。しばらく髪を撫でていた手が、最後に頰ほおをそっと包んで静かに美晴から離れていく。それを追うように瞼まぶたを持ち上げると、青い目と視線がぶつかって、


「あ、……ッ」


　はっと美晴は我に返った。なにをしていたのだろう、自分は。初対面の人に頭を撫でられ、甘えた猫ねこのように目を細めてされるがままになるなんて、どうかしている。美晴は急に恥はずかしくなり、慌あわてて彼から飛び離はなれた。


「あ、あのっ、俺、天野美晴といいます。日本人で学生──高校生なんですけど、あなたはこの美術館の方ですよね。キュレーターとか？」


　焦あせって話題を変えると、驚いた様子で彼は一度、瞬まばたきをした。その後、正解、というようににっこりと笑う。


　当たりだ。ちょっと嬉しい。


「さっきから思っていたんですけど、日本語、お上手ですね。俺もそんなふうに英語を話せるようになれたらいいんですけど、二週間じゃ無理かな」


「二週間？」


　声の調子で詳くわしい説明を求めながら、彼は再び手袋をはめて指輪に目を戻もどした。


「俺、明日から二週間、ロンドンの語学学校に通うことになっているんです」


　それは、夏休みを利用した高校生向けの語学研修プログラムの一つだった。


　アメリカとカナダ、オーストラリア、そしてイギリス。その中から好きな国を留学先に選べるシステムで、美晴は迷わずイギリスを選んだ。幼い頃ころから繰くり返し、新婚旅行の思い出話を両親から聞かされたおかげで、イギリスには特別な思い入れがあったからだ。


「夏期休きゆう暇か中の短期留学か。二週間じゃ、ようやく慣れてきた頃に帰国ということになりそうだが」


　指輪を裏返しながら、彼が苦く笑しよう混じりに指し摘てきしてくる。確かにそうかもしれない。


「学校名は？」


「ラングレイ語学学校です。メイフェアにある」


「あそこは確か、寮りようがないな」


「ホームステイさせて貰うことになっています」


「ホスト・ファミリーはイギリス人？」


「はい。お年寄りのご夫ふう婦ふの家にお世話になる予定です」


「イギリス人か。それなら注意が必要だな」


　急に硬こう質しつな口調になった彼に、美晴は薄うすい肩かたをぴくりと揺ゆらした。


「注意……って、なにに？」


　指輪を検分し終えたブルーグレイの瞳が美晴を捕とらえ、不思議なきらめきを放った。


「見ていてごらん」


　言われるままに彼の手元へ目を向けた美晴は、次の瞬しゆん間かん、信じられないものを見た。


　手袋に包まれた指が繊せん細さいに動き、形見の指輪をそっと二つに割り開いたのだ。


「う、そ……」


　驚きよう愕がくのあまり瞬きも忘れ、美晴は彼の手の中を凝ぎよう視しした。サファイアとダイヤモンドが並ぶ一つの指輪だったものが、サファイアの指輪とダイヤモンドの指輪というように、それぞれ一つずつに分かれてしまっている。


　──そんな、どうして……？


　館内に閉館五分前を告げるチャイムが鳴り響くのを、美晴はどこか遠くに聞いた。厳重に展示ケースを取り囲む警官の姿も見えてはいたが、それを気にする余よ裕ゆうもない。


　全神経が形見の指輪に集中していた。


「こんなふうに割り開くことができるのが、ギメル・リングの特とく徴ちようだ」


「ギメル、リング……？」


　指輪から目を離せないまま、美晴は無意識にその単語を繰り返した。


　よく見ると、指輪は二つに分かれたものの、それぞれが独立しているわけではなかった。決して解けない知ち恵えの輪のように、環わの部分が交差する形で繫つながっている。


　けれど美晴には、形見の指輪がこんなふうに割れるなんて思いも寄らないことだった。おそらく母も知らなかっただろう。知っていたら見せてくれたはずだ。


　美晴の瞳に、開かれた環の部分に刻まれている模様のようなものが映った。


「なに？　綺き麗れいな、……これは、文字？」


「ラテン語だ。『神の結びたまいしもの、人解くにあらず』と刻まれている」


　どこかで聞いた言葉だ。それも、つい最近。けれど思い出せない。驚きのあまり凍とう結けつしてしまった脳からは、一欠けらの情報も引き出すことができなかった。


　呆ぼう然ぜんとしているうちに、二つの指輪が元通りに組み合わされた。そうするともう、一つの指輪にしか見えない。


「これ、これって……母さんの指輪も、ギメル・リングだってことですか？」


「そういうことになるな。すべてのギメル・リングに価値があるわけではないが」


　彼は人差し指に黒い革かわ紐ひもをひっかけると、他ほかの誰にも見えないように手のひらで指輪を隠かくしながら美晴の目の前に翳かざした。


「イギリス人は庭好きとして世界中に知られている。だが、好きなものはそれだけじゃない。骨こつ董とう好きでもあり、収しゆう集しゆう癖へきもある」


　だから、と続けながら、彼は胸むな元もとで握にぎり締しめられている美晴の手を取った。


「気をつけるんだ。この指輪が、誰にも見つからないように」


　形見の指輪が、とても貴重で価値あるもののように手のひらにそっと載せられた。気持ちの問題だろうか、馴な染じんでいたはずの指輪がこれまでとはまったく違ちがうもののように感じられて、美晴は少し怖こわくなった。


　──もし、これが本当に高価なアンティークだったら……？


　この指輪が『王の指輪』と同じように、数百年もの長きに亘わたって物の価値のわかる人々に愛され、大切に受け継つがれたもので、革紐を通して首から下げるようなことが許されない品だったら。専門家によって手入れをされて、しかるべき場所に収められているのが正しい在り方だとしたら──？


　──そんなわけない。


　こみ上げてくる不安を、美晴はすぐさま打ち消した。


　これは元々は母の指輪だ。雑貨や骨董品が好きな人だったけれどアンティークに詳しいわけではなく、高級志向はなかった。安くても気に入った物が幾いくつか身の回りにあればそれで満足していた人だ。そんな母の形見の指輪が『王の指輪』と同じクラスの品であるはずがない。


　指輪をシャツの下に滑すべり落とすと、周囲の様子を見み渡わたしていた彼の呟つぶやきが耳に入った。


　声は小さく、早口の英語だったが、日常会話程度なら問題なくこなせる美晴の耳には「放っておいたらどちらも潰つぶされそうだ」と聞き取れた。


　──潰される……？


　なんのことだろう。小首を傾かしげ、シャツの下の指輪を服の上から指先でそっと確かめていると、彼がこちらに向き直った。その長身を優ゆう雅がに屈かがめ、右耳に唇くちびるを寄せてくる。


「なにがあっても動かずここでじっとしているんだ。いいね？」


　落ち着いた、それでいて有う無むを言わせぬ強さを孕はらんだ声だった。決して威い圧あつ的てきな口調ではないのに、その声には反論を封ふうじる力がある。


「はい」


　理由がわからなくても、そうしたほうがいいように思えて美晴は小さく頷うなずいた。


『──時間だ』


　彼が呟き、五時を告げる鐘かねの音が館内全体に響ひびき渡る。


　その最後の鐘が鳴り終えた瞬間、あらゆる照明が一いつ斉せいに落ちた。


『きゃあっ！　誰か明かりを……っ、明かりをつけて！』


『何が起こったんだ!?』


　突とつ然ぜん、視界を闇やみに包まれて、美晴は身を硬かたくした。


　二十四室は『王の指輪』の展示場所だ。急な停電を事故だなんて、きっと誰も思わない。


『ホーク・アイの仕し業わざだ！』


　誰かが叫さけんだ。それに呼応し、常じよう軌きを逸いつした興奮状態で歓かん声せいを上げたのは幾つかのストリート・ギャングのグループだ。


『ホーク・アイを狩かり出せ！』


　闇の向こうに蠢うごめく暴力的な熱気。その不ふ穏おんさに美晴は思わず後あと退ずさりした。日本にもああいった若者はいるが、彼らの迫はく力りよくは桁けた違ちがいだ。


『落ち着きなさい！』


『静かに！　動かず、静かにするんだ！』


　警官が口々に戒いましめるものの、暴走を始めた若者たちには効果がない。ホーク・アイが身を潜ひそめているだろう闇の中、ホーク・アイとは無関係の騒さわぎが既すでに勃ぼつ発ぱつしていた。ホーク・アイを捕らえようと企たくらんでいる若者たちが、強ごう引いんに人を搔かき分けながら展示ケースへ突つき進すすみ、足を踏ふんだの腕うでがぶつかったのと互たがいに難なん癖くせをつけ始め、あっという間に殴なぐり合いに発展してしまったのだ。


　騒ぎはたちまち飛び火して、恐おそれ戦おののいた一いつ般ぱん客きやくが雪崩なだれをうって一つしかない出入り口へと殺さつ到とうした。あちこちで人がぶつかりあい、絹を裂さくような悲鳴が上がった。怒ど号ごうが響き、調度品が派手な音をたてて次々破は壊かいされていく。闇と暴力の気配に怯おびえてパニックに陥おちいった人々が誰彼構わず殴りかかり、騒ぎは雪だるま式に大きくなる一方だ。


『やめろ、落ち着け！　全員、その場を動くな！』


『勝手に持ち場を離はなれるな！　ターゲットを守れ、ホーク・アイを捕つかまえるんだ！』


　混乱の渦うずを、警官たちの懐かい中ちゆう電灯が刹せつ那な的てきに照らしだす。二十四室には窓がなく、外部からライトが運び込まれるまではその小さな光源に頼たよるしかない状じよう況きようだ。


　柱の陰かげに身を潜めながら、美晴は彼の姿を捜した。動くなと言われ、そうしたつもりなのに、いつの間にか彼とはぐれてしまったのだ。


　必死の形相で人を押しのけて逃にげ出す中年男性や、敵意をむき出しにして対たい峙じするストリート・ギャングのぞっとするような表情が懐中電灯によって瞬間的に照らされる。展示品の収められているケースは無事なようだが、室内にバランスよく配置されていた椅い子すやコンソール、壁かべに飾かざられた絵画などは軒のき並なみ被ひ害がいに遭あっていた。


「酷ひどい……」


　あまりの惨さん状じように美晴は片手で口元を覆おおった。


　ホーク・アイを捕まえるどころではない。室内は恐きよう慌こう状態だ。彼によって壁かべ際ぎわへ誘ゆう導どうされていた美晴はそこにあった円柱に守られていたが、あの中にいたら今いま頃ごろ、骨の二、三本は折られていたかもしれない。


　この騒ぎに彼が巻き込まれていないことを祈いのりながら、美晴は必死に闇に目を凝こらす。


　と、展示室の中央で突然、驚きよう愕がくに満ちた叫び声が上がった。


『指輪が、指輪がない──！』


　美晴ははっと息を飲み、くっきりとした大きな瞳ひとみを零こぼれそうなほどに見開いた。


「まさか、ホーク・アイ……!?」


　──いったい、いつの間に？


　この恐慌状態の室内で『王の指輪』を盗ぬすみ出し、誰にも見つからず逃げたというのか。捕まらず、怪け我がもせず？　信じられない。それが本当なら、まさに魔ま法ほうだ。


『ないぞ!!　指輪が盗まれた！』


　やはり、聞き間ま違ちがいではなかった。騒ぎの中、切れ切れに聞こえてくる警官同士の怒ど鳴なりあうような話によると、展示ケースの中には今、指輪の代わりに、鷹たかの目をモチーフにした印章の押されたカードが入っているという。それはホーク・アイが犯行現場に必ず残していくものだ。


「なにか、メッセージとかあるのかな」


　美晴の好こう奇き心しんが強く刺し激げきされた。本物を見てみたい。だが、この騒ぎの中、あの展示ケースまで無事に辿たどり着くことができるだろうか。


　──でも、もう盗まれた後だし。


　ホーク・アイはとっくに逃げてしまったはずだから、警官やストリート・ギャングの関心はそちらに向いているだろう。それならこの騒ぎもじきに落ち着くだろうし、展示ケースに近づくことができるかもしれない。その途と中ちゆうで、はぐれてしまった彼のことも捜してみよう。


　そう思って美晴が一歩踏み出した瞬しゆん間かん、ヒュッ──、と空気を裂くような音がした。


「え──？」


『危ない！』


　立ち竦すくんだその一いつ瞬しゆん、硬こう球きゆうを素す手でで受けたような音が美晴の眼前で弾はじけた。


「──ッ!?」


「……動くなと言っておいたはずだが」


　嘆たん息そく混じりの彼の声は聞こえていたが、そんなことより今の出来事が信じられず、美晴は慌あわてて彼の腕を摑つかんだ。今まさしく目の前で彼が受け止めたのは、叩たたき割られてどこからか飛んできた彫ちよう刻こくの一部だったはずだ。


「……け、怪我は!?」


「それはこっちの台詞せりふだ」


　彼は彫刻の欠片かけらを放り出すと、薄うすい手て袋ぶくろを外して傷のない手のひらを美晴の目の前でひらりと振ふった。どうやら異状はないようだ。


「よかった……」


「安心するのはまだ早い。安全な場所へ移動しよう。今度こそ大人おとなしくしているんだ」


　彼はスーツの上着を脱ぬぎ、それで素す早ばやく美晴を包むと有無を言わせず抱かかえ上げた。


　そしてどんな手段を使ったのか、フロアの混乱にも、将しよう棋ぎ倒だおしを起こしそうになっている出入り口の騒ぎにも巻き込まれずに二十四室を脱だつ出しゆつしたのだ。











　──安全な場所ってどこですか？


　ふと疑問が頭を過よぎったものの、確固たる足取りで闇の中を疾しつ走そうする彼に美晴は大人しく抱えられていた。すべて任せてしまうことに不安はなかった。迷っていたところを助けられた美晴は、彼が館内のことを熟知しているともう分かっているからだ。


「両手を首に回しなさい。そう、そのまましっかり摑まっているんだ」


「あ、はい」


　指示された通りにすると、横よこ抱だきに体勢を変えられた。息を殺して我が慢まんしていたが、彼の肩かたが腹に当たって痛かったのがバレたのかもしれない。


　──どこまで行くんだろう？


　彼は真っ暗な館内の様子が見えているかのように走っていく。今、自分達がどこにいるのか美晴にはさっぱり分からなかったが、遠ざかっていく喧けん騒そうに、展示室から離れていっていることはわかった。


　たぶん、美晴一人では、あの場から無傷で脱出することは出来なかっただろう。そう考えると、彼に大変な迷めい惑わくを掛かけているような気がして申し訳ない気持ちになったが、なぜ自分を助けてくれるのだろうかと同時に不思議にも思った。それに美晴は、まだ彼の名前も知らないのだ。


「……あの…」


「静かに。地下に入ると声が響ひびく」


　せめて名前を訊きこうとしたが問いかける前に遮さえぎられてしまい、仕方なく美晴が口を閉とざすと彼は重そうな扉とびららしきものを押し開けた。


　途と端たん、ひんやりとした空気が流れ出し、黴かびの臭においが鼻をつく。そのまま奥へ進み、階段を降り始めたのが身体からだに伝わる振しん動どうでわかった。


　──なんだろう……この感じ。


　埃ほこりが堆たい積せきしたような、とても古い臭いがする。長い年月をそよとも動くことのなかった、淀よどんだ空気が満ちているような──。


　こんな通路を通らなければならない場所が、本当に安全なのだろうか。


　──変だ。こんなの、なにかおかしい……。


　展示室から出た後は、普ふ通つうなら一番大きい正面玄げん関かんから外に出るはずだ。こんな抜ぬけ道のような通路を通って脱出するなんて、どう考えても不自然過ぎる。


　──だってこれじゃ、まるで逃げているような……。


　まさか、と美晴はその考えを否定しようとしたが、現状がそれを許さなかった。


　この人と一いつ緒しよなら大だい丈じよう夫ぶだと思い込んでいたけれど、よく考えてみれば彼とは今日が初対面だ。出会って三十分程度の、知り合いどころか顔見知りでさえない関係だ。


　そんな見ず知らずと言っていい間あいだ柄がらの男性を、ここまで信じてしまっていいのか──。


　美晴の中に疑ぎ惑わくが芽め吹ぶく。


　彼は美術館の内部を熟知していた。怪あやしい素そ振ぶりはどこにもなく、ごく自然に、迷った美晴を保護して展示室まで案内してくれた。身なりもきちんとしていたし、母の形見の指輪を手にしたときは、専門家らしく白い手袋までつけていた。


　だからこの美術館の関係者だとすんなり思い込んでしまったけれど、それは大変な間違いだったのではないか──？


　キュレーターかと尋たずねたとき、彼は笑った。あの笑え顔がおを見て、正解だったと美晴は勝手に判断したが、彼は肯こう定ていも否定もしていない。──答えなかったのだ。


　名前もそうだ。美晴は名乗ったが、彼はそうしなかった。


　そして自分のことは一いつ切さい明かさず、犯行予告の午後五時に美晴の隣となりから姿を消した。


「…………」


　──まさか……。


　疑惑が一つの結論に達し、ふるりと全身が震ふるえた。そんな美晴をどう思ったのか、身体を抱だく腕うでが強くなる。


　──まさか、この人が……。


　安全な場所に移動すると言ったけれど、この状じよう況きようはどう考えても逃とう走そうだ。つまり自分は今、泥どろ棒ぼうかもしれない人物の逃走に巻き込まれているのでは……。


　自分の考えが信じられなかった。けれど、そうでなければ彼が逃にげる理由はない。


「お、下ろしてくださいっ」


　彼の腕から逃げ出そうと美晴は手足をばたつかせた。


　もう、なにがなんだかわからなかった。今日は一度に色んなことが起こって処理速度が追いつかず、頭が混乱しっぱなしだ。


　問い質ただそうと口を開いたとき、美晴はようやく彼の腕から下ろされた。


「あの！」


「怪我はないか」


　自分の足で地面に立ち、今度こそ質問しようとしたが、またもや彼に制された。


　闇やみの中で相手がどんな顔をしているのかもわからないのに、優やさしげな声で気き遣づかわれると美晴は強く出られなくなる。


「はい。……大丈夫です」


「そうか。それほど汚よごれてはいないと思うが、なにしろ古い地下道だ。気に入っていた服なら済まなかった」


　そう言いながら、彼が美晴を包んでいた上着をするりと外した。それは美晴を怪我や汚れから守るための措そ置ちだったらしい。


　──……なんなんだろう、この人。


　美晴は呆あきれ、困こん惑わくした。これまでのやり取りから、彼が優しい人だということはわかっている。だが、この予想が正しいのなら、彼は国際指名手配中の泥棒だ。


「どうして俺を連れてきたんですか」


　美晴は呟つぶやくように尋ねた。


「その扉を開けると梯はし子ごがある」


　彼はその問いには答えずに、光の漏もれてくる扉のほうを指差した。


「梯子を上ると、古い教会の裏口に出る。この時間には誰もいないから見つかる心配はない。そこからホテルに帰りなさい」


「教会？」


　意外な単語に美晴は目を丸くした。自分たちは美術館にいたのだ。外には一度も出ていないし、そもそも美術館の広大な敷しき地ち内に教会なんてなかったはずだ。


「秘密の通路や隠かくし部屋は、古い貴族の屋敷には付き物だよ」


　扉に向かってそっと背中を押されたが、彼の言いなりになるわけにはいかなかった。美晴には訊きたいことや説明して欲しいことが沢たく山さんあり、その答えをまだ何一つ貰もらっていないのだ。


「あ、あの、待ってください……っ」


「──その指輪の扱あつかいには注意するんだ」


　食い下がろうとする美晴に構わず、彼が囁ささやきかけてくる。


「どういうこと、ですか……？」


　不ふ審しんに思って振ふり返ろうとすると、それを封ふうじるように背後から強く抱きしめられた。思わず美晴が身じろぐと、意味ありげな笑えみが耳をくすぐってくる。


「私のことを警察に通報したければしてもいい。だが、そのときはその指輪はしっかり隠しておくことだ。盗ぬすまれた『王の指輪』に酷こく似じした品を持っていたら、いらぬ疑いをかけられる。それに──怪かい盗とうに狙ねらわれないとも限らないからね」


「え……？」


「君のお母上は大変な目め利ききだった。その指輪は『王の指輪』と同じ、私が長年探していた十六世紀のギメル・リングだ」


「──ッ」


　美晴が息を呑のんだ、その一いつ瞬しゆんの隙すきをつき、彼の体温が離はなれていく。


「ま、待って！」


　焦あせって美晴は振り返ったが、微かすかな光の射さす地下道から、彼の姿は消えていた──……。




　　　　２







　長く続いた白しろ塗ぬりの塀へい。高々とした鉄の門。


　石段を上がったアプローチの先には、四本の円柱に支えられた玄関ポーチを中央に据すえた白はく亜あの豪ごう邸ていが聳そびえている。


「……あり得ない」


　美晴は頰ほおを引きつらせ、研修プログラムのエージェントから渡わたされたメモを確かく認にんした。そこに記されたホームステイ先の住所と簡単な地図を、手持ちの詳しよう細さいな地図と照らし合わせながら来たはずが、どこで道を間ま違ちがえたのか、壮そう麗れいな四階建ての邸てい宅たくに辿たどり着いてしまった。


「ええと、……うん。イートン・スクエアの前を通ったとこまでは合ってる」


　方向音おん痴ちじゃないはずなのにと美晴は首を傾かしげたけれど、つい昨日、自分は美術館で迷子になった身だ。また迷子になっていないとは言い切れない。


　美晴は改めてメモと地図と現在地を一つずつ確認していった。


　郵便番号。ストリート名。番地。


「……おかしいな。間違ってない」


　美晴は当初の予定では、こぢんまりとしたフラットに住む年金暮らしのタッド夫妻のもとに滞たい在ざいすることになっていた。ところが初日の授業の後、慌あわてた様子のエージェントからタッド夫妻の急な都合で美晴を受け入れることができなくなったと知らされた。なんでもアメリカにいる夫妻の息むす子こが事故で重傷を負ったらしく、急きゆう遽きよそちらへ向かったらしい。


　夏期休きゆう暇かにはロンドン在住の人々は旅行に出かけるし、外国からはホームステイ希望の留学生が大勢やってくる。今から新たなホームステイ先を確保するのは難しいと聞かされたときはどうなることかと思ったが、エージェントはなんとか代わりの受け入れ先を見つけてくれた。


　それがここ、イートン・スクエアに程ほど近ちかい白亜のお屋敷だ。鉄製の華か麗れいなバルコニーのついた窓が整然と並び、各階の間の壁へき面めんに花綱模様が刻まれているその様は、見ている分には目の保養だが庶しよ民みんには敷しき居いが高すぎる。


「本当にここだったらどうしよう……」


　美晴は服の上から軽く形見の指輪に触ふれた。


　どうして自分のやることは、こうも裏目に出るのだろう。


　父親とコミュニケーションを取るべく努力していたら初めての返事が「再さい婚こんするかもしれない」だし、英語の勉強に集中しようと語学研修に申し込めばホームステイ先がなくなる。代わりが見つかったと思ったらインターフォンを鳴らすのにも覚かく悟ごがいるようなお屋敷だ。


　おまけに、昨日は美術館で迷子になって怪盗と思われる人物に出会った挙句、その逃走に巻き込まれた。そのおかげで今日は警官の姿を見かけると妙みようにおどおどしてしまい、挙動不審な状態だ。


「はぁ……」


　昨日の一件。あれはどう処理すればいいのだろう。


　通報するべきなのかもしれない。けれど彼がホーク・アイだという確証はなく『王の指輪』を盗む場面を目もく撃げきしたわけでもなかった。行動が怪しかったというだけで通報するのはさすがに躊躇ためらわれるし、何度も助けられたことを思えばその気持ちが強くなる。でも……。


「あぁもう、やめ。それは後、後にしよう」


　美晴は頭かぶりを振って昨日の出来事を振り払はらうと、思い切ってインターフォンを鳴らした。


　間違いだと門もん前ぜん払ばらいにされる予感を抱いだきつつ、緊きん張ちようしながら名乗ってみると、すぐに玄げん関かんのドアが開かれた。


　……驚おどろいた。本当にここで間違いないようだ。


「あ……」


　屋敷の中からすらりとした人ひと影かげが現れた。黒と見み紛まがうほどに濃こい茶色の髪かみの、凜りんとした雰ふん囲い気きの青年だ。


「Nice to meet you. My name is Miha……、は？」


「…………」


　挨あい拶さつの途と中ちゆうだったが、青年は構わず門もん扉ぴを開くと無言で美晴の荷物を持った。そして無表情のまま踵きびすを返し、面めん食くらった美晴を置き去りにしてさっさと屋敷へ戻もどっていく。


「え、ちょ、待って!?　待ってください、それ俺の荷物……！」


　啞あ然ぜんとしてその背中を見送っていた美晴は、我に返って青年を、というよりスーツケースを追いかけてあたふたと石段を駆かけ上がる羽目になったのだった。











『こちらでお待ちください』


　そう言って綺き麗れいな角度で青年が頭を下げたので、美晴も急いでお辞じ儀ぎをしたが、既すでに扉とびらは閉じていた。


「……もうそれ、マイペースとかそういうレベルじゃないような気がするんですが……」


　押し寄せてくる疲ひ労ろう感かんに、美晴はずるずるとその場にへたり込んだ。


「こんな調子で上手うまくやっていけるのかな……」


　傍かたわらのスーツケースにこつんと肩かたを凭もたせ掛かけ、なんとも典てん雅がな室内をゆるりと見回し溜ため息いきをつく。


　スーツケースを餌えさにして誘さそい込まれるように通されたのは、応接間と思おぼしき部屋だ。縦にも横にも広い室内には落ち着いた色調のカーペットが敷しき詰つめられ、中央には年代物のソファとテーブルが置かれている。壁かべには絵画。棚たなの中や暖だん炉ろの上には陶とう磁じ器きに銀製品、古い置時計やオルゴール。天てん井じようから吊つり下げられたシャンデリアからは、明かりを灯ともしていないのにきらきらと細やかな輝かがやきが零こぼれてくる。


　もう一つ、今度は長い溜息をついて美晴はゆるゆると立ち上がった。美しさに感動したわけではない。床ゆかに座り込むような無作法を許さない、この部屋の空気に負けたのだ。


「こんなのに囲まれてて、なんで平気で暮らせるんだろ」


　室内にはちょっとしたことで割れたり折れたりしそうな古美術品が溢あふれており、床を覆おおうカーペットは土足で上がるのに罪悪感を抱くような代しろ物ものなので、美晴は部屋に入った所から一歩も動けなくなっていた。こんなお屋敷で二週間、なにも壊こわさず生活できるだろうか。


　さっきの青年の怜れい悧りな横顔が蘇よみがえる。シャム猫ねこのように綺麗な人だったけれど、一度も目を合わせようとしなかった彼の態度は美晴に対する拒きよ絶ぜつを表しているように思えた。


　──なんか、場ば違ちがいなところに来ちゃったな……。


　今日のロンドンの空模様のように、どんよりと胸が重くなる。と、ノックの音がし、「はい」と身体からだごと振り向いた美晴は、ドアが開いた瞬しゆん間かん、息が止まりそうになった。


「え……っ」


「君が留学生の天野美晴君か」


　ひんやりとしてどこか甘い、低い美声が耳に流れ込んでくる。アッシュブロンドの髪の下、こちらを見下ろすブルーグレイの瞳ひとみの奥で悪戯いたずらな光が踊おどっている。


「アーサー・ガラードだ。ようこそ我が家へ。歓かん迎げいするよ」


　まるでこれが初対面のように握あく手しゆを求めてきたのは、昨日美術館で出会い、地下道で別れた、もう二度と会うはずのない「彼」だった。


「どうして……」


　真っ白になった頭の中が、感かん嘆たん符ふと疑ぎ問もん符ふにたちまち埋うめ尽つくされていく。


「うん？」


「どうして、あなたがここに!?」


　驚きよう愕がくのあまり声を震ふるわせる美晴に、アーサーは軽く肩を竦すくめた。


「どうしてと言われても、ただ自宅にいるだけなんだが」


「自宅……？」


　美晴は目を丸くする。そうだ、さっき彼は「我が家」と言った。


「それじゃ、もしかして……住んでるんですか？　ここに？」


「住んでいるよ」


　当然とばかりに頷うなずかれ、今度は目め眩まいがしそうになった。


　イートン・スクエア界かい隈わいにあるこの家から見てあの美術館は、ハイド・パークの東とう端たんをちょこっと挟はさんだ向こう側に建っている。つまり、とても近いのだ。昨日の今日で逃にげ隠かくれもせず、犯行現場のすぐ近くで日常生活を営んでいるなんて正気の沙さ汰たとは思えない。


　愕がく然ぜんとしている美晴の様子に、アーサーは笑えみを深くした。


「ついでに言えば、ホームステイ希望の留学生の受け入れ登録もしている。だから今回の急な要よう請せいにも応じることが可能だったんだが、……ああ、目が零れそうだな。とりあえず座って話そうか」


　背中に手を添そえて美晴をソファへと促うながすその仕し種ぐさが、地下道でのことを思い出させた。


　──そうだ、指輪。


　いつでもすぐに動けるようにソファに浅く腰こし掛かけて、狙ねらわれているかもしれない指輪を手のひらに固く包みこんだ。


　隣となりにゆったりと身を沈しずめたアーサーが小さく喉のどを震わせる。


「なにを守っているのか知らないが、誰もそれを奪うばいはしないさ。もう少し楽にするといい」


「でもイギリス人は骨こつ董とう好きで、収しゆう集しゆう癖へきがあるんでしょう。危ないからホスト・ファミリーにも見せるなって、昨日、怪あやしい人に言われました」


　白々しい台詞せりふに反発して睨にらみつけると、彼はおかしそうに目を細めた。


「そう必死に警けい戒かいされると煽あおられるな。強ごう引いんに取り上げて、泣かせてみるのも楽しそうだ」


「なっ……！」


　しかし、驚いた美晴が反射的にアーサーから飛び離はなれたとき。


『失礼します』


　さきほどの青年がワゴンを押して入ってきた。第三者の登場に美晴はほっと肩の力を抜ぬいたが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。青年の仮面のような無表情には、どうしても緊張してしまう。


　おずおずと居い心ごこ地ち悪く対角線上のソファの端はしに腰こしを下ろすと、手て馴なれた様子で紅茶の用意を始めた青年にアーサーが『ありがとう』と声を掛けた。


　すると青年の上に小さな変化が現れた。アーサーを見て微ほほ笑えんだのだ。冬から春へと変へん貌ぼうを遂とげたその美しい笑え顔がおを、美晴はぽかんとして見上げた。こんなふうに笑うと別人だ。


「彼はレイ。レイ・アーノンクール。私の優ゆう秀しゆうなアシスタントだ」


「アシスタント？」


　泥どろ棒ぼうの？　と瞬間的に浮うかんだ思いが顔に出たのか、彼が笑って言い足した。


「私は投資を仕事としているんだ。レイには情報収集をメインに色々とサポートしてもらっている。公私共にね」


　個人投資家ということらしい。それなら、レイというこの青年はホーク・アイの正体を知らないのだろうか。


　アーサーはレイに向かって英語で美晴を紹しよう介かいした。


『レイ、こちらはミスター・ミハル・アマノ。日本からの留学生だ。今日から二週間、この家に滞たい在ざいする』


　そこで初めて伏ふせられていたレイの目が上がり、正面から美晴を映した。


「……っ」


　冷れい淡たんな目とぶつかって美晴の肩が小さく跳はねた。こちらを向いたレイの顔にさっきの微笑みは跡あと形かたもない。凍こおりついたような無表情の中、銀ぎん灰かい色しよくの瞳だけが生きていて、美晴の内側を見み極きわめようと鋭するどく細められている。


『み、ミハル・アマノです。二週間、宜よろしくお願いします』


　怯ひるんだ美晴の挨拶に、レイは『よろしく』とだけ素っ気なく答えた。テーブルに紅茶のカップを並べると、もう関心はないとばかりに身体ごと顔を背そむけてしまう。


　東洋人が嫌きらいなのだろうか。それとも自分が生理的に彼の嫌いなタイプなのか。理由はわからないけれど、彼が美晴を歓迎していないことだけはひしひしと伝わってくる。


　それだけでも不安になるには十分なのに、更さらに大きな問題があった。アーサーだ。


　こちらは存在そのものが問題だった。なにしろ彼はホーク・アイだ。確証はないが、そのはずだ。いくら世間に人気があろうと、国際指名手配中の犯罪者である。


　──こんな状じよう況きよう下かで語学研修って……ホームステイって……。


　嫌いやな汗あせが背中に滲にじんだ。エージェントに連れん絡らくして、どこか他ほかのところを紹介してもらえないだろうか。


　しかし必死になって受け入れ先を見つけてくれたエージェントに、今から別の所を探して欲しいとは言いづらい。他を見つけるのはおそらくもう無理だから、多少嫌なことがあっても我が慢まんして欲しいとあらかじめ言われているのだ。


　──……大だい丈じよう夫ぶ。たった二週間だ。


　それもきっかり二週間ではない。二週目の土曜日に帰国するから十三日間……いや、今日はもう夕方の四時を過ぎていて一日が終わったようなものだから、残りはおよそ十二日だ。


　紅茶のカップから立ち上る湯気が儚はかなく宙に消えていく様子に漠ばく然ぜんとした不安を感じながら、美晴はなんとか自分を納なつ得とくさせようと必死の努力を重ねていた。一方、その対角線上では、


『残っているのは投資依い頼らいが三件、資産運用についての相談が二件か』


『集めた資料は重要度の高い順に右から並べてありますが、あまり収しゆう穫かくはないかと』


　頷いたブルーグレイの双そう眸ぼうが、強こわ張ばった美晴の表情を楽しげに眺ながめている。


『では、こちらを優先しよう。今日の仕事は終しゆう了りようだ』


　アーサーは底の見えない笑みを浮かべ、レイに帰宅を促した。





　　　　＊





　高い天てん井じように足音が反はん響きようしていた。一人分だ。二人で歩いているのにも拘かかわらず、響ひびいているのは美晴の靴くつ音おとだけである。


　思えば昨日もそうだった。厚い絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられていた廊ろう下かはともかく、石造りの回廊や地下道でも足音がしないのは異常だ。


　そのことを指し摘てきしようかと思って、止めた。それより気になることがあったからだ。


　レイが帰宅した後、


「まずは一通り家の中を案内しよう。美晴のしたい話はその後だ」


　そう言って立ち上がったアーサーが、扉とびらの脇わきに置いてあったはずのスーツケースをソファの脇で取ったときは驚おどろいたし、やはりこの人はホーク・アイだと認にん識しきを更に強くした。


「俺の荷物……！」


「運ぶだけだ。盗とらないよ」


　スーツケースを返してくれないアーサーを疑わしく睨むことに躊躇ためらいはなかった。泥棒の言うことなど信用できなくて当然だ。


　案内された二階の客間は、リビングと寝しん室しつが二間に分かれていた。バスルームのついた、ホテルのスイートのような部屋だ。もっとも、貴族の部屋を再現したような内装や調度品の質を考えると、高級ホテルのスイートのほうがよほど気楽に過ごせたかもしれない。


　個性的な存在感を放つアンティークの家具に囲まれたリビングには、文明の利器も揃そろっていた。テレビや電話、パソコンもあり、ネット環かん境きようも調ととのっているという。


「時差があるから、ご家族と連絡を取りたいときはメールのほうが便べん利りかもしれない。もちろん電話がよければそれでもいいし、どちらも好きに使って構わないよ」


　国際電話を何回掛かけられても気にならないらしい。経済的に潤うるおっているのは投資家として成功しているからか、泥棒として全勝しているためなのか。どちらにしても基本的な金銭感覚が美晴とはかけ離れているようだった。


　エアコンやシャワーの使い方など一通りの説明を受けた後は、屋や敷しきの中を案内された。


　一階は玄げん関かんホールを中央にして、右う翼よくが食堂や居間などのあるプライベート用。左さ翼よくはオフィスや資料室などとして仕事用に使われているらしかった。応接間は左右どちらの棟むねにもあり、仕事とプライベートとで使い分けているようだ。美晴が通されたのは右の棟の応接間だった。


　図書室、音楽室、ビリヤード室。三階、四階と各フロアを見て回るうちに美晴はふと気がついた。足音のこともそうだが、それだけではない。


　──誰も、いない……？


　この広々とした屋敷には、アーサーと美晴以外に人の気配がしなかった。


　彼のしていることを考えれば、使用人などの他人を家に入れたくないだろうことは想像がつく。けれど家族を遠ざける理由はないはずだ。独立したと言われればそれまでだが、一人で暮らすならこんなに広い屋敷は必要ないのではないだろうか。


　美晴は一歩先を歩くアーサーの背中を複雑な思いで見つめる。


　──寂さびしくないのかな。


　誰かに傍そばにいて欲しいと思うことはないのだろうか。彼を心配する人はいないのだろうか。余計なお世話だろうけれど、美晴はなんとなくアーサーの心情に思いを巡めぐらせる。


　沢たく山さんの疑問の中から、ふと泡あわのように一つの思いが浮かび上がった。


　──どうして盗ぬすむんだろう。


　これまで考えたこともなかったホーク・アイの理由。それが急速に気になり始めた。











「ここが私の部屋だ」


　屋敷を一通り案内され、最後に二階にあるアーサーの居室に通された。落ち着いた色調で纏まとめられているその部屋は、美晴に与あたえられた客間より広いけれど造りに変わりはないようだ。


「さて、約束通り美晴のしたい話をしようか」


　そう言って美晴に正面のソファを勧すすめた彼は、心なしか意地の悪い笑えみを浮かべている。それを見返し、美晴は背筋をぴんと伸のばすとストレートに切り込んだ。


「間ま違ちがっていたら申し訳ないですけど、俺、ホーク・アイの正体はあなただと思っています。違ちがいますか」


　顔を隠かくしたり声こわ色いろを作ったり、状況の辻つじ褄つまを合わせるような小細工ひとつしなかったが、よく考えれば彼の行動は不ふ審しんなことだらけだった。


　しかしアーサーは動じた風もなく、薄うすく笑んだままわざとらしく肩かたを竦すくめてみせる。


「根こん拠きよは？」


「泥どろ棒ぼうじゃないなら、あんな地下通路を使ってまで逃にげる必要はなかったでしょう」


「さあ、どうだろうな」


　とぼけるアーサーに美晴は目を尖とがらせる。新しい玩具おもちやを見るような目を向けられて、さすがにかちんときた。


「美術館が停電になってからは真っ暗で姿が見えなかったけど、声や口調はあなただったし、俺の指輪のことも知ってた。指輪のことはあなたにしか話してないから、知っているのはあなただけです。その上で俺の指輪を盗むみたいなことを仄ほのめかしたし、あの状況で警察に通報してもいいなんて普ふ通つう、泥棒本人じゃなきゃ言いません」


　アーサーが片かた眉まゆを上げ、妙みような言こと葉ば尻じりを捕らえてきた。


「なるほど、泥棒は普通そう言うのか」


「いえ、それは言わないと思うけど」


　そこに反応されるとは思わず、美晴は少々うろたえる。


「言わないなら違うんじゃないか」


「で、でもあなたは言ったでしょ。警察がどうこうなんて普ふ通つう泥棒は言わないけど、真面まじ目めに生活している一いつ般ぱん人じんはもっと言いません」


「それじゃ誰もそんな発言はしないことになるな」


　美晴の追及は、のらりくらりとかわされる。時々喉のどを鳴らして意地悪く笑っている辺り、遊ばれているのは明らかだ。どうしたら尻しつ尾ぽを摑めるのかと美晴がじりじりしていると「まあ冗じよう談だんはさておき」と息を吐はくように軽く笑ってアーサーがソファに座り直した。


　ふざけた空気がにわかに様相を変えた。


　アーサーが表面的な笑みを消し、目の色、声の調子をわずかに改めたからだ。


　彼の変化に、場の空気が従う不思議。それを目まの当たりにした美晴も例外ではなかった。視覚や聴ちよう覚かくだけでなく、握にぎり取られたかのように全神経が彼へと集中してしまう。


「どうして警察に通報しなかった？」


　美晴は小さく息を飲んだ。それは、彼がホーク・アイであることを認めたも同然の質問だ。


「証しよう拠こが、ないし。あなたが指輪を盗むところを、見たわけじゃないから」


　これまで軽くあしらわれてきた腹いせに適当に答えてやろうと思ったのに、噓うそを許さない眼まな差ざしが美晴にそうさせてくれなかった。


「それに、あの美術館であなたに会ってから教会の裏口に出るまでのことを、英語で説明できる自信もなかったんです。説明の仕方次し第だいでは俺も疑われると思うし、あなたが言ったように母さんの指輪を奪うばわれるかもしれない。父にも心配をかけたくなかった」


　それに、と答える必要のないことまで喉から勝手に滑すべり出る。


「ホーク・アイのこと、俺は犯罪者だと思ってます。だけど、あなたは迷子になっていた俺のことを助けてくれたり、騒さわぎの被ひ害がいに遭あわないよう守ってくれました。それに父さんのことだって……。いえ、ええと、とにかく優やさしいところもある人だって思うから、泥棒をするのにもなにか理由があるんじゃないかと思って」


　本音を曝さらけ出してしまった気き恥はずかしさに、美晴は膝ひざの上で手を握り締しめた。それを見たアーサーの口角がわずかに上がる。


「確かに私はホーク・アイと呼ばれる泥棒だ。自分で名乗ったわけじゃないが」


　確信を抱いだいていたものの、いざ断言されると心臓が大きく波打った。


「どうして人のものを盗んだりするんですか。昨日、逃げるとき俺を連れていった理由もわからない。国際手配までされている正体不明の怪かい盗とうが、こんなにあっさり正体を明かすなんて。どうしてなんですか」


　身を乗り出した美晴に、彼は適度な間を置きながらゆっくりと答え始めた。


「美晴を連れて逃げたのは、こちらとしても予想外のアクシデントだったよ。あの場に置いていったらパニックに巻き込まれて群衆に潰つぶされかねなかっただろう？　さすがにそれは寝ね覚ざめが悪いし、君の指輪も壊こわされかねない。もし無事に外に出られたとしても、犯行現場に居合わせた者はボディチェックや所持品検査を徹てつ底てい的てきにされただろう。そのとき、サイズが違うとはいえ盗まれた品と酷こく似じした指輪を所持していれば、間違いなく君は疑われていた。『王の指輪』だと勘かん違ちがいされて、取り上げられたかもしれない」


　美晴は思わず形見の指輪を握り締めた。確かに彼の言う通りだ。


「盗みを働く理由は、……そうだな。私としては、他人のものを盗み出しているという感覚は薄い。奪われたものを取り返しているだけだ」


「奪われたもの……？」


　アーサーが事も無げに言った台詞せりふを、美晴は口の中で繰くり返した。どういうことだろう。奪われた、そう言っていいのは被ひ害がい者しや側のはずだ。


　アーサーの言葉通り、取り返しているということなら、これまで彼が盗んだとされるすべてのジュエリーは、以前彼が所有していたということだ。それを奪われたから、取り返しているということだろうか。


「そうだ。これまでのターゲットはすべて元々私の物だ」


　考えが顔に出ていたのか、美晴の疑問を彼はあっさりと肯こう定ていした。それなら当然、そこには『王の指輪』も含ふくまれていることになる。


　──それじゃ、あの話は……。


　昨日、二十四室へ向かう途と中ちゆう、アーサーから聞いた話が脳のう裏りに蘇よみがえる。


　ある没ぼつ落らく貴族の、手放すつもりのなかったジュエリー・コレクションが盗とう難なんに遭ったという話だ。もしかしたら、その没落貴族とは彼の家のことだったのではないだろうか。


　カタン、と小さな音がして美晴ははっと我に返った。アーサーがいつの間にか壁かべ際ぎわに置かれたデスクの前に移動し、引き出しから古い深しん紅くのビロードの小箱を取り出していた。


　その中に納められた『王の指輪』は、美術館にあったときより遥はるかに誇ほこらしく輝かがやいており、まるで本来の持ち主の許もとに戻もどってきたことを喜んでいるかのように見える。


　あるべき場所に収まった──確かにそんな気がするけれど、納なつ得とくしていいのだろうか？


　常識や法律と本能的な感性の狭はざ間まで、美晴の思考は混乱をきたし始めていた。


　もし彼の言うことが本当で美晴の想像が正しかったとしても、泥棒は泥棒だ。犯罪だ。


　ただ、彼の事情は心情的には理解できるから、ホーク・アイに関する報道を無責任に楽しんでいられた頃ころなら全面的に肯定していたかもしれない。


　けれど犯行現場に居合わせた美晴は、あの恐きよう慌こう状態に巻き込まれた衝しよう撃げきを忘れることはできなかった。あの騒ぎはホーク・アイのせいではない。けれど、彼がいなければ起こるはずのなかった騒そう動どうだ。それに昨日、冗談なのか本気なのか、美晴の指輪を狙ねらっているかのようなことを彼が口にしたせいで、美晴は盗まれる側の気持ちも痛いほどよくわかる。


　形見の指輪を奪われるなんて、考えただけで身体からだ中の血が凍こおりそうだ。もし盗まれたら、盗んだ相手を心底恨うらんで、どんなことをしてでも取り返したいと切望することだろう。


　そして奪われたと言うからには、そんな気持ちを恐おそらくアーサーも抱いているのだ。


　──どうすればいいんだろう。


　当とう惑わくする美晴をよそに、アーサーは『王の指輪』を見つめていた。


　柔やわらかく細められたブルーグレイの瞳ひとみの中に、懐なつかしさや愛いとおしさ、様々な痛みが次々と浮うかんでは消えてゆく。


　それを見ていたら、美術館で髪かみを撫なでてくれたアーサーの手の感かん触しよくが蘇ってきた。


　あの手がすべてをわかってくれたように感じたのは、彼が喪そう失しつの痛みを知っていたからだ。彼は、家をなくしていた。おそらくは家族も。だからこそ取り戻すことが可能なジュエリー・コレクションに執しゆう着ちやくしているのだろう。


　美晴は手の中の形見の指輪を強く意識した。


　美晴にとってのこの指輪と同じように、『王の指輪』にはアーサーにとってかけがえのない思い出がきっとたくさん詰つまっている。


「どうして」


　もう何度目になるかわからない疑問詞を、美晴は今また唇くちびるに乗せた。


「どうして俺にそんなことを話すんですか。警察に言うかもしれないのに。ホーク・アイの正体があなただってことも、『王の指輪』を盗ぬすんだことも」


「それは──」


　青みを濃こくしたアーサーの目が美晴を鋭するどく射い竦すくめて、これまでとは違ちがう笑みを閃ひらめかせる。


「──美晴がその指輪の持ち主だったからだ」


「……ッ！」


　全身がぞくりと震ふるえた。獲え物ものを見つけた猛もう獣じゆうのような、それでいてひどく典てん雅がな笑み。怖こわいのに、見ていたい。恐ろしく魅み力りよく的てきな表情だ。


「あの美術館で『ロイヤル・ロマンス』の話をしただろう。『王の指輪』には対になる『花はな嫁よめの指輪』があると」


「でも、それは行ゆく方え不明になった、って」


「そうだ。だが、昨日見つけた」


『王の指輪』を弄もてあそびながら近づいてくるアーサーを見上げ、美晴は喘あえぐように息を継つぐ。


「君のお母上は目め利ききだったと言っただろう？　──その指輪こそ、行方不明だった『花嫁の指輪』だ」


　心臓が、大きく波打った。思考が停止し、一いつ瞬しゆん意識が空白になる。


　次の瞬しゆん間かん、美晴の喉から悲鳴のような叫さけびが迸ほとばしった。


「そんなわけない！　母さんは単なる雑貨好きの庶しよ民みんだし、この指輪はすごく安かったって言ってた……！」


　映画を一本見られるかどうかの値段だったと、母は笑いながら話していた。それが『王の指輪』の片割れだなんて、そんな馬ば鹿かなことがあるはずない。───けれど……。


　それが認めざるを得ない真実だということを、美晴はどこかで悟さとっていた。気づかない振ふりをしていたけれど、そんな予感はずっと前からあったのだ。


　ニュースで『王の指輪』を見たときから、ひょっとしたらこの指輪も自分の手には負えないようなジュエリーなのかもしれないと、密ひそかに恐れていた。それは昨日、『王の指輪』を実際に目にして決定的なものになった。


　だって本当に似ていたのだ。デザインや細工、存在感や長い年月を経へた重み。それぞれの指輪が形成する美の世界は、二つ並んで初めて完成するのだと思い知らされたような気さえした。


「証しよう拠この一つだ。よく見てごらん」


　昨日の一幕を再現するかのように、アーサーが『王の指輪』を二つに開いた。そこには美晴の指輪に刻まれていたのとまったく同じ文言が、同じように装そう飾しよく的てきに刻まれている。


　カットソーの襟えり元もとから形見の指輪を引き出して、美晴は再び間近にそれらを見比べた。


　絶望的にそっくりだった。どうにかして『王の指輪』と、形見の指輪との相そう違い点てんを見つけたかったのに。


「これが二つ目の証拠だ」


　駄だ目め押しに見せられた写真には、リングケースに並んで収められた二つの指輪が映っていた。ケースの上うわ蓋ぶたの裏側に、舞まうような筆記体で『ロイヤル・ロマンス』と刺し繡しゆうされている。よく見ればそのリングケースも、さっきアーサーが取り出した深紅のビロードのそれだった。


「本当、なんだ……？」


　アーサーにというよりも、自分自身に確かめるように美晴は力なく呟つぶやいた。


「本当だ。私は泥どろ棒ぼうだが、噓うそはつかない」


　そうだろう。そんな人でなければ、わざわざ予告状など出したりしない。そして彼が予告を違えたことは、これまで一度もなかった。


「そっか……。これは元々、あなたの家のものだったんだ」


　美晴は形見の指輪にじっと視線を注そそいだ。


　あの美術館で迷子になったのは、もしかしたらこの指輪が本来の持ち主の元へ美晴を導いたせいかもしれない。そんなお伽とぎ話ばなしみたいなことが現実にあるはずはないけれど、偶ぐう然ぜんにしては出で来きすぎていた。


　美晴が迷子にならなければアーサーと出会うことはなく、アーサーが形見の指輪を目にする機会もなかった。いや、ホームステイ先の変へん更こうがあったから出会いはしただろう。けれどそんなふうに出会っていたら美晴は指輪を見せなかっただろうし、アーサーがホーク・アイだと知ることもなかった。


　──……ああ。だから、か。


　唐とう突とつに、腑ふに落ちた。アーサーが自分を展示室から連れ出したのは、九割以上が指輪のためだったのだ。美晴のことを心配してくれたのも本当なのだろうけれど、彼がなにより気に掛かけていたのはこの指輪のことだった。


　大切な指輪が壊こわされないように。『王の指輪』と間ま違ちがわれないように。『花嫁の指輪』だと誰かに知られることのないように。


　それは納得のいく理由だったが、美晴を酷ひどくがっかりさせた。なぜここで落らく胆たんしなければならないのか、よくわからないままに気持ちが沈しずんだ。


　──じゃあこれ、どうしよう……。


　鉛なまりのように重くなった胸に、指輪を握にぎった拳こぶしを強く押し当てた。そうして思考を巡めぐらせていると、耳について仕方のなかった秒針の刻む規則的な音が徐じよ々じよに遠くなっていく。


　優やさしいものや辛つらいもの、様々な記き憶おくが去来した。両親の笑え顔がお。突とつ然ぜんの喪失。それに付ふ随ずいした感情が美晴の胸に深く揺ゆさぶりをかけてくる。


　アーサーが興味深げにこちらを見ていることにも気づかず、迷い乱れて混こん沌とんとした気持ちの中から、納得のいく結論を見み出いだそうと美晴は思考に沈んだ。やがて一つの答えが浮かび上がり、結けつ晶しようのように固まっていく。


　伏ふせていた目を、すっと上げた。


　一度強く唇を嚙かんで、美晴はアーサーを見み据すえる。睨にらむような目つきになってしまったが、それは許して欲しかった。そうして力を込めていないと、目が潤うるんでしまいそうだ。


「これ、返します」


　美晴は頭を革かわ紐ひもに潜くぐらせ、アーサーの胸に形見の指輪──『花嫁の指輪』を押し付けた。アーサーがわずかに目を瞠みはったような気がしたが、それはきっと錯さつ覚かくだ。だって彼は今、美術館で出会ったときのように真顔でこちらを見下ろしているのだから。


「母さんの形見だけど、あなたにとってもそうなんでしょう……？　ご両親の形見で、代々続いた家のご先祖様から受け継いだ大事なものなんでしょう？」


　美晴は顔を伏せ、声が震えないようにぐっと堪こらえながら言葉を続けた。


「俺には父さんがいるし、母さんの形見はこれだけじゃないし。十六世紀の指輪とか言われても、俺にはよくわかんないし、ちゃんとした管理なんてできない。それに一いつ対ついのものが離はなればなれになっているのは、やっぱり可哀かわい想そうだから……。この指輪は、返します」


　本当は手放したくなかった。幸福そうに笑う母のイメージと直結しているこの指輪は、この三年間、美晴にとって最大の拠より所どころだったのだ。


　けれど、振り返ってくれないとはいえ、美晴にはまだ父親がいる。家族で暮らした家も、母の思い出の品も残っている。


　それなら先祖代々受け継がれてきたという大切な指輪は、アーサーに返すべきだろう。彼にはもう誰もおらず、この静まり返った大きな屋や敷しきにたった一人なのだ。思い出の品を盗んででも取り戻もどそうとするくらいだから、彼の手元にはそうしたものがきっと何も残っていない。


　このことを知ったのがもし母さんだったら、アーサーに返そうとするに決まってる。父さんも、そんな理由ならきっと許してくれるだろう。


「大事にしてください。たぶんそうしてくれると思うけど、この指輪は特に大切にして。これは俺にとって母さんの形見なんだから、粗そ末まつに扱あつかったら許しませんから」


　美晴がなんとか顔を上げると、アーサーが驚おどろいた様子でこちらを見下ろしていた。なぜだか、彼は虚きよを衝つかれたような顔をしている。


「早く、取って」


　受け取ろうとしないアーサーに焦じれて、美晴は彼の手を摑つかむと無理やり指輪を握らせた。


　瞬間、酷い痛みが胸を貫つらぬいたが、呼吸を止めてやり過ごす。もう限界だった。これ以上、ここにいたら泣き出してしまいそうだ。


「じゃ、宜よろしくお願いします」


　美晴はゆるりと立ち上がった。力なく頭を下げると、ついに瞳ひとみから涙なみだが溢あふれてカーペットに点々と染しみを作った。


「……美晴」


　──まだ、なにかあるの？


　呼びかけられたことに過か剰じよう反応し、思わずそう詰なじりそうになったとき、すっと彼の両手が伸のびてきて涙に濡ぬれた頰ほおを包まれた。


　──え……。


　左の目め尻じりに、温かく柔やわらかいものが触ふれた。涙を拭ぬぐうように触れたそれが瞼まぶたや目め許もとへと移り、反対側にも同じように触れてくる。


　そのさらりとして温かな感かん触しよくがアーサーの唇くちびるだと気づいたのは、羽のようなキスが額に落とされた後のことだ。


『参ったな。ターゲットを差し出されるとは思わなかった。予想外の展開だ』


　しかも涙に捕つかまるとは、とアーサーが喉のどの奥で笑っている。


「な、なに。泣いたのがそんなにおかしいですか」


　早口の英語を聞き取れず、美晴は簡単に泣いた自分のことをアーサーが笑ったのだと思った。未いまだ涙の乾かわかない目を精せい一いつ杯ぱいきつくして睨みつけると、アーサーに柔らかく抱だき寄せられる。


「そうじゃない。悪かった。泣かせるつもりはなかったんだ」


　微ほほ笑えんだ唇が、美晴のそれを掠かすめていった。


　──キス、された……？


　全身を包む温ぬくもりと共に、現状がゆっくりと頭に沁しみ込んでくる。


　キスされた。さっきは顔中に。そして今は、……唇に。


　こんなとき、どうすればいいのかわからず美晴は困こん惑わくしたけれど、彼の腕うでの中は温かく、こうしていることに嫌けん悪お感かんはなかった。


　驚いたせいか涙が止まり、伝わってくる体温に乱れた感情が鎮しずめられていく。


　そのまま大人おとなしく抱かれていると、そっと取られた手のひらに二つの指輪を転がされた。


「十七年ぶりに揃そろったな」


　溜ため息いきのような声には、一言では言い表せない様々な思いが込められていた。そのすべてを読み取ることはできないけれど、彼が深い満足と喜びを感じていることは美晴にも伝わってくる。


　──よかった。


　そんなふうに喜んでくれるなら、形見の指輪を綺麗に諦あきらめることができそうだった。


　それにペアのリングが並んだ様は安定感がある。自分の手の上というのが難点だったが、有るべきものが有るべき場所に戻ったという、しっくりとした感じがした。


「美晴、それを私に」


「これ……？」


　そう、とアーサーの涼すずやかな目が『王の指輪』を指し示した。


　その目に閃ひらめいた企たくらみに気づくことなく、美晴は言われるままに指輪をアーサーに手て渡わたした。そして、次に彼が『花はな嫁よめの指輪』を手に取るのをじっと見つめていた。


「では、美晴」


　しかし、二つの指輪を一いつ緒しよにしまうのだという美晴の予想は外れた。いったい何を思ったのか、アーサーが突然、革紐のついた『花嫁の指輪』を美晴の首にかけたのだ。


「交こう換かんしたな？」


「……交換？」


　しばし瞬まばたきを繰くり返した後、美晴は頭を傾かたむけた。


「なにを？」


「指輪をだ。確かに美晴と私とで交換した」


　それは、今の意味不明な出来事のことを指しているのだろうか。


　確かに美晴は手の上に載せられた『王の指輪』を、言われるがままにアーサーに返した。


　アーサーは、一度は取り戻した『花嫁の指輪』を今また美晴に返している。


　それが「交換」したことになるのなら、確かにしたのだろう。だが、それがなんなのか。


「その指輪は形見の品なのだろう。美晴が持っているといい。私はもういらない」


「い……っ」


　──いらない……!?


　あまりに理り不ふ尽じんな言い様に、美晴は思わず嚙み付いた。


「なんですか、それ。人がせっかく決心したのに、いらないってどういうこと!?」


「気が変わった。その指輪は私の望む形で手に入れる」


「そんな勝手な……！　あなたの望む形なんて、わかりません」


「美術館で話しただろう。『ロイヤル・ロマンス』の伝説を」


　アーサーは楽しげに『王の指輪』を指先でくるりと回転させた。


「私は美晴から『王の指輪』を受け取った。美晴は私から『花嫁の指輪』を受け取った。指輪の交換は成立し、後は伝説としての『ロイヤル・ロマンス』を実証するだけだ」


「……は？」


　美晴はぽかんと口を開けた。


　なにを言っているのだろう、この人は。言葉はわかるが、意味が理解できない。


「わかりやすく言うと、私が『花嫁の指輪』を手に入れるときは、美晴ごとだということだ。──こういう意味で」


　ちゅ、と唇を啄ついばまれ、美晴はよろめくように後あと退ずさりした。


「……あり得ない」


「いや。脈はあるはずだ」


　アーサーが妙みような自信を窺うかがわせて断言するものだから、美晴は目が回るほど首を振ふらなければならなくなった。


「ないです、全然！　それ以前に男同士で伝説もなにも……っ」


「性別が気になるか？　私は美術品のコレクターでもあるんだが、同性同士の関係などその世界では珍めずらしいことじゃない。美に従事する人間は美に一番の価値を置く。常識や性別などは二の次だ」


　それにイギリスには異性間夫ふう婦ふとほぼ同じ権利を同性カップルに保障するパートナーシップ法がある。


「イギリスやあなたが気にしなくても、俺は気にします。そういうの、嫌いやですから」


「そうか。困ったな。そう嫌がられると、逆にやる気になるんだが」


「ならないでください！　人の嫌がることはしない、これは万ばん国こく共通の常識でしょう」


「泥どろ棒ぼうに常識を求めても無む駄だだ。そんなに嫌なら自力で阻そ止しすればいい」


　阻止？　美晴の耳がぴくりとする。


「自分が贈おくった『王の指輪』を自分の手で取り返せばいいんだ。それで指輪の交換は無効になる。もっとも、そう簡単に取り戻させはしないが」


　アーサーが口元でにやりと笑えんだ。とんでもない提案だ。世界中の警察を翻ほん弄ろうする魔ま術じゆつ師しのような泥棒から『王の指輪』を盗ぬすんでみろと、彼はそう言っているのだ。


　受けて立つ──と、言いたいところだが、唇をぎゅっと嚙かみ締しめて美晴は微かすかに首を振った。


「そんなの無理です。できるわけない」


「やってみなければわからないだろう？」


　自分で追い詰つめたくせに、彼は励はげますように美晴の頭を撫なでてきた。髪かみを滑すべった右手が、そのまま流れてそっとうなじに添そえられる。


「無む理り強じいをする気はない。ただ、盗む気がないなら伝説の実証に同意したとみなすが」


「なんでそんなに自分勝手なんですか！　俺、嫌だって言ってるでしょ!?　どっちも絶対に嫌です。無理です」


「無理なものか。さっきは私を受け入れていただろう」


　幾いく重えにも重ねた拒きよ絶ぜつの壁かべを指先ひとつで撥はね飛ばすように、アーサーがさらりと妙なことを言った。身に覚えのない美晴は、むっとして否定する。


「変なこと言わないでください。そんなこと、してません」


「いや。していた」


「なにを根こん拠きよに……っ」


「根拠はキスだ。嫌がっていなかっただろう。抱き締めても逃にげなかった」


「それは……！」


　さっきのあれが人生初のキスだったことに思い至り、頰がかぁっと熱くなった。


　優やさしく触れてきた唇の感触や温もりがにわかに蘇よみがえる。それを心ここ地ち良く受け止めていたことまで思い出してしまい、美晴は必死に首を振った。


「さっきは不意打ちだったし、頭が混乱していたから最初はなにをされたのか気づかなかったからで……っ」


　だから抵てい抗こうを忘れていただけだ。アーサーを受け入れたわけではない。そう必死に言い募つのると、目の前で形のいい眉まゆが動いた。


「納なつ得とくできないな」


　いつの間にか間近に秀しゆう麗れいな面が寄せられていた。距きよ離りの近さに頭を引いたら、うなじに触ふれていた手に後頭部を包み込まれ、逆に引き寄せられてしまい、


「どうせなら、もう一度試ためしてみよう」


　いかにも楽しげな弧こを描えがいた唇くちびるに、自分のそれを塞ふさがれた。


「……！」


　張り詰めたまま落ちつくことを許されずにいた神経は、ここに到いたってとうとう狂くるったようだった。


　唇同士が触れただけで熱い痺しびれに飲み込まれ、美晴はそれ以外の一いつ切さいを知覚できなくなってしまう。


　今度は、触れるだけのキスではなかった。角度を変えて何度も触れて、上下の唇をそれぞれ啄み、尖とがらせた舌先が合わせ目をなぞってそこを開かせようとする。


「……っ、んぅ……っ」


　きつく吸われ、びくりと肩かたが竦すくんだ。痛いほどの刺し激げきが止やんで、痺れた唇をアーサーの舌先が撫でていく。その溶とけ落ちそうな感かん触しよくに唇が自然に綻ほころぶと、すかさず口内に熱い舌が入り込んできた。


「……っ!?」


　ざあっと全身に鳥とり肌はだが立った。嫌けん悪おではなくただ驚おどろいて、アーサーを突つき放そうとその胸に拳こぶしを打ちつける。


　一いつ瞬しゆん触ふれ合った舌先の感触。怯おびえて舌を引っ込めたら、上うわ顎あごをくすぐられて鼻にかかった声が出た。自分でも驚くような甘い声だ。恥はずかしくて、決死の覚かく悟ごで侵しん入にゆうしてきた舌を押し出そうとしたら、待ち構えていたように搦からめ捕とられた。


「……ぅ、んん……っ」


　ねっとりと絡んだ舌を吸われ、身体からだに何度も電流が走った。抵抗を忘れた美晴の口こう腔こうは好きなように搔かき乱されて、優しく、容よう赦しやなく陵りよう辱じよくされる。


　知らない熱が身体中に満ちて、頭の芯しんまでぼうっとした。突き放そうとしていたはずの両手はいつしかアーサーの胸に縋すがり、震ふるえていた膝ひざがかくんと崩くずれ、抱だきとめられた身体をそっとソファへ横たえられた。


「は、ぁ……」


「ほら、嫌がっていない」


　背中に感じた弾だん力りよくと笑い混じりの囁ささやきが、ふわふわとどこか遠くを漂ただよっていた意識を小さく弾はじいた。服の上から確かめるように身体の輪りん郭かくを辿たどった手がカットソーの中に入り込む。


「っ、や……！」


　直接肌はだに触れられて、美晴ははっと我に返った。伸のし掛かかってくる男を驚きよう愕がくに見開いた目で見上げると、相手は小さく笑ってわき腹をするりと撫で上げた。その感覚に身が竦む。


「……ぁっ、やだ、なに……？　なにし、て……」


「さあ、なんだろうな。初めてで、わからないか……？」


　わからない。いや、わかりたくない。


　しかし熱を帯びた身体の変化が否いや応おうなく現実を突きつけてきた。


「──っ……！」


　それを自覚した途と端たん、熱に潤うるんでいた美晴の瞳ひとみが凍こおりついた。


　アーサーにキスされ、肌に触れられて身体が反応し始めている。美晴はそんな変化を見せた自分の身体が急に怖こわくなった。これ以上触れられたら、どうなるかわからない。


「やだ、こんな……っ、放して……！」


　気づけば大きなソファの上に完全に組み敷しかれていて、美晴はなんとかアーサーの下から逃のがれようと暴れ始めた。


　とっくに気づかれているとも知らず、自身の小さな変化を隠かくそうとして懸けん命めいに身を捩よじる。羞しゆう恥ちに泣き出しそうなほど潤んだ瞳が見るものの嗜し虐ぎやく心しんを煽あおり、必死の抵抗がアーサーの目には悩なやましい身み悶もだえのように映っていることなど、美晴は知るよしもない。


「まるで罠わなにかかった兎うさぎだな」


「な、にを……っ」


「もう捕つかまっているのに、嫌がって跳ねて、ますます雁がん字じ搦がらめになる」


　そんなふうに扱あつかうのも楽しそうだが、と美晴を上から強く押さえ込みアーサーが口づけてきた。


　身体を拘こう束そくした上で強ごう引いんに唇を奪うばっておきながら、それは優しいキスだった。さっきのように知らなかった官能を無理矢理引き出すものではなく、触れたところを端はしから溶かしていくような穏おだやかで甘かん美びな口づけだ。


　陶とう然ぜんとさせられて、身体の力が抜ぬけていった。こんなキスなら、まだ受け入れられる。けれど、これ以上は無理だ。身体は感じて熱を孕はらんでも、心が怯えてしまっている。


「まだ美晴には早過ぎるか」


　最後にあやすように額にキスして、アーサーがゆっくりと身を離はなした。


「だが、これでわかっただろう？」


　なにを言われたのか、よくわからない。呼吸を乱し、脱だつ力りよくした身体を逞たくましい腕うでに抱き起こされて、美晴はぼうっとアーサーを見上げた。キスのせいで赤く濡ぬれている唇を彼の親指に拭ぬぐわれる。その刺激に羞しゆう恥ち心しんを呼び覚まされて、美晴はぎゅっと身を縮めた。


「確かく認にんが済んだところで、ゲームを始めようか」


「ゲー、ム？」


　我に返れば相手の顔など見られない。顔を伏ふせた美晴は目だけを動かし、アーサーを窺うかがった。


「私は『ロイヤル・ロマンス』を実証したい。だが美晴は阻止したいと思っている。美晴の帰国は来週の土曜日だ。その前日、金曜日の二十四時までに美晴が私から『王の指輪』を盗ぬすむことができたら、私は『ロイヤル・ロマンス』を指輪としても伝説としても諦あきらめよう。二つの指輪は進しん呈ていする。自分のものにするなり、美術館に返へん還かんするなり好きにするといい」


　だが、とアーサーは言葉を継ついだ。


「できなかったら、美晴はその夜、指輪ごと私のものにする」


　いいね、と決めつけられて美晴は慌あわてて顔をあげた。恥ずかしがっている場合ではない。


「そんな、勝手に決めないでください……！」


「代案があるなら検討するよ」


「代案って……っ、だから、あなたがこの指輪を黙だまって受け取れば解決でしょう」


「指輪だけならいらないと、さっきから言っているだろう。それに私は泥どろ棒ぼうだ。欲しいものは自分のやり方で手に入れる。譲ゆずられるのではなく、ね」


「そんな……っ」


　反論しようとし、しかし続く言葉を見つけられずにおろおろしている美晴の頰ほおを、アーサーは手の甲こうですっと撫でた。


「代案はないようだな。それなら、ゲームスタートだ」




　　　　３







　語学研修の授業は九時から始まり、十三時に終しゆう了りようする。


　その後、様々な国からやってきたクラスメイト達とカフェテリアで軽い昼食を取りながら交流を深めていくのも、研修プログラムの一いつ環かんだ。


　その日もできたてほやほやの友人達とランチを済ませて帰ってきた美晴は、居間のソファで転うたた寝ねをしているアーサーを見つけて足を止めた。


　──わ……。


　白い頰にアッシュブロンドの髪かみが流れ落ち、高い鼻び梁りようが片頰に影かげを落としていた。どこか酷こく薄はくな印象を与あたえる薄うすい唇は呼吸を止めたように静かに結ばれ、鋭するどい光を放つ双そう眸ぼうは白い瞼まぶたの向こうに隠されている。まるで彫ちよう像ぞうのようだが、そうしていると彼の高貴さが一層際きわ立だつかのようだ。


　──これでどうして中身がああなんだろう。


　半ば見み惚とれ半ば呆あきれながら、このチャンスを逃にがさないようにそうっと室内に踏ふみ込んだ。


　美晴が盗むべきターゲット、『王の指輪』は常にアーサーの左胸のポケットに入っていることになっている。けれど、ふざけたゲームが強行されてからこの三日、美晴は指輪を盗むどころか、ポケットに触れることにさえ一度も成功していなかった。


　アーサーは彼の定位置である一人掛けのソファに身を沈しずめていた。右手は肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつき、左ひだり腕うでは反対側の肘掛けに預けられている。胸の辺りはがら空きだ。


　美晴は足を忍しのばせて、一人掛けにしては大き過ぎるソファの後ろへと回り込んだ。


　アーサーにとってこのゲームは単なる遊びでも、美晴は違ちがう。アーサーが、遊び感覚で同性相手にあんなキスのできる男である以上、負ければ冗じよう談だんでなく貞てい操そうの危機なのだ。


　──まだ、寝ねてる……？


　優美な曲線を描えがくソファの陰かげから身を乗り出して規則正しい寝ね息いきを確認し、四よつん這ばいになって肘掛けの陰を這はい進む。アーサーの眠ねむりを妨さまたげないよう、そろりと慎しん重ちように身を起こすと、


　──……あった。


　ポケットの隙すき間まから覗のぞく金色の輝かがやきを確認した。


　いまだ眠るアーサーの胸へと、緊きん張ちようしながら美晴は指を伸ばしていった。指が空を進む間もちらちらと白はく皙せきの寝ね顔がおを確認したが、彼が目覚める気配はない。


　いけるかもしれない。


　指先がついにポケットの縁ふちに触ふれ、そんな期待が芽生えた瞬しゆん間かん、


「うわっ……!?」


　ぐるりと視界が回転した。眠っていたはずのアーサーに足を払はらわれたのだ。バランスを崩して転てん倒とうしかけた美晴の身体を待ち構えていたように抱きとめて、彼は間近でにやりと笑った。


「お帰り」


「……っ」


　また失敗だ。気づかれた。いや、たぶん彼は最初から寝たふりをしていたのだ。


　簡単にあしらわれた悔くやしさに美晴は唇くちびるを嚙かみ締しめた。けれど、ここで拗すねて無視をするのはあまりに子供じみている。


「……ただいま、帰りました」


　口の中でぼそぼそと答えると、意地悪が楽しくて仕方がないというようにアーサーが喉のど奥おくでくっと笑った。


『単純だな、美晴。ペナルティだ』


　美晴ははっとして両手で口元を押さえた。日本語でお帰りとアーサーが言ったから、つられてしまったのだ。


　ずるい……っ。


　またもや出で掛かかった日本語を危あやういところで飲み込んだ。指輪と日本語。二段構えの罠だったことに、引っかかってから気がつく自分の鈍にぶさが憎にくい。彼にとって、どれほど自分は容易いのだろう。想像すると頭が沸ふつ騰とうしそうだ。


　この屋や敷しきに滞たい在ざいするにあたり、美晴とアーサーは幾いくつかルールを定めていた。


　朝食は美晴が用意し、夕食はアーサーが担当すること。美晴が一人で外出する場合は、外が明るくても門限は十九時。その他ほかにも幾つかルールを決めていたが、その中に、日常会話は英語で行うこと、というものがある。


　指輪に関する込み入った話をするときや、アーサーが許可した場合は日本語の使用を許されるけれど、それ以外の会話はすべて英語だ。ホームステイは語学研修の一環なので、美晴もそのことに異存はなかった。


　しかし、このルールには続きがあった。許可なく日本語を使うとペナルティを取られ、なにか一つアーサーの言うことを聞かなければならないという理り不ふ尽じんなものだ。


『さて、なにを命令しようか』


『あの、それより放してください』


　抱だき留められた姿勢のまま、美晴はぎこちなく身を捩よじった。バランスを崩くずした苦しい体勢から自由になりたいこともあるが、それ以上にアーサーから離れたかった。自分から近づくぶんには構わないけれど、近づかれるのは妙みような緊張を強しいられるから嫌いやなのだ。アーサーはそれを知っていて、暴れる美晴を押さえ込む腕に意地悪く力を込めてくる。


『今日の予定は』


『昨日と、一いつ緒しよです……っ』


　本格的に苦しくなってじたばたしている美晴を余所に、アーサーは小さく頷うなずいた。


『つまりご両親の足そく跡せき巡めぐりと骨こつ董とう店探しか。今日はカムデン・パッセージへ行ってみよう』


　カムデン・パッセージはロンドンの古美術街のひとつだ。


　ぎくりとして美晴は身動きを止めた。


『また一緒に来るつもりですか』


『ペナルティを取られた以上、美晴に拒こばむ権利はない。連れて行ってもらうよ』


『ぅー……』


　言い返せずに低く呻うめく。


『反はん抗こう的てきだな。そんなに嫌なら、この間のキスの続きに変へん更こうしてもいいが』


　あっという間に身体からだの位置を入れ替かえられ、ソファに背中を押し付けられた。


「うわ、ちょ、待って……！」


『ペナルティ、二。おやすみのキスにでも取っておこうか？　それとも今纏まとめて支し払はらうか』


『つ、連れてく！　待って、待って、連れて行くからっ』


　放して、と足をばたつかせて抗あらがう美晴に、二つ目のペナルティを気にする余よ裕ゆうなどなかった。笑いながら覆おおい被かぶさってくるアーサーを押しのけるのに必死だ。しかし、


『──埃ほこりが立つんですが』


　突とつ如じよ割り込んできた冷れい淡たんな声に、じゃれあいのような攻こう防ぼう戦せんが停止した。残念、と身を起こしたアーサーの向こうに、胸の前で腕うでを組んだレイが不ふ機き嫌げんそうに立っている。


『すまないな、レイ。少々遊びが過ぎたようだ』


『ええ、本当に。そろそろご自分の立場を理解して、それらしく振ふる舞まって頂きたいものです』


『悪かった。そう怒おこるな』


　苦く笑しようして執とり成すアーサーを、文句を言いながらもレイは既すでに許してしまっているようだった。彼らは軽口の応おう酬しゆうをしながら、言葉などより深い部分で通じ合う、他者の入り込めない親密な空気を醸かもし出している。


　美晴は疎そ外がい感かんを覚えたが、よくあることなので、あまりそれを気にしないようにしながら乱れた髪や服を手早く直した。居住まいを正して顔をあげると、ふいに振ふり返った銀灰の瞳ひとみと計らずも真正面から目が合ってしまい、びくりと肩かたが揺ゆれる。


『あ、あの……煩うるさくして、すみませんでした』


　弾はずみとはいえ、こんなにしっかりと視線が絡からむのは初めてのことで美晴は動どう揺ようした。それは相手も同じだったらしく、たどたどしく謝った美晴にレイは戸と惑まどった表情を向けてくる。


　──ど、どうしよう。


　お互たがい完全に視線を外すタイミングを失っていた。焦あせった美晴はどうするべきかと迷った末に、にこりと笑いかけてみる。


『……』


　レイは眉まゆをかすかに歪ゆがめた。不機嫌というより当とう惑わくしたようにしばらくこちらを見ていたが、やがて引き剝はがすように顔ごと美晴から目を背そむけ、紅茶の準備に取り掛かかった。


『そこは早めに克こく服ふくしてもらいたいものだな』


　小さく笑ったアーサーの、レイに向けた言葉の意味はわからない。けれど、結果的に無視される形になったとはいえ、美晴はそんなレイの態度を以前ほど気にしていなかった。


　アールグレイの豊かな香かおりが優ゆう雅がに室内に広がっていく。


　テーブルには紅茶のほかに、ケーキやビスケット、ジャムやクリームを添そえたスコーンなどを載せたケーキスタンドが置かれていた。すべてレイが用意したものだ。


　以前からそうだったのか、美晴がいるのでそうしてくれているのかは不明だが、語学学校から帰ってくると三人でお茶を飲むのが習慣になりつつある。外から帰って誰かと話したりお茶を飲んだりするなんて母を亡なくして以来のことなので、美晴にとってこの時間は貴重で嬉うれしいものだった。


　それにアーサーとレイがほとんど手をつけることのないお茶菓が子しは、おそらく美晴のために用意されたものだ。そんな気き遣づかいに触れてから、レイに対する苦手意識が薄うすらいだ。


　美晴はレイに好かれてはいないけれど、そんなには嫌きらわれていないのかもしれない。


　帰国するまでに少しずつ距きよ離りを縮められたらいいなと、そんなことを考えながら美晴は紅茶を一口含ふくみ、フルーツタルトを摘つまんだ。


『この後、カムデン・パッセージへ行ってくる』


　今後の予定をレイに尋たずねられ、カップを受け皿に戻もどしながらアーサーが答えていた。


　彼はその日最初のペナルティに、なぜか必ず足跡巡りへの同行を求めてくる。


　ロンドン在住のアーサーがトラファルガー広場やナショナル・ギャラリー、すぐ近くのバッキンガム宮きゆう殿でんやウェストミンスター寺院などを見て楽しいのかは甚はなはだ疑問だが、一人で回るより心強いのは確かだ。


　見知らぬ外国の街という心細さのせいもあるけれど、誰かが傍そばにいてくれると精神的に追い詰つめられずに済むのが有あり難がたかった。アーサーが隣となりにいると、彼のことを警けい戒かいしたり指輪のことを意識するので、一人でいたら両親のことだけで苦しいほど一いつ杯ぱいになるはずの心の中に丁度いいくらいの隙間ができる。そのおかげで、ガードナー・コレクションの回かい廊ろうでのときのように思い詰めずに済んでいた。


『着き替がえを済ませたら車を回す。その間に出かける準備をしておくこと』


　カップを空にしたアーサーが指示を出して立ち上がる。頷いた美晴はレイを手伝ってティータイムの後片付けをし、ついでに朝食の下準備を済ませてロンドンの街へ出かけていった。





　　　　＊





「どこなんだろう……。ロンドンじゃないのかなぁ」


　溜ため息いきと共に美晴は弱音を漏もらした。


　この三日間、セント・ポール大聖堂や大英博物館、Ｖ＆Ａ博物館などの観光名所を回ると同時に、美晴は母が『花はな嫁よめの指輪』を見つけた骨董店を探していた。


　店の名前はアリアといい、こぢんまりとした雑貨屋のような小さな店だったらしい。


　しかし方々の骨董街を回ったという両親は、肝かん心じんの店の場所を覚えていなかった。


　店の名前とわずかな手て掛がかりを頼たよりに、一昨日はセント・ジェームズ、昨日はメイフェアの骨董街を探し歩いたが、アリアは見つからなかった。


　アーサーがその人脈を駆く使しして老舗しにせの高級古美術商から街の小さな骨董店、果てはオークションハウスの宝ほう飾しよく部門の人間にまで問い合わせてくれたというのに、アリアに関する情報はまったく摑つかめずにいる。


　カムデン・パッセージでも結果は同じだった。


　両親の足跡巡りに関しては、他ほかのどの観光名所よりガードナー・コレクションの中庭と、その骨董店へ行ってみたいと美晴は望んでいたのだけれど、このままではどちらも難しそうだ。ガードナー・コレクションはホーク・アイの事件以来いまだに立ち入り禁止だし、アリアという骨董店は所在どころか存在しているかさえわからない。


「まだ三日目だ。そのうちきっと見つかるさ」


　肩を抱くようにして慰なぐさめられて、アーサーの励はげましが心に沁しみた。もしかしたら自分が一々こんなふうに落らく胆たんするから、彼は足跡巡りに付き合ってくれているのだろうか。もしそうなら、アーサーは様々な面において常識的ではないし、優やさしいだけの人でもないけれど。


　──温かい人では、あるのかもしれない。


　俯うつむけていた顔を上げると、食事に行こうとアーサーが美晴の肩をぽんぽんと叩たたいた。


「空腹では気が滅め入いるだろう？　ロンドンにはいいレストランが結構ある。旨うまいものならフレンチ、イタリアン、中ちゆう華かに和食。インド料理にタイやギリシア、アフリカ辺りのエスニック料理もある。……肝心のイギリス料理については、自信をもって勧すすめられないが」


　最後の言葉に美晴はくすりと笑った。美晴の中でもイギリス料理には美味おいしそうなイメージはないし、名物といえばフィッシュ＆チップスにローストビーフ、あとはイングリッシュ・ブレックファストくらいしか思いつかない。


「なにがいい」


　美晴は少し考えた。フランス料理は敷しき居いが高いし、和食は自分で作れば済む。陽気なイメージのイタリアンやエスニックも今の感覚とはちょっと違ちがう。


「せっかくロンドンにいるんだから、イギリスの料理がいいです」


「……そのリクエストは難しいな」


　アーサーが困ったように眉を顰ひそめてみせたけれど、瞳の奥は楽しげだ。夕食担当のアーサーは料理ができないので外食になるのだが、彼の選ぶレストランは気負うことなく寛くつろげて、料理の美味しい店ばかりだった。色んな店を知っているようだから、美味しいイギリス料理という注文にも本気で困ることはないだろう。


　そして美晴の思った通り、彼は迷うことなく目的地に向けて車を走らせた。


　アーサーが連れていってくれたレストランの料理はとても美味しくて、帰りの車窓から見たロンドンの夕ゆう映ばえは美しかった。こちらの夏は日にち没ぼつが遅おそく、八時を過ぎてもまだ明るい。


　沈しずんだ気持ちが穏おだやかに浮ふ上じようし、帰宅する頃ころには美晴は元気を取り戻していた。











『お帰りなさい』


　九時過ぎになって屋や敷しきに戻ると、書類やファイルを抱かかえたままレイがホールへ出てきた。普ふ段だんレイは大たい抵てい六時に帰宅するのに、まだ仕事をしていたらしい。


　それを見たアーサーの周囲で、空気がすっと色を変えた。


『なにかあったのか。連れん絡らくはなかったようだが』


『ええ、少しお話が。ホーク・アイの仕事を一つ減らせるかもしれません』


　そう応じたレイの言葉に、美晴の全身を動揺の波が走った。


　──ホーク・アイ!?


『どうした？　美晴』


『い、今、ホーク・アイって。レイさん、あなたのこと、知って……？』


　美晴は焦って二人を忙せわしなく見比べた。


　これまでレイがアンティーク・ジュエリーや怪かい盗とうについて話したことは一度もなく、『王の指輪』盗とう難なん事件の続報がニュースで流れても眉一つ動かさずに黙もく殺さつしていた。怪盗などというくだらないものには興味がないという態度だったから、レイはホーク・アイの正体を知らないのだと美晴は思い込んでいた。


『最初に言っただろう。レイは私の優ゆう秀しゆうなアシスタントだ。公私共にね』


　公私共に。それは投資家としても美術品のコレクターとしても、そしてホーク・アイとしても、レイはいいパートナーだということなのか。つまり、あらゆる分野で──？


　私の優秀なアシスタント。その言葉にレイの表情が微かすかに誇ほこらしく綻ほころぶのがわかった。目を見み交かわす彼らの間にまたあの親密な空気が流れたけれど、もう美晴は驚おどろかない。


　──……知ってたんだ。


　どこか空くう虚きよな寂さびしさが胸に広がった。なんだろう、この感覚は喪そう失しつ感かんと少し似ている。


『報告を聞こう』


　アーサーがレイに向き直ると、レイはふと思い出したように軽く首を傾かたむけた。


『その前に、食事は済ませましたか？　急ぎとはいえ緊きん急きゆうではないので、もしまだでしたらそちらを先に』


『私達は済ませたが』


　レイは？　とアーサーが目で尋ねると、レイは腕うで一いつ杯ぱいの資料の山を抱えなおした。


『私のことはご心配なく。では早さつ速そくですが……』


　そこから先は、美晴にはわからない専門用語の飛び交う仕事の話になった。軽く肩かたを竦すくめたアーサーに、自分たちのことは気にせず先に休むようにと言われたけれど、美晴はその場から動けなかった。ファイルや書類、カタログなどを見ながらオフィスとして使用している部屋へ足早に向かう二人の後ろ姿を、ぼんやりとして見送った。


「……馬ば鹿かみたいだ」


　ぽつりと落ちた呟つぶやきがひどく虚うつろにホールに響ひびいた。


　なぜだか美晴は、自分だけがアーサーの秘密を知っていると思っていた。けれど、そうじゃなかった。少し考えればわかりそうなものだ。出会って間もない自分が知っているのだから、アーサーに信しん頼らいされているレイが知らないはずはないのに。


　アーサーは、レイは公私共に優秀なアシスタントだと言った。公私、とあえて言うからには、ホーク・アイにとってもそれは同じなのだろう。


　レイはアーサーに高く評価され、必要とされている。それを誇らしく思っている。


　さっき見た、心を許したように綻ぶレイの笑え顔がおが蘇よみがえった途と端たん、胸にちくりと刺さすような痛みを感じた。


　──なんで……？


　美晴は少し驚いて、痛んだ胸に手を当てた。なぜこんな気持ちになるのかよくわからないけれど、せっかく浮上した気分がまた鉛なまりを飲んだように重く沈みかけているのは確かだ。


「……も、寝ねちゃおうかな」


　美味しい食事と綺き麗れいな景け色しきでせっかく元気を取り戻もどしたのだ。また暗い気分になる前に、いいことだけを抱だいて眠ねむってしまおう。学校の課題は明日の朝、早起きして片付ければいい。


　そう思い、とりあえず帰りがけに買ってきたサンドイッチ用のローストビーフをしまおうとキッチンへ足を向けた美晴は、冷蔵庫を開けた瞬しゆん間かん、遅まきながらある違い和わ感かんに気がついた。


『──私のことはご心配なく』


　アーサーが食事のことを目で尋たずねたとき、レイは曖あい昧まいに受け流した。イエス・ノーのはっきりした彼にしては珍めずらしいことだ。


　食事を済ませたならそう言うだろうし、まだなら──きっと、それについては答えない。ということは、レイは食事をする暇ひまもないほど忙いそがしく働いていたことになる。


　──もしかして、俺がアーサーを骨こつ董とう店てん探しにつき合わせているから……？


　きっとその分のしわ寄せがすべてレイにいっているのだ。本来二人で片付けていた半日分の仕事を、この三日、レイは一人でこなしている。


　そうと気づき、美晴は罪悪感で一いつ杯ぱいになった。


　レイが二人分の仕事を一手に引き受けているときに、自分はアーサーに慰められてレストランで食事をしていたのかと思うと、たまらない恥はずかしさがこみ上げた。その挙句、勝手な思い込みが間ま違ちがっていたからといって不ふ貞て寝ねを決め込もうとしていたのだ。


「……どうしよう」


　美晴はオフィスの方を振ふり返った。ここからではレイの姿は勿もち論ろん、オフィスも見えない。


　落ち着かない気持ちで腕うで時ど計けいに目を落とすと、時刻はそろそろ九時半になろうとしていた。











『……あの、』


　銀ぎん灰かい色しよくの瞳ひとみを、こんなに間近で見るのは初めてかもしれない。


　美晴は、ともすれば後あと退ずさりそうになる足をなんとか踏ふみだし、アーサーの許可を得てレイのデスクの傍かたわらに立った。


　初対面ではこちらを見ようともしなかったし、その後も美晴とレイとの間にはアーサーがいたりテーブルがあったりで、いつも一定の距きよ離りがあった。


　オフィスに入るのも初めてだが、レイの傍そばに立つのもこれが正しよう真しん正しよう銘めい、初めてだ。


　緊きん張ちようして、手のひらに汗あせが滲にじんだ。つと寄せられた眉まゆ根ねの感じが迷めい惑わくそうに見える。でもまだ、言葉ではっきり迷惑だと言われたわけではない。そう自分を励はげまして、おずおずとトレイを差し出した。


『あの、もしよかったら……』


　トレイの上にはフルーツを添そえたフレンチトースト、温野菜のサラダと薄うす切ぎりのローストビーフ、それにスープとミネラルウォーターが載っている。組み合わせの是ぜ非ひはともかく、ローストビーフを買っておいたのは正解だった。明日の朝食用にと、スライスしたバゲットを全部ソースに漬つけ込んでしまったのは失敗だったかもしれないが。


『……』


　観察するような目がじっとこちらに注そそがれる。この目が美晴は苦手だった。心の内側を隅すみ々ずみまでスキャンされているような気がして怖こわいのだ。


　──この人、ほんとに猫ねこみたいだ。


　気位の高い、簡単には人に懐なつかない血統書つきの高級な猫。


　そういう猫は、信用していない人間の手から餌えさを食べたりはしなさそうだ。レイは猫ではないけれど、認めていない人間の作ったものなど食べられないと言うかもしれない。


　──余計なお世話だったかな……。


　そう思って美晴が目を伏ふせかけたとき、


「……あ、」


　急に両手が軽くなった。レイが美晴からトレイを取り上げたせいだ。それをデスクの上に置いてカトラリーを手にすると、無言、無表情のままレイが一口大に切り分けたフレンチトーストを口に運び始めた。


　──噓うそ……。食べてる。


　美味おいしいとも不味まずいとも言わないけれど、食事の手を止めないところを見ると味に問題はないようだ。


　しばらくぽかんとその様子を見つめていたが、次し第だいに引いていく驚きと入れ替かわりに喜びがじんわりと広がっていった。


「あ、あの！　俺、紅茶淹いれますね」


　嬉うれしさに舞まい上がり、うっかり日本語が飛び出した。もっとも無意識だったので、飛び跳はねるような足取りでティーワゴンへ向かう美晴に日本語を使ったという自覚はなかった。


「美晴、ペナルティ五十」


　それまで黙だまって二人の様子を見守っていたアーサーが、妙みように平へい坦たんな口調で告げてくる。整理し終えたファイルを少々乱暴に棚たなに投げ出した彼を、美晴はきょとんと振り返った。


「え、どうして」


　また無意識に日本語で応じ、


「ペナルティ百」


「なんで倍!?」


　抗こう議ぎしてもアーサーは取り合ってくれなかった。開いたカタログに目を落としたまま、こちらを見ようともしない。美晴にはよく見せる意地の悪い表情も、いつも浮うかべている真意の見えない微ほほ笑えみも、その秀しゆう麗れいな顔から消えていた。そうして表情がなくなると整いすぎた横顔はいかにも作り物めいて見えるのに、彼の機き嫌げんの悪さだけはひしひしと伝わってくる。


　こちらを無視するアーサーに美晴が困こん惑わくしていると、


『言っておきますが、不ふ可か抗こう力りよくです』


　アーサーに向けてレイが肩を竦めてみせた。


　アーサーの眉まゆがぴくりとする。一いつ瞬しゆんだが、眉み間けんに深い皺しわが刻まれたのを美晴は見た。レイも見み逃のがさなかったらしく、困った人だと笑い混じりに呟いている。美晴には訳が分からないが、彼らの間では意思の疎そ通つうができているようだ。


　また、だ。


　美晴はぎゅっと手を握にぎり締しめた。


　急な疎そ外がい感かんに居場所を失うこの感じ。アーサーとレイの間にだけ流れる特別な空気。二人だけにしかわからない、なにか。


　ティータイムのときもそうだった。さっきの玄げん関かんホールでも。


　それが現れるとき、美晴は必ずその場の空気から弾はじき出されてしまうのだ。


　仲間はずれにされた子供のように寂さびしさを持て余していると、アーサーがじろりと斜ななめにこちらを見た。


「言っておくが、美晴。私は欲が深い。余所よそ見みをされるのは我が慢まんがならない」


　名前を呼び、日本語を使ったからには、それは美晴に向けた発言のはずだ。けれど彼がなにを言わんとしているのか、美晴にはさっぱりわからなかった。レイはわかっているようなのに。


「そういうことだからペナルティとして、明日は学校でランチを取らずに出てくるんだ。一時に迎むかえにいく。その後、オークションに付き合うこと」


　なにがそういうことで、なにに対するペナルティなのか。


　さっきから一人だけ話が通じず当とう惑わくしていた美晴は、けれどアーサーの口にしたある単語に強く興味を引かれて反発するのを忘れた。


「──オークション？」


　鸚おう鵡む返がえしの問いかけに Yes とアーサーが頷うなずいた。


　返事が英語になったのは、日本語使用禁止の合図だ。この流れだと意地悪をされている気がしないでもないが、ここにはレイもいるのだし、日本語で話せば内ない緒しよ話ばなしのようになってしまう。内緒話や仲間はずれは、されるのは勿論、するのも相当嫌いやなものだ。


　美晴は英語で問いかけ直した。


『明日、オークションに行くんですか？』


『そうだ。探し物が見つかった』


　開いたカタログと印刷したばかりの画像をデスクの上に並べ、アーサーは指先を動かして美晴を近くに呼び寄せた。


「わ、……すごい」


　美晴は感かん嘆たんの溜ため息いきを漏もらした。


　カタログのページには、いかにも王おう侯こう貴族が身に着けていたというような高貴なジュエリーが載のっており、二つの品に印がついている。


　一つは一八六〇年代の、エメラルドの花か芯しんをダイヤモンドの花びらで取り巻いた華か麗れいな細工が美しく連なっているティアラ。


　もう一つが、繊せん細さいな透すかし細工のプラチナにダイヤモンドと真しん珠じゆだけをあしらった、腰こしまで届くほど長い首くび飾かざりのソトワール。こちらは一九〇〇年代初頭の品である。


　印刷した画像のほうは、蝶ちようをモチーフにしたエナメルのブローチだ。


　金の枠わくに縁ふち取どられた目の覚めるような青いプリカジュール・エナメルの翅はねに、細かなダイヤモンドの粒つぶを散らし、大おお粒つぶのムーンストーンをあしらった蝶だが、その胴どう体たいの部分はオパールで作られた女性の横顔になっている。アール・ヌーボーの幻げん想そう的な作品だ。


　この三点を競せり落とすつもりらしい。


『カタログにも下見会にも出ていない品だ』


　印刷した画像のほうをアーサーがひらりと指先で翻ひるがえした。


『明日のオークションに急きゆう遽きよ出品されることになったようだ。こんなことは滅めつ多たにないから危あやうく見逃すところだったが。──レイのおかげだな』


　レイへ視線を送ったアーサーはもう機嫌が直ったのか、それとも不機嫌の対象が美晴に限定されているだけなのか、いつもの微笑を浮かべている。


『ブローチの落札予想価格は、三十万から三十五万ポンドとなっていますが』


　ナプキンで口元を拭ぬぐったレイが、心持ちゆっくりとした英語で話しだした。聞き取りやすいようにと気を遣つかってくれているのがわかって美晴は表情を明るくしたが、すぐ傍から伝わってくる空気の温度が下がったことには心持ち首を傾かしげた。


『明日のオークションに参加する著名なアール・ヌーボーのコレクターは、二名確かく認にんしています。彼らが競り合うことになれば価格はもう少し上じよう昇しようしますね』


『五十万から五十三万辺りだろう』


　その数字を日本円に換かん算さんした美晴は、小さなブローチが一億円を超こえると知ってぎょっとした。慌あわててカタログを見直せば、ティアラとソトワールにはそれ以上の評価額がついている。


「三つとも、一個で億超えるの……？　ほ、ほんとに？」


『美晴、ペナルティ二百』


　愕がく然ぜんとした日本語の呟つぶやきを聞き咎とがめ、アーサーがまたもや倍にした。





　　　　＊





　アーサーの「探し物」が出品される宝ほう飾しよく・工芸部門のオークションは二時に開始予定だ。


　美晴は高鳴る胸を抑えつつ、パドル登録を済ませたアーサーと共にオークション会場へ向かっていた。


　今日のアーサーは仕立ての良い上品なスーツに身を包んでいる。美術館で出会ったときもスーツ姿だったけれど、それは今よりずっとカジュアルなものだった。家では上質のものとはいえシャツにスラックスという砕くだけた服装でいることが多いから、こんなふうに紳しん士し的てきな格好をされると知らない男性のようでどきどきする。そしてそれを自覚するたびに、どきどきしているのはアーサーにではなく初めて参加するオークションにだ、と何に対して意地を張っているのか自分でもよくわからないまま、美晴は心の中で一々訂てい正せいするのだった。


「あの、本当に俺みたいなのが来ても大だい丈じよう夫ぶなんですか」


　ここは美晴でさえ知っている、世界的に有名なオークションハウスだった。ダイヤモンドの原石の塊かたまりが何百億円で落札されたとか、有名女優が映画で着用したドレスやアクセサリーに落札予想額の何十倍もの高値がついたとか、ニュースで話題になるような桁けた外はずれの金額が右から左へと動く世界だ。


　そんなところへ自分のような庶しよ民みんが入ってもいいのだろうか。気き後おくれする美晴の背中をアーサーが励はげますように軽く叩たたく。


「そんなに緊きん張ちようすることはない。オークションには基本的に誰でも参加できるんだ。美晴が思うほど堅かた苦くるしい世界じゃない」


　清潔できちんとした身なりであれば、普ふ段だん着ぎで来ても構わないのだという。しかし、いくら清潔でもジーンズにスニーカーではまずかったようだ。


　授業が終わってすぐ学校をでた美晴をアーサーは宣言通りに待ち構えていて、美晴を車に乗せると紳士服の専門店へ向かった。いつサイズを測ったのか、選び出されていた服は既すでに美晴に合わせて補正されており、試着してチェックを済ませると足元に新しい靴くつが出てきた。言われるままに靴に爪つま先さきを入れると、今度はカフスボタンが出てくる。一連の流れには無む駄だがなく、口を挟はさむ隙すきもなく、着せ替かえ人形さながらに衣服をすべて取り替えられた。


　おかげで美晴もスーツ姿である。スーツといってもビジネスマンがぴしりと着こなすようなものではない。良家の子息の礼装のような、エレガントでシルエットの美しいものだ。


「普段着でもいいって言ってたのに」


　美晴は恨うらみがましくアーサーを見上げた。肌はだ触ざわりも着き心ごこ地ちも文句なくいいけれど、服に着られている感が否いなめず落ち着かなかった。いくら店員が褒ほめてくれても、こんな上品な服が自分に似合うわけはないのだ。きっと周囲の人々も服と人とにちぐはぐな印象を抱いだいているのだろう、ここに来てから妙みように視線を感じていた。


「綺き麗れいなものは磨みがきたくなるんだ」


「……は？」


「手持ちの宝石を他人に見せ付ける趣しゆ味みはないんだが、こういうこともたまにはいいな。なかなか気分がいい」


　時々アーサーはこんなふうに美晴には意味のわからないことを言う。そうやって美晴の不満を誤ご魔ま化かそうとしているのだろうか。そう思って軽く睨にらむと、


「少しくらい飾かざらせてくれてもいいだろう」


　降参と両手を軽く上げて、アーサーが微び苦く笑しようを浮うかべた。


「俺、男です。飾る必要なんてないでしょう？」


「いや。オークション会場は私にとって遊び場だが、真しん剣けん勝負の場でもある。勝負にはそれなりの格好で臨のぞむべきだ」


　服装にも彼なりのポリシーがあるらしい。こういうところは頑がん固こそうだから文句を言っても無駄だろう。美晴は渋しぶ々しぶ口を噤つぐんだ。


『やあ、ミスター・ガラード。いらしてましたか』


　廊ろう下かの途と中ちゆうで、明るい茶色の髪かみの男性が声を掛かけてきた。大おお仰ぎような仕し種ぐさで握あく手しゆを求め、親しげにアーサーの肩かたを叩いているが、アーサーは儀ぎ礼れい的てきな態度で応じていた。


『お久しぶりです、ミスター・クレイマン。今日はラリックやガレに会いに？』


『ええ。会うだけでなくニューヨークへ連れて帰りますよ。必ずね』


　アーサーの典てん雅がな立ち居振ふる舞まいは、実は彼が相当奇き妙みような人だと知っている美晴の目にさえ美しく映る。アーサーを見た後でクレイマンと呼ばれた男性へ視線を転じると、申し訳ないが、外見だけがいい三流の役者が間ま違ちがった解かい釈しやくで紳士を演じているように見えた。


『ところで、そちらがあなたの掌しよう中ちゆうの珠たまですか？』


　挨あい拶さつもそこそこに、クレイマンがアーサーの背に半ば隠かくれるように立っていた美晴に興味を示した。いきなり顔を覗のぞき込まれ、驚おどろいた美晴はその英語を聞き逃のがしてしまい、なにを言われたのかわからないままきょとんと彼を見返した。クレイマンは気き障ざな笑え顔がおを向けてくる。


『近ちか頃ごろあなたが真珠のように美しい東洋人を連れているとあちこちで耳にしましてね。こちらの方がそうでしょう？　これは噂うわさ通り、いや噂以上だ。黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみをお持ちでありながら、真珠の柔やわらかな白い輝かがやきを想像させるのはなぜでしょうね。美しい肌はだのせいかな』


　クレイマンはアーサーに向けて話しながら、視線は美晴から外さなかった。アーサーと同世代の彼は一見すると好青年だが、目の奥に隠れている滑ぬめったような嫌いやな光がその印象を大きく裏切っている。それに気づき、美晴は思わず後あと退ずさりした。


『そのような噂があるとは知りませんでしたよ』


　温和な表情を崩くずさずにアーサーがさり気なく立ち位置を変え、クレイマンから隠すように美晴を背後に庇かばった。嫌な視線が遮さえぎられ、美晴はほっと息をつく。


『では、掌中の珠は言葉通り、誰にも見せずに手の内に隠しておくとしましょう』


　アーサーはいかにも紹しよう介かいして欲しそうなクレイマンの無言の要望を退けると、美晴を促うながしてこの場を立ち去ろうとした。しかし、


「──あっ、」


　クレイマンが強ごう引いんに美晴の手を取った。


『初めまして。私はエド・クレイマン、ニューヨークで骨こつ董とう屋やを営んでおります。色々扱あつかっておりますが、ガラスと磁器が得意分野でして。ニューヨークへおいでになるときは是ぜ非ひお立ち寄りください』


　どうぞよろしく、と口では礼れい儀ぎ正ただしい挨拶をしながら、クレイマンは美晴の右手を両手で包み、その肌触りを味わうように手の甲こうや指の間を撫なでてくる。


「……ッ」


　蟻ぎ走そう感かんに襲おそわれ、美晴は手を振ふり解こうとしたが、それより早くアーサーが動いて美晴からクレイマンを引き離はなした。


『無茶をしないでいただきたい。連れが怯おびえている』


　非礼を窘たしなめるアーサーに、しかしクレイマンは悪びれた様子もなく応じた。


『実に結構なお品ですね。滑なめらかで瑞みず々みずしい肌触りは磁器のような絹のような……。いや、この内側から光を放つような艶つやはまさしく真しん珠じゆだ。そちらの真珠を売ばい却きやくするご予定は？』


　ねっとりとした視線に悪お寒かんが走り、美晴は思わずアーサーのスーツの袖そでに縋すがる。


『勿もち論ろん、ありません』


　アーサーは穏おだやかな表情と態度を崩さなかったが、本人にだけはわかるように軽けい蔑べつの眼まな差ざしを浴びせた。その心の底からの侮ぶ蔑べつの表れた目つきには、美晴までひやりとさせられた。クレイマンは息を飲んで後退りしたが、素す早ばやく無害そうな笑顔を取り繕つくろっている。


『イミテーションならお譲ゆずりしても構いませんが、生あい憎にくとこれは天然ものの本真珠なのでね。他ほかを当たっていただきたい』


『……本物か、イミテーションか。真珠なら歯で触ふれて確かめる方法がありますね。ぜひ試ためしたいものだ』


　額に冷や汗あせを浮かべながら未練がましく食い下がるクレイマンに、アーサーの目がこれ以上ないというほど温度を下げた。


『これは、あなたには分不相応だ。身の丈たけにあった、あなたに似合いの品を見つけたらいかがです。イミテーションか、養よう殖しよくものをね。──では、失礼』


　クレイマンから取り戻もどした美晴の手を摑つかんだまま、アーサーは身を翻ひるがえした。


　足早に会場へ向かうアーサーに小走りでついていきながら、美晴はその横顔を窺うかがった。


　今の英語のやりとりは速すぎて美晴には聞き取れなかったし、動どう揺ようしていて彼らの声は耳を素す通どおりしていた。けれど、終始表情を変えることのなかったアーサーが実は深く憤いきどおっていることには気づいていた。


　なにか失礼なことを言われたのかもしれない。


　遠目には映画俳優のようにも見えるクレイマンは、間近で接すると気持ちの悪い人物だった。初対面で人の手を撫でるなんて、どうかしているとしか思えないし、彼の目つきは生理的な嫌けん悪お感を呼び覚ますほどの異様さだ。


　挨拶程度でこれほど不快な気分にさせられたのは初めてだった。アーサーが庇ってくれたから美晴はそれほど毒気に当てられずに済んだけれど、直接言葉を交かわしたアーサーは美晴以上に嫌な思いをしたのかもしれない。


「あんな人、気にすることないと思います」


　アーサーを元気づけようとして、自分の手首を握にぎったままのアーサーの腕うでに左手を添そえた。美晴が元気をなくしたときに肩や背中にしてくれるように、ぽんぽんと軽く叩たたいてみる。立ち止まってこちらを向いたアーサーの、軽い驚きを示して瞠みはられた双そう眸ぼうに美晴は笑いかけた。


「なにを言われたのか俺にはわからなかったけど、でもあの人、あなたには全然叶かなわないと思う。だから気にすることないです。あなたのほうが知的だし、立ち居振ふる舞まいは優ゆう雅がだし、格好いいし頼たよりになるし。泥どろ棒ぼうで、ちょっと変な人だとは思うけど、あの人ほど酷ひどくはないし、なにより凄すごくあなたは、……温かくて、優やさしい」


　思ったままの気持ちを述べて美晴が唇くちびるを結んだ後も、アーサーは瞬まばたきもせずにこちらを見下ろしていた。やがて氷が解けるようにその表情が和やわらいで、秀しゆう麗れいな面に泉のように静かな笑えみが広がっていく。


「……そうか。美晴には、私は温かくて優しいか」


「そう思いますけど。本当は違ちがうんですか？」


「いや。私は美晴には優しい。温かいかどうかは、わからないが」


　見上げた顔にいつもの笑みが戻り、手首からふと圧あつ迫ぱく感かんが消えた。ぞわぞわとした嫌な感かん触しよくの残っている美晴の右手を、アーサーが大きな手の中に包み込む。


「行こう」


　歩調を合わせて歩き出したアーサーの隣となりに並びながら、美晴は一いつ瞬しゆんでクレイマンの痕こん跡せきが綺麗に拭ぬぐわれたことに気づいた。











　オークション会場は入場も退場も自由だ。


　目当ての品を落札したら帰る人もいるし、美晴達のように後からやってくる者もいる。


　緊きん張ちよう感かんに張り詰つめ、水を打ったような静けさの中で行われるオークションを美晴は想像していたけれど、会場内は人の出入りが多く適度にざわついていて、意外と自由な雰ふん囲い気きだ。


「なんか、思ってたより気楽な感じなんですね」


「ああ。せっかく来たんだ、楽しむといい」


　二人は適当な席に腰こしを落ち着けた。知り合いらしいバイヤーやコレクターがアーサーに気づいて挨拶を寄よ越こしてくる。同じように手を上げたり頷うなずいたりして挨拶を返すアーサーの脇わきを、見事なブロンドの女性をエスコートしながらクレイマンが通り過ぎた。


「……っ」


　またあの嫌な目を向けられ、嫌悪感が顔に出てしまいそうになったが、美晴は必死に頰ほおを引き締しめることでなんとかそれを押し隠した。


　クレイマンと女性は斜ななめ前の席についた。椅い子すに腰を落ち着けるなりクレイマンが写真つきの資料のようなものを取り出して、大おお粒つぶのルビーを幾いくつも釣つり下げた豪ごう華かな首くび飾かざりをしきりに女性に勧すすめている。商品の買い付けにきたオークション会場で商品の売り込みを始めたようだ。


　ますます印象が悪くなってつい眉まゆを顰ひそめた美晴は、ふとアーサーがクレイマンの手元の資料にじっと視線を向けていることに気づいた。


「どうかしたんですか……？」


「──ん？　ああ、なんでもない」


　アーサーは目め許もとを和らげたけれど、それはこちらを見たときだけだ。再び正面を向いた双眸は深い憤りに冷えきっていた。


　なにかあったのだろうか。美晴がアーサーの様子を気にしているうちにオークションは進み、ガレ作の美しいガラスの花器が競売にかけられた。クレイマンがさっと顔をあげ、売り込みを中断してビッドする。ビッドとは競せりに参加することだ。


　花器は瞬またたく間に値をあげて、評価額を一気に上回った。しばらくすると目まぐるしく数値を変えていた電光掲けい示じ板ばんの動きが緩ゆるやかになり、やがてぴたりと静止した。ビッドした人々が落らく胆たんの溜ため息いきと共にうなだれる中、最高値をつけたクレイマンが勝利を確信して胸を反そらせている。


　それを一いち瞥べつしたアーサーの手が、手品師のそれのように滑らかに動いた。その意味がわからず美晴が首を傾かしげたとき、競売人が新たについた値を告げて場内に低いどよめきが走った。


「あ、あの……」


　美晴は思わず背もたれに強く背中を押しつけ、小声でアーサーに尋たずねた。


「なんで皆みな、一いつ斉せいにこっち見るんですか」


「私がビッドしたからだろうな」


　答えながら、アーサーは立てた人差し指をつと動かす。電光掲示板の数値が変わり、クレイマンが悔くやしそうにこちらを睨にらんできたが、そんなことを気にしている場合ではない。競売人がアーサーのパドル番号を読み上げ、ハンマーを打ち下ろしたのだ。


「え、勝った？　今の、勝ったんですか？」


「勝ったようなものだな。落札した」


「あ、あれだけで？　ていうか、どうやって？」


　驚おどろきと疑問は、しかし後から背筋を這はい上がってきた興奮に瞬く間に飲み込まれた。


「よくわからなかったけど、でもなんか、凄い……！」


　鼓こ動どうが跳はねるように速くなり、飛び上がりたいような気分だ。ガラスの花器を落札する予定などなかったはずだが、そんなことは頭から抜ぬけ落ちていた。


　その後もアーサーは予定外の競りに参加した。先ほどのガレをはじめ、ラリックやドーム兄弟など、名だたるガラス工芸家の作品を次々に競り落としていく。


　このオークションハウスでは値をつけるときに独自の方法があるらしく、ビッドした人々は手を上げたり指を立てたり、頷いたりと様々なサインを競売人に送っていた。アーサーは最初からは参加せず、いつも値段が固まりつつある競りの最後に一、二度、舞まうように指を動かすだけだ。だが、たったそれだけで電光掲示板が動きを止めて、溜息や低い呻うめき声がさざなみのように会場中に広がっていく。そして、それが消えるとハンマープライス。落札だ。


「わ、やった……！」


　興奮気味に、しかし音を立てないように美晴は何度も手を叩いた。アーサーは、オークションは遊び場であり、真しん剣けん勝負の場だと言ったが、まさしくその通りだ。


　いつ足元を掬すくわれて優位を覆くつがえされるかわからないスリル。届かなくなりそうな値を打ち止めるタイミングを見み極きわめる興奮。最初から狙ねらっていたブローチやティアラ、ソトワールが競売にかけられたときは、無事競り落とすことができるかどうか、どきどきしすぎて息が苦しくなったほどだ。


　特に蝶ちようのブローチのときは緊きん張ちようを強しいられた。なかなか諦あきらめない落札希望者がアーサーの他に二人いたのだ。じりじりと値を吊つり上げながら、その水面下で繰くり広げられた熾し烈れつな駆かけ引きにどれほど胃が縮み、心臓が竦すくみあがったことだろう。


　そんなキリキリと引き絞しぼられてゆく緊張と焦しよう燥そうの果てに得た、落札の瞬しゆん間かんの鳥とり肌はだがたつような歓かん喜き。達成感と深い満足感に彩いろどられた喜びは、言うに言われぬものがある。


「オークションって凄い、凄かった……！　面おも白しろかったです」


　オークション会場を後にしても興奮が覚めやらず、子犬が跳ね回るような足取りで美晴はアーサーの後について歩いた。


「そこまで喜んでもらえると、色々手を出した甲か斐いがあったな」


「そういえば買い物、予定よりずっと増えてますよね。それもガラス工芸品ばかり。急に欲しくなったんですか？」


「いや。知り合いが欲しがっていたんだ。代理だよ」


　疑いもせず、ふぅん、と美晴は納なつ得とくした。


　こうしてさらりと誤ご魔ま化かされてしまえば、アーサーが先刻の無礼に対する意い趣しゆ返しとしてクレイマンのビッドしたものを端はしから奪うばい取ったなどという真実に、美晴が辿たどりつけるはずもなかった。











　キャッシャー窓口で支し払はらいや書類の記入、配送手続きをしていると、クレイマンが凄すさまじい形相でこちらを睨んできた。


「放っておけばいい」


　アーサーはそう言うけれど、背中に注そそがれる強い視線に美晴は背筋が寒くなった。さっきはニヤニヤ笑っていたのに今度は睨んでくるなんて、あの人は情じよう緒ちよ不安定なのだろうか。


　手続きが済むと、アーサーの周囲に人が集まってきた。


『今日はどうなさったんです。なぜガラスを？』


『アンティーク・ジュエリーや銀器、英国絵画がお好きなことは存じておりましたけれど。近ちか頃ごろはアール・ヌーボーやデコのガラスに興味がおありなの？』


　アーサーがガラス工芸品を競り落とすのは珍めずらしい事だったようだ。古美術品のディーラーやコレクターらしい紳しん士し淑しゆく女じよがアーサーを取り巻き、口々に同じことを尋ねている。


　彼らはちらちらと美晴にも視線を投げてきた。アーサーが彼らに美晴を紹しよう介かいしてくれたので、緊張しながら挨あい拶さつを述べると、


『ああ、こちらが噂うわさの──』


　異口同音に言って彼らは頷き合い、穏おだやかな表情を向けてきた。


　男性と年配の女性は一様に好意的だったが、その一部、二、三人の若い女性は笑え顔がおを保っているものの美晴を見る目付きは険悪だ。


『その若さで一流のものを見る目が既すでに養われているなんて、たいしたものだわ』


　いきなり棘とげのある言葉を投げつけられて、美晴は戸と惑まどい、問い返した。


『どういう意味でしょうか』


『あら、言葉通りの意味ですけれど？』


　笑顔で睨まれ、迫はく力りよく負けした美晴は思わず後あと退ずさりした。するとすかさず『ところで、アーサー？』と、美晴とアーサーの間にできたわずかな隙すき間まに別の女性が割り込もうとする。


『今度、古美術商のスパークスで展覧会が開かれるでしょう。その前夜祭にはいらっしゃる？　私も招待されているのだけれど、パートナーが見つからなくて──』


『さあ、どうでしょうか』


　穏やかに応じるアーサーの傍かたわらで、女性の肘ひじに押された美晴は予期せぬ出来事に簡単によろめいた。が、こちらのことなど気にしていないように見えたアーサーの腕うでに支えられる。


『美晴。そこにいてはご婦人が通るのに邪じや魔まなようだ。こちらへ』


『は、はい……』


　如じよ才さいなく女性を遠ざけたアーサーに引き寄せられて、美晴は安あん堵どの息をついた。


『ところで少しお尋ねしますが、知り合いが探し物をしていましてね。これがなかなか見つからないので、皆さんのお力をお借りしたいのですが──』


　アーサーは、居合わせたディーラーやバイヤー、博学なコレクターに向けて話題を変えた。


　一方、美晴は、自分に向けられる女性達の目にはっきりとした敵意が表れているのに気づき、いたたまれない気分になった。美晴がアーサーの傍そばにいるのが気に入らないのだろう、不ふ釣つり合あいだと彼女達の表情が刺とげ々とげしく語っている。


　ついさっきまで全身を満たしていた高こう揚よう感かんが跡あと形かたもなく消えた。美晴はなるべくそちらを見ないように、唯ゆい一いつの頼たよりであるアーサーを見上げることにする。


　彼は物もの柔やわらかな微笑を浮うかべ、軽い冗じよう談だんを交まじえながら談だん笑しようしていた。類たぐいまれな外見と、紳士然とした立ち居振ふる舞いは嫌いやでも人々を惹ひきつける。


　──なんか……別の世界の人みたいだ。


　ただでさえ萎い縮しゆくしていた美晴は取り残されたような寂さびしさを感じ、それと同時に心細いような、焦あせりのような、しかしどちらとも違ちがう胸むな苦ぐるしさに襲おそわれた。


　しばらく我が慢まんしていたそれを結局は無視できず、人々の輪から少しずつ外れて美晴は壁かべ際ぎわへ身を寄せた。アーサーに目で呼ばれたけれど、気づかなかった振ふりをする。美晴が離はなれたせいか、あの女性達が輪に加わってアーサーの両りよう腕うでにぶらさがっているのがひどく不快だった。


「俺、車の前で待ってます」


　もうこれ以上ここにいたくなくて、顔を背そむけたまま断りを入れると美晴はその場から逃にげ出した。


　ドアマンが開けてくれた扉とびらを潜くぐって通りに出ると、さっき出て行ったクレイマンがなにかに気づいた様子で立ち止まり、こちらへ戻もどってくるのが見えた。忘れ物でもしたのだろうか。美晴は彼と目を合わせないように気をつけながら、アーサーの車へと歩き出す。しかし、


「美晴！」


　背後から鋭するどく名を呼ばれ、肩かたを強く摑つかまれた。驚いて振り向くと、そこにはこれまで見たことがないような、怖こわいほどに真剣な顔をしたアーサーが立っていた。


　そのあまりにも険しい双そう眸ぼうに美晴は思わず息を飲んだが、彼の眼まな差ざしは美晴の頭上を通り越こし、前方へ向けられている。なにを睨んでいるのかと、恐おそる恐るその視線を辿ってみると、


「……？」


　なにもなかった。クレイマンが舌打ちをして踵きびすを返しただけだ。


　なんだったんだろう？　訝いぶかしく思っていると、アーサーが苛いら立だったように短く息をつくのをこめかみに感じた。摑まれた肩に彼の指が食い込んでくる。


「美晴」


「いっ、た……」


　顔を顰しかめた美晴に構わず、アーサーは捕とらえた身体からだを強ごう引いんに振り向かせた。


「退たい屈くつだったかもしれないが、小さな子供じゃあるまいし少しは我慢できるだろう。一人で勝手な行動をとるな」


　もともと機き嫌げんの傾かたむいていた美晴は、理り不ふ尽じんな扱あつかいとその言い様にむかっときた。


「なんですか、それ。俺はちゃんと車の前で待ってるって言ったのに、それでも駄だ目めなんですか。あなたのお喋しやべりが終わるまで足元で待ってろってこと？　あなたこそ、勝手なこと言わないでください」


　一人で行動するなと言ったが、先に美晴を一人にしたのはアーサーだ。傍にいたとはいえ、彼は美晴にはさっぱりわからない話に興じていて、精神的には美晴は置き去りにされていた。


「放してください。一人でもちゃんと帰れますから、俺のことなんか気にせずに、あの女の人たちと好きなだけ話していたらいいでしょう」


　両腕に綺き麗れいな女性を絡からませていた姿を思い出し、なぜかひどい腹立たしさを覚えて美晴はアーサーを睨にらみつけた。だが、凄まじい気き迫はくで睨み返されてしまい、思わず怯ひるみ、立ち竦む。


「もういい。帰るぞ」


「や……ッ」


　二の腕を鷲わし摑づかみにされて、反射的に振り解ほどこうとしたが到とう底てい無理だった。抗あらがう素そ振ぶりを見せただけで、アーサーは痣あざになるほど手に力を込めてくる。


「ちょっと、やだ、痛い……っ」


「いいから乗るんだ」


　抵てい抗こうも虚むなしく車のほうへと引きずられ、美晴は助手席に押し込まれた。





　　　　＊





「アーサーの馬ば鹿か、横暴、乱暴者」


　口の中でぶつぶつ文句を言いながら美晴は一人、玄げん関かんを潜った。


　アーサーは仕事があるとかで、門前で美晴を車から降ろすとそのままどこかへ行ってしまった。もう怒おこってはいないようだったけれど雰ふん囲い気きはぴりぴりと張り詰つめたままで、彼の意識は他ほかのなにかに集中しているようだった。


　あの様子では夕食までに戻ってくるかわからない。土日は泊とまりがけで湖水地方へ出かける約束をしていたが、このままではその予定も危あやうかった。


「……噓うそはつかないって言ったのに」


　噓つきと約束破りは別カテゴリーだとでも言うつもりだろうか。


　そんなの自分勝手だ、と、がじがじと爪つめを嚙かんでいると、ホールにレイが顔を出した。


『お一人ですか？』


『……あ。ただいま帰りました。アーサーは、なにか仕事があるとかで』


『仕事？』


　聞いてない。そんな様子で眉まゆを顰め、レイは即そく座ざに携けい帯たい電でん話わを取り出した。遠えん慮りよしてホールから立ち去ろうとすると、レイが携帯電話を操作しながら美晴を引き止める仕し種ぐさを見せた。


『……レイです。今日のこの後の仕事についてですが、なにか変へん更こうになりましたか？』


　立ち止まってなんとなくレイの横顔を眺ながめていると、心配そうだった表情が、通話が始まってすぐに厳しく引き締しまった。


『──そうですか。わかりました、すぐ情報収集にかかります。こちらから、少しよろしいですか？　あちこちから急にラリックやガレの作品について問い合わせが殺さつ到とうしているのですが、心当たりは、……は？……子供ですか、あなたは』


　深刻そうな表情が、たちまち呆あきれ顔になる。


『……ええ、それは構いません。つまりあなたは主にそれが原因でお帰りになれないと？』


　呆れ顔はいくらもしないうちに、くすくす笑いに変わった。


　アーサーが相手だとレイは本当に表情が豊かだ。そして帰りの車中でのアーサーの様子からは考えられないやり取りを簡単にしてのける。


　美晴の胸で嫌な感情がざわめいた。レイから目を背けた美晴は、手が無意識に形見の指輪を探していることに気がついて、ほろ苦い思いを嚙み締めながら空っぽの手を握にぎり締めた。


　──そっか。もう、ないんだった。


　ここにきた最初の夜以来、美晴は形見の指輪を外していた。アーサーに返すと決めた以上、あの指輪はもう自分のものではないからだ。もし美晴がアーサーとのゲームに勝ったとしても、それは変わらない。二つの指輪は本来の持ち主の許もとに揃そろっているべきだった。


『アーサーは今夜は帰りません。今夜は私がここに泊とまることになりました』


　通話を切って、レイがこちらに向き直った。


『夕食は手配済みなので心配無用、週末については予定通りとのことです。それからこれは私用ですが』


『え──？』


　さっきの笑え顔がおや軽口が噓のようにいつもの無表情に戻ったレイが、美晴に小さな紙かみ袋ぶくろを差し出した。チョコレートの詰め合わせだ。


『借りは早めに返したいほうなので』


『借り？』


　美晴は首を傾かしげた。レイに貸しなんてあっただろうか。


『昨夜の食事です』


　ああ、と美晴は納なつ得とくした。昨夜の簡単な夕食に対するお礼ということらしい。


『あんなのにお礼なんて、なんか悪いような気がしますけど。でも、ありがとうございます』


　美晴が紙袋を受け取ったとき、レイの視線は微び妙みように美晴から逸それていた。そんな態度は相変わらずだが、もしかしたら少しは受け入れてもらえたのかもしれない。


『あの、少し話してもいいですか』


　レイに対する苦手意識がまた一段と薄うすらいだせいか。美晴はこの数日の間で改めて疑問に思ったことをレイに尋たずねてみることにした。


『どうしてアーサーは盗ぬすむんですか』


　瞬しゆん間かん、レイの眦まなじりに力が入った。この事は気安く話題にしてはいけなかったのかもしれない。レイの変化からそれを悟さとったけれど口にしてしまったものは仕方がなく、美晴は話を続けた。


『昔盗まれた、先祖代々伝わってきたコレクションを取り戻すためだというのは聞きました。でも普ふ段だんの生活とか今日のオークションを見ていたら、方法は他にもあるように思えて。だって盗んだりしなくても、アーサーなら買い戻すことができるでしょう？　今日みたいに』


『あなたは事情をわかっていない』


　レイの薄い唇くちびるから硬かたい声が滑すべり出た。


『あのジュエリー・コレクションが単なる一族の収集品で、正当な手段で売買されていたならアーサーもこんな手段を取りはしなかったし、これほど執しゆう着ちやくすることもなかったでしょう』


　毅き然ぜんとした声が、美晴をぴしりと打つかのように響ひびいた。


『あれは特別なコレクションです。どんなことをしてでも取り戻すだけの価値と理由のあるものです。だから彼は手段を選ばない』


『で、でも……』


『密ひそかに売り捌さばかれて世界中に散らばったジュエリーを探し出す苦労がどんなものか、あなたにはわかりますか？　そうして見つけたジュエリーを買い戻もどすことが可能なら、アーサーはそうします。けれど美術館や博物館に入ったもの、密かに骨こつ董とう商しように持ちこまれてそのままコレクションに加えられてしまったものには手の出しようがありません』


　盗むしかないこともあるのだと、言外にレイが告げてくる。


　盗とう品ひんの売買、そのルートの追い方など美晴は知らない。調べるのも突つきとめるのも大変だろうなと漠ばく然ぜんと思うだけで、実際にどれほどの労力を要するのかはわからない。そしてその苦労と危険を背負い込んでまでもやらざるを得ないアーサーの事情も、美晴は知らなかった。


　なにも言えずに黙だまり込むと、レイが小さな溜ため息いきをついて少し目め許もとを和やわらげた。


『私はアーサーにも、亡なくなった旦だん那な様さまや奥おく様さまにも恩があります。移民だった私たち家族を保護し、仕事を与あたえてくれたのが彼らだった。だから私はアーサーのためできることはなんでもします』


　足元に落としていた目を、美晴は上げた。重い内容をさらりと告げたレイの声が、心なしかいつもより柔やわらかく美晴の鼓こ膜まくを震ふるわせる。


『私からは詳くわしい事情は話せません。もしアーサーのことを知りたいと思うなら、図書室へ行ってみてください。その気があるなら少しは彼のことがわかるはずです』


　レイの助言に美晴は神しん妙みように頷うなずいた。





　　　　＊





　翌日は朝から騒さわがしかった。昨日、落札した品々が配送されてきたのだ。


　それらを受け取り、レイが手て際ぎわよく捌いていく。手伝いを申し出たら、頭のてっぺんから爪つま先さきまで見回され、


『いえ。壊こわれ物なので』


　と断られた。


　そのときは落らく胆たんしたが、レイの判断は正しかったと今では美晴も納得している。なにしろ寝ね不ぶ足そくで赤くなった目は玄関にばかり向けられており、そわそわと片時も落ち着かずにホールの行き来を繰くり返している美晴は、自分でも呆れるほどに注意力が散さん漫まんになっているのだ。


　レイの助言を受けた後、美晴は一晩中図書室に籠こもっていた。


　図書室には本ほん棚だないっぱいに様々な時代、あらゆる言語の本がぎっしりと詰め込まれていたが、隅すみの目立たない所に、この部屋には不似合いな青いファイルの背表紙があった。


　開いてみると、古い新聞がファイルされていた。「エヴァンジェリスタ伯はく爵しやく家け、破産」という大きな見出しとジュエリー・コレクションという単語が目に入り、美晴は電子辞書を片手に分厚いファイルの記事を少しずつ読み進めていった。


　アーサーとは姓せいが違ちがうが、このエヴァンジェリスタ伯爵家の記事とアーサーが美術館で語った没ぼつ落らく貴族の話はぴたりと重なっていた。


　記事によると、エヴァンジェリスタ伯爵家の当主は事業に失敗して莫ばく大だいな負ふ債さいを抱かかえ込み、家いえ屋や敷しきや調度品、美術品などすべてを手放さざるを得なかったようだ。そんな中、先祖代々受け継つがれてきたジュエリー・コレクションだけは守ろうと手を尽つくしていたらしい。記事は、そのジュエリー・コレクションが盗とう難なんに遭あったと伝えている。


　ファイルにはタブロイド紙のものもあり、破産後の様子がゴシップ仕立てに書き連ねられていた。


　家が潰つぶれ爵しやく位いは消しよう滅めつ、必死に守ろうとしたジュエリー・コレクションまで失って、失意の底に落とされた当主夫妻の生活は苦労の連続だったようだ。必死で働いたものの、夫妻はどちらも上流階級に生まれ育っていたために、労働者階級の生活には精神的にも肉体的にも長くは耐たえられなかった。夫人は身体からだを壊して倒たおれ、当主も心身共に疲つかれ果て、破産から三年も経たたないうちに彼らは子供を残して他界した。記事には事故と書かれている。けれど心中の可能性も示し唆さしていた。


　彼らの死後、エヴァンジェリスタ家の事業の失敗と破産は、当主の社会的な成功を妬ねたんだ親族の一部と競合会社とが結けつ託たくした謀ぼう略りやくによるものだったことが判明した。それまで貴族の転落を面おも白しろおかしく書きたてていたタブロイド紙は、その辺りから一転して同情的な記事を載のせている。それによると、残された当時十歳だった子供は母方の親しん戚せき、Ｇ家に養子として引き取られたということだった。


　おそらくこの子供がアーサーで、Ｇ家はガラード家だ。


　この記事が本当なら、さぞ悔くやしかったことだろう。ジュエリー・コレクションは勿もち論ろん、なにもかも、とりわけ両親を取り戻したかったに違ちがいない。けれど、どんなに祈いのりを捧ささげても死者は決して戻ってこない。復ふく讐しゆうをしようにも、憎にくむべき相手は既すでに法によって裁かれている。


　──だったらせめて、両親が守ろうとしたジュエリー・コレクションだけでも取り戻したい。


　当時十歳だったアーサーがそう決意する様が目に見えるようだ。ファイルには失ったジュエリー・コレクションと思われる品々の写真が、フィルムと一いつ緒しよに挟はさまれていた。


　そのファイルを今朝方閉じてから、美晴は玄げん関かんホールを行ったり来たりしている。


　──アーサーが帰ってきたら、なんて言おう。


『なにも知らないのに勝手なことを言ってすみませんでした』


　昨日の考えなしで、半ば八つ当たり的な発言を今朝レイには謝った。すると、


『徹てつ夜やですか。お疲れ様』


　このとき初めてレイが美晴に笑いかけてくれた。ほっとしたし嬉うれしい出来事ではあったけれど、アーサー本人に謝らないと美晴の気持ちは落ちつきそうになかった。過去を覗のぞき見されるのは、決して気持ちのいいことではない。わかっているのに覗き見てしまったことを、きちんと話して謝りたかった。


　でも、言えばアーサーは昨日以上に怒おこるかもしれない。それが怖こわい。


　怯おびえたように立ち竦すくんだとき、空気が揺ゆらぐのを伏ふせた睫まつ毛げの先で感じた。はっとして美晴が目を上げると、開いた玄関の扉とびらの向こうから軽く揺れるアッシュブロンドの髪かみが現れた。


「──っ、」


　目が合った瞬間、もしかしたら自分は泣きそうな顔をしたのかもしれない。アーサーは軽く目を瞠みはり、


「あ、あの。……お帰りなさい」


　美晴のぎこちない日本語に淡あわく微ほほ笑えんだだけで、ペナルティを取らなかった。


　ただいま、と美晴の髪をくしゃりとかき混ぜたアーサーは、いつもと変わらぬ笑えみを浮うかべていた。でも、この後で変わるかもしれない。昨日のように怒るかもしれない。不安と緊きん張ちようを抱えたまま、自室へ向かうアーサーの後を美晴は追いかけていく。


「え、と……、あの……、昨日は、ごめんなさい」


　おずおずと謝ると、振ふり返ったアーサーが片かた眉まゆを軽く上げた。


「なにが」


「……オークションの後、勝手に出ていって。その後も、あなたのほうが悪いみたいなことも、言ってしまって。あれは八つ当たりでした」


　これは確かに謝ろうと思っていた。でも本当に言いたいことはそれじゃない。美晴は自分の不ふ甲が斐いなさに情けなくなって顔を伏せる。


「いや。私のほうこそ乱暴な真似まねをした。痛かっただろう」


　昨日、力任せに摑つかまれた二の腕うで。そこに労いたわるように触ふれてきた温ぬくもりに励はげまされ、美晴はなんとか顎あごを上げる。


「謝りたいのは、それだけじゃないんです。俺、昨夜、図書室で……」


　言いさした言葉の続きをやんわりと遮さえぎるかのように、大きな手に片かた頰ほおを包まれた。


「目が赤い。徹夜でもしたのか？」


　アーサーの親指が美晴の目の縁ふちをすっと撫なでる。


「それは……」


「理由を当てようか。英文和訳だろう。大昔の新聞記事の」


　言い当てられて、美晴は瞠どう目もくした。


「レイの仕し業わざだな」


「違います！」


　苦く笑しように細められた瞳ひとみに、美晴は大きく首を振った。


「違います、俺が勝手に見たんです」


「どちらでもいいさ。あれを読むのは大変だっただろう」


　アーサーがなんでもないことのように言うので、かえって胸が痛くなった。


「勝手なことをしてごめんなさい。俺、あなたのこと知りたくて……、でも、こういうの良くなかった。もう、しません」


　美晴は詰なじられて当然のことをした。けれど、静かな目をしたアーサーは、まだ零こぼれていない涙なみだを拭ぬぐうように目め尻じりにそっと触れてきただけで、美晴を責めなかった。


「美晴は面白いな。英語はおろか日本語まで拙つたなくて子供のように話すのに、言葉がまっすぐに届いてくる」


「あの、……？」


「美晴の言いたいことはわかった。だからもういい」


　謝る必要はないのだと言葉と仕種の両方で伝えられ、罪悪感か、それともなにか別の感情の発はつ露ろか、急に込み上げてきた熱い塊かたまりに胸が詰つまって美晴はなにも言えなくなった。代わりのように目尻に水分が溜たまってゆく。


「泣かないでくれないか。美晴の泣き顔には弱いんだ」


　困ったように微笑んだ唇くちびるが柔やわらかく目尻に触れてきた。いつかのように目め許もとや瞼まぶた、頰にもそれは羽のように触れてくる。慰なぐさめのキスはとても温かく、自然な流れで落ちてきたから、美晴はついそれに反応するのが遅おくれた。


「……なにするんですか。人が真しん剣けんに謝ってるのに」


　真面まじ目めな抗こう議ぎも数秒遅れではさすがに間が抜ぬけており、キスを自然に受け入れた後では言い訳にしか聞こえなかった。自分でもそう思うのだから、アーサーにしてみればなにを今いま更さらと言いたいところだろう。


　恥はずかしさに熱くなった顔を伏せようとすると、阻そ止しするように長い指に顎を掬すくわれた。見上げた先には意地悪を楽しむような性質の悪い笑みがあり、美晴は内心で身構える。


「な、なんですか……？」


「今キスしたら、一昨日のペナルティが残っていたのを思い出した」


　虚きよを衝つかれ、え、と美晴は瞬まばたきをした。


「一昨日の夜のペナルティ二百。出かける前にあれを解かい消しようしておこう」


　楽しげに弧こを描えがいた唇が近づいてくる。その意図を察し、美晴はぎくりと身を硬かたくした。


「ちょっ、やだ待って、待っ……っ、ぅん……」


　抵てい抗こうも虚むなしく、あっけなく唇を奪うばわれた。三度目のせいか、遠えん慮りよのないキスはすぐに深いものになる。


　逃にげようとしても、強い腕に抱だき竦められていてはろくに身動きもできなかった。唇や舌を吸われるたびに身体の芯しんにじんとした熱い痺しびれが走り、背中が勝手にしなっていく。逞たくましい胸を押し返そうにも、腕から力が抜けてしまってはどうしようもない。


「……は、……っ、ん……」


　上手うまく息を継げない美晴のために、アーサーは時折唇を離はなした。そのたびに彼は反そらした喉のどや鎖さ骨こつ、胸むな元もとを吸ってキスの痕あとを残し、美晴の呼吸を乱すばかりで整える暇ひまを与あたえてくれない。


　身体を痺れさせる甘いなにかが脳の中ちゆう枢すうまでじわりと侵しん食しよくし始めた。意識や理性を崩くずそうと高まっていく熱に、流されまいと美晴は必死に手のひらに爪つめを立て──、そうだ。と、あることを思いついた。


　指輪だ。アーサーから『王の指輪』を盗ぬすむなら、今は絶好のチャンスのはず。


　触れ合う舌と唇が濡ぬれた音を立てるのに気の遠くなるような羞しゆう恥ちを感じながら、いつの間にか固く握にぎり締しめていたアーサーのシャツをなんとか放した。強く絡からんだ舌の感かん触しよくにふるりと身を震ふるわせて、溶とかされそうな意識を必死で繫つなぎとめながら指輪の位置を探さぐる。ほどなく硬い感触が手に当たった。形や大きさを確かめている余よ裕ゆうなどなく、夢中でそれを握り締める。と、


「惜おしい」


　唐とう突とつにキスが終わりを告げた。急にどこか見知らぬ場所へぽんと放り出されたような感じがして、美晴は息を乱したまま、ぽかんとアーサーを見上げる。


「……え？」


「それはシャツの飾かざりボタン。指輪はこっちだ」


　見当外れの場所を一生懸けん命めい握にぎり締めている美晴をおかしそうに見下ろして、ポケットの中の指輪をトン、とアーサーが指先で叩たたいてみせた。




　　　　４







「予告状が出てるって、どういうことですか!?」


　月曜日の午後。


　カフェテリアに設置されたテレビから流れた臨時ニュースに血相を変えて学校を飛び出した美晴は、帰宅するなりアーサーのオフィスに飛び込んだ。


『おかえりなさい』


『あ、ただいま帰りました。レイさん、あの、アーサーは？』


　尋たずねながら目当ての人物を探したが、ここにはレイの姿しか見えず、嫌いやな予感に美晴はたちまち不安になった。それはいっそ恐きよう怖ふといってもいいような不安だ。


　ニュースでは、ホーク・アイが新たな予告状を出したという情報を流していた。


　今回のターゲットは一八八〇年代の首くび飾かざりだという。ダイヤモンドを贅ぜい沢たくにあしらい、うずらの卵ほどもある大おお粒つぶのルビーを十数個吊つり下げたという豪ごう奢しやな品だ。


　持ち主は現在ロンドンのホテルに滞たい在ざい中ちゆうのアメリカ人、エド・クレイマン。


　オークションで顔を合わせたあの男だ。ターゲットは、クレイマンがオークション会場で女性に売り込んでいた、あの首飾りだった。


『さっきニュースで、ホーク・アイが予告状を出したって言ってました。なにかの間ま違ちがいですよね。ホーク・アイの真似まねをした愉ゆ快かい犯はんとか』


　そうであればいい。祈いのるような気持ちで美晴はレイを見たけれど、いいえとレイは落ち着いて答えた。


『アーサーの探し物が見つかったんです』


『そんな……』


　今朝届いたという予告状によると、犯行日時は月曜の夜──つまり、今夜だ。


　ドアの脇わきで凍こおりついたように立ち尽つくしている美晴を一いち瞥べつし、レイが状じよう況きようの説明を始めた。


『アーサーが今回のターゲットを発見したのは、先週の金曜日。オークション会場で、エド・クレイマンがあの首飾りをミランダ・ヴァレリーというご婦人に売り込んでいたときです。オークションで彼がエスコートした女性がいたはずですが、彼女がヴァレリー夫人。クレイマンはあのとき首飾りの購こう入にゆうについて彼女から確約を取り付けました』


　ただ、オークションの直後ヴァレリー夫人はプライベートな用事でスイスへ向かうことになっていた。だから首飾りをすぐには購入せず、確約だけして実際の購入は帰国後という取り決めになった。その間、クレイマンはロンドンで商品の買い付けや顧こ客きやくの新規開かい拓たくに励はげみながら、夫人の帰国を待っている。


『夫人の帰国は火曜日の午後。つまり明日の午後です。アーサーは週末、あなたと旅行に出かけていましたから、動くなら今夜しかありません』


『でも今夜なんて、突とつ然ぜんすぎます……』


　声と同じほど膝ひざが震えた。レイが親切で説明してくれたことはわかっているが、聞いたらますます怖こわくなった。


　アーサーがいつもどの程度の準備期間を持つのか、美晴は知らない。けれど今回はそんな時間はなかったはずだ。


　金曜の午後にターゲットを見つけ、土日は美晴と一いつ緒しよに湖水地方まで足を伸のばし、帰宅したのは日曜日の夜遅おそくだった。入念な準備をする暇などなかったはずだ。


　そんな状況で盗みに入って失敗したらどうなるのだろう。捕つかまるならまだいい。けれどもし、ホテルの高層階から落ちたりしたら。警官に発はつ砲ぽうされたら──？


　想像するだけで心臓が凍りつきそうだ。


『……ジュエリー・コレクションを取り戻もどすのは、命をかけてまでしなければならないことなんですか』


　喉の奥で掠かすれた呟つぶやきは、うまく声にならなかった。


　失われたジュエリー・コレクションが、アーサーにとってなにより大事なものだということはわかっている。事情を知った今、美晴は彼を強く止める気にはなれなくなっていた。


　──でも……。


　美晴は室内を見回した。


　ここはアーサーのオフィス。今を生きている彼の城だ。仕事をして、レイや様々な人々と商談をしたり他た愛わいない話をしたりして日々を送る、現在のアーサーの確かな居場所。


　幸せだった頃ころの形見や誇ほこりを危険を顧かえりみずに追いかけて、もしもそれが失敗したら、彼は懸けん命めいに取り戻してきた過去の欠片かけらたちと共に現在まで失うことをわかっているのだろうか。


　美晴の視線がレイの上で止まる。


　レイは仕事に戻っていた。机の上にはなにかのリストが積み重なり、何枚もの地図が広げられていた。モニター画面には様々な数値やグラフのようなものが表示され、刻々と形を変えていく。レイはそれらを覗のぞきこみ、分厚いファイルを何冊も広げて素す早ばやく視線を走らせてはなにかメモを取っている。


　──レイさんは、心配じゃないの？


　ガードナー・コレクションで体感した壮そう絶ぜつな空気を美晴はまざまざと思い起こした。


　アーサーの犯行現場は、いつ暴動が起きてもおかしくない、一いつ触しよく即そく発はつの緊きん張ちよう感かんに満ちている。警察や報道関係者だけでなく、誰もがホーク・アイの正体を暴あばこうとし、捕まえようとして沢たく山さんの罠わなを仕し掛かけ、手に手に武器を持って待ち構えているのだ。たった一人を捕とらえるために、あんなにも多くの群衆が。


『──どうして止めないんですか』


　今度はまっすぐに声が出た。モニターとファイルを見比べていたレイが顔を上げる。


『犯罪だから、止めろという意味ですか』


『そうじゃないです、そんなことじゃなくて！』


　美晴は激しく頭かぶりを振ふった。


『犯罪だってこともあるけど、そんなことより心配じゃないんですか？　ジュエリー・コレクションが大事なのはわかるけど、でもそればっかり追いかけて、アーサーの「今」がなくなっちゃったらどうするんですか!?　あんな危険なことしてて、もし怪け我がしたり、死んじゃったりしたら……っ』


　自分の言葉にさあっと血の気が引いていく。


『そんな、そんなの、俺は嫌です……！』


　いてもたってもいられずに、美晴は屋や敷しきを飛び出した。





　　　　＊





　エド・クレイマンの滞在しているホテルはメイフェアのピカデリー通り沿いにあり、グリーン・パーク側へ向けて玄げん関かんを開いている。


　その名の通り木々や芝しば生ふが緑色に生おい茂しげる公園の中には、各メディアをはじめとする好こう奇き心しん旺おう盛せいな人々が大勢詰つめ掛かけていた。通りを挟はさんだこちら側、ホテルの正面も黒山の人だかりだ。


　ホテルのエントランスはガードマンがしっかり守っており、さらにその周囲を警官が固め、厳しく目を光らせている。ホテル内は関係者以外は立ち入り禁止、宿しゆく泊はく客きやくは別のホテルへ移動しており、ここにいる宿泊客はクレイマンのみのようだった。


　ニュースでは、クレイマンはこのホテルのスイートルームに滞在していると報じていた。ただ何階にあるどの部屋かまでは、さすがに明らかにされていない。


　そこにはもうない指輪を求めてシャツの胸むな元もとを握にぎり締しめながら、美晴は整然と並ぶホテルの窓を見上げていた。


　なんとかしてクレイマンに会えないだろうか。


　美晴はスクープ狙ねらいのジャーナリストや野や次じ馬うまに紛まぎれ、ホテル内への侵しん入にゆうを何度か試みたが、警官やガードマンにことごとく撃げき退たいされてしまった。


『ほらもっと下がれ。邪じや魔まだ、前に出てくるな！』


　ホテルに近づこうとする人々を、警官たちが腕うでを大きく振って追い散らしている。


『いや、私はこのホテルに宿泊していたんだが、忘れ物をしてしまってね──』


『噓うそをつくな。おまえ、どこかの局のレポーターだろう。顔を見たことがあるぞ』


『あ、すいませーん。友達が今日ここに泊とまってるんで、会いにきたんですけど』


『お友達は別のホテルへ移動済みだ』


『俺はこのホテルの清せい掃そうバイトで』


『そんな顔はリストにない』


　人種は違ちがっても、人の考えることに大きな違いはないらしい。今追い払はらわれた人々の稚ち拙せつな口実は、さっき美晴も口にして同じように弾はじき出された。


　今回の予告状には犯行時刻が明記されておらず、今夜とだけ書かれていたと発表されている。


　ロンドンの夏は日が長く辺りはまだ明るいけれど、もう夜の八時を過ぎていた。


　いつ現れるとも知れないホーク・アイに備えながら、暴徒と化しかねない群集を警けい戒かいしなければならない警官達はぴりぴりと神経を尖とがらせている。態度が硬こう化かし、隙すきあらばホテル内に潜もぐりこもうとする者たちを乱暴に扱あつかうので、あちこちで小さな騒そう動どうが起きていた。


　ホーク・アイによるロンドンでの犯行は先週に続いて二度目なので、それも仕方がないのかもしれない。先週よりも群衆の興奮と熱気は高く、警察は殺気立っている。


「どうしよう……」


　警備員や警官達の容よう赦しやのない目が怖かった。もしホーク・アイが現れたら本当に発砲するのではないかと、そんな危き惧ぐすら抱いだかせるほどだ。


　焦しよう燥そうが美晴の胸を焼き、嫌な汗あせが背中を伝った。


　アーサーの身の安全を図はかるために、なにができるだろう。なんでもいい、なにかしたい。取り返しのつかないことになる前に。


　──……そうだ。たとえば、ターゲットがなくなってしまったらどうだろう。


　暗くなる前に首くび飾かざりがクレイマンの手元を離はなれたら、犯行予告は無効になるかもしれない。だったらクレイマンが今のうちに誰かに首飾りを売ってしまえばいいのではないか……？　いや、ホーク・アイのターゲットを買おうとする物好きはいないだろう。なら、自分は？　自分が買って、アーサーに渡わたす。……無理だ。考えるまでもなく美晴には経済力がない。もっとも、確約があるなら他ほかの人間が首飾りを買うことはできないのだから、それ以前の問題だった。それならスイスへ行ったヴァレリー夫人が今すぐ帰国して首飾りを購入し、またスイスへとんぼ返りしてくれたらいいのに──。


　埒らちもない考えが浮うかんでは消える。


　気を揉もむうちに時は経たち、時刻は九時を過ぎて日にち没ぼつを迎むかえた。


　テレビ局や新聞社の車が煌こう々こうとライトを灯ともし、何人かのレポーターがカメラに向かって深刻そうに現場の様子を伝えている。グリーン・パークでは花火が打ち上げられたり、酔よっ払ぱらい同士の喧けん嘩かが始まったりして、暗くなってから群集はいっそう異様な興奮を見せ始めた。


　──もう、あんまり時間がない。


　なんとかしてアーサーより先にクレイマンを見つけられないだろうか。クレイマンの傍そばで美晴がなにか騒さわぎを起こせば、首飾りを盗ぬすむどころではなくなって、アーサーは予定を変へん更こうするかもしれない。逆に、騒ぎに乗じて目的を遂とげるかもしれない。アーサーが無事に戻ってくるなら、もう他の事はなんでもよかった。


　美晴は車道にまで溢あふれている人込みから抜ぬけ出し、ホテルから少し離れた。この熱気と興奮に埋うもれていると焦あせるばかりで頭が上手うまく働かないし、離れたところからホテルを観察することで侵入口が見つかるかもしれない。


　ホテルの周囲をぐるりと回り、裏口のある通りから脇わき道みちへ入る曲がり角に立った。通りにはホテルの玄関側と同じくらい人がいたけれど、人込みから三十歩ほど離れただけで呼吸が随ずい分ぶんと楽になる。更さらにもう十数メートル離れると警戒態勢にあるホテルの全景がよく見えた。


「アーサー……」


　騒そう然ぜんとした空気がホテル全体を包んでいる。


　アーサーは警備と群集の目を搔かい潜り、張り巡めぐらされた罠を軽々と飛び越こえてターゲットの傍へ辿たどり着いただろうか。そうだといい。アーサーの無事を願いながら、美晴は週末に湖水地方へ小旅行へ出かけたことを悔くやんでいた。


　もし土日の予定がなかったら、アーサーはもっと入念な準備ができたはずだ。今回に限って予告状で時間が明確にされていないのは、警察や各種メディアが指し摘てきしたように捜そう査さを攪かく乱らんするためではなく、準備不足で指定したくてもできなかったからかもしれない。そう思うと美晴は胸が潰つぶれそうになる。


「なんとかして中に入れないかな」


　今見てきた裏口は、表の玄関と同じくらい警備が厳しかった。すべての窓は閉とざされて、手の届きそうな場所には警官が配置されている。


　ガードナー・コレクションみたいに、どこかの教会と地下通路で繫つながっていればいいのに。そう思ったが、その抜け道を自分が知らなければ、あったとしてもなんの意味もないことに後から気づいて肩かたを落とした。


　──どうしたらいいんだろう……。


　力なく足元に視線を落とすと、スモークガラスの黒くろ塗ぬりのセダンが静かに通りに入ってきた。


　ちょうど美晴の立っている角を曲がって狭せまい路地へ入るようで、セダンは目の前でスピードを緩ゆるめた。美晴が赤あか煉れん瓦がの壁かべにぴたりと背中をくっつけて車をやり過ごそうとすると、徐じよ行こうというよりほとんど停とまりそうなスピードにまで減速する。随ずい分ぶん慎しん重ちようなドライバーだ。三輪車なみの速度で車体の半分が通り過ぎると、突とつ然ぜん、美晴の目の前で後部ドアが開いた。


「──ッ!?」


　一いつ瞬しゆん、なにが起きたのかわからなかった。


　全身を襲おそった衝しよう撃げきに、転んだのかと錯さつ覚かくした。だが、そうじゃない。


　後部シートから伸のびてきた手に、車中に引きずり込まれたのだ。


　シートに倒たおれこみ、うつ伏ぶせた頭の向こうでドアの閉まる重い音がした。黒塗りのセダンは密ひそかに美晴を飲み込むと何食わぬ顔をして路地を折れ、速度を上げて走り出した。


「え、な、なに？　なにするんですか……!?」


　美晴は跳はね起き、閉ざされたドアに飛びついた。車のスピードは徐じよ々じよに上がっていたが、まだ飛び降りられる速度だ。急いでドアのロックを開けようとすると、背後から伸びてきた手に指を強く握り取られた。


「……！」


　そろりと肌はだを撫なでる、この触ふれ方。背筋を駆かけ抜けた蟻ぎ走そう感かんに、反射的に手を振ふり払った美晴は身体からだごと背後を振り返る。


『やあ、天野美晴くん。先日はどうも』


　エド・クレイマン。


　彼が、払われた手をひらりと胸の前で振っている。


　──なに……？　なにが、どうなって……。


　瞬まばたきも忘れ、目の前の男を凝ぎよう視しした。


　クレイマンはホテルのスイートルームで、首飾りと共に警護されているはずだ。


　昼に見たテレビのインタビューでは、予告状の届いたホテルでホーク・アイを待ち受けるのは怖こわくないかと尋たずねられ、及およばずながらホーク・アイ逮たい捕ほの一助になれば、などともっともらしく答えていた。


　警察がホテルを厳重に警備していることと、そのインタビューがあったことから、誰もがターゲットの首飾りはクレイマンと共にホテルにあるものと考えた。それが、なぜ？


『なぜ、こんなところに……？　ホテルにいるんじゃ、なかったんですか』


『ホーク・アイも君のように騙だまされてくれるといいんだけどね』


　クレイマンはおどけたように肩を竦すくめた。その声や仕し種ぐさに、既すでにホーク・アイを罠わなに嵌はめたかのような自信が透すけて見え、美晴を不快な気持ちにさせた。


『ホテルの周りがどんな騒ぎになっているか、ちょっと興味があったんだ。見に行ってよかった。君に会えたからね』


　拉ら致ちさながらに車に引き込んでおいて「会えた」とはどういうことなのか。そもそもなぜ名前を知っているのだろう。美晴はついと眉まゆを寄せる。


『ホーク・アイを見に来たのかな。なら今夜の予定は特にないんだろう？　少しドライブに付き合ってくれないか』


　クレイマンが美晴の手を引き寄せて、キャンディの包みを握にぎらせた。見れば、向かい合わせになったシートの間に簡単なテーブルのようなものがあり、ワインやシャンパンなどのアルコール、チーズやチョコレートなど軽くつまめるものが揃そろっていた。


『コーヒー、紅茶もある。スコーンやビスケット、サンドイッチもね』


『結構です』


　肩を抱き寄せようとするクレイマンの腕うでに抗あらがいながら美晴はキャンディをテーブルに返し、当とう惑わくして隣となりの男を見上げた。


『あの、クレイマンさん。今朝ホーク・アイから予告状を受け取ったんですよね？』


　確かく認にんせずにはいられないほど、彼には緊きん張ちよう感かんが欠けつ如じよしていた。ホテル周辺は大変な騒ぎだし、美晴はといえばアーサーが心配で胃に穴が開きそうになっている。


　しかし一番神経をすり減らすはずのターゲットの持ち主は腹が立つほど平然とし、寛くつろいでいる様子だ。口調や態度も、オークションハウスでアーサーと話していたときと比べて随分と砕くだけている。気安いというより、馴なれ馴れしい感じだ。


『予告状はもらったよ。そのおかげで今夜は一晩中ドライブだ』


　肩を抱だくことを諦あきらめたクレイマンは、今は美晴の髪かみを指に絡からめてはするりと解ほどいて遊んでいた。手て触ざわりを楽しんでいるのが酔ったような目つきから窺うかがえて、ひやりと背筋が冷たくなる。


『一晩中？』


　指に絡めた髪を唇くちびるへ持っていこうとするクレイマンから、美晴はぞっとして身を離した。


『それは、一いつ箇か所しよにずっといると危険だからですか』


『その通り。あまり遠くへ行くわけにはいかないけどね』


　クレイマンとの間にできた一人分のスペースは、無ぶ遠えん慮りよに詰つめられて消しよう滅めつした。得体の知れない危機感と嫌けん悪おに、美晴はドアに身を寄せる。これ以上は下がれないとわかっていたが、クレイマンが更に距きよ離りを詰めてきたのでドアにぐいぐい身体を押し付けた。


『警察にはホテルを警備するように頼たのんである。彼らを囮おとりに私はこうしてロンドン市内を車でぐるぐる回っているんだ。少し離れてついてくる警備の車と、これと一いつ緒しよに』


　クレイマンは足元のアタッシェを靴くつの先で蹴けりつけた。


「あ……！」


　蹴った。美晴の中で火花のような怒いかりが散った。それがホーク・アイのターゲットなら、中に入っているのはアーサーの一族が大事に受け継ついできたジュエリーだ。アタッシェの上からとはいえ、仮にも骨こつ董とう商しようを営む人間がそれを蹴りつけるなんて信じられない振る舞まいだ。


『なんてことするんですか』


　美晴はクレイマンを睨にらみつけた。クレイマンは口元だけで薄うすく笑う。


『君はホーク・アイのファンなのかな。でも今回、奴やつは失敗するよ。皆みな、君と同じように私がホテルにいると思い込んでいる。ホーク・アイもそっちへ行くだろうね。はは、無む駄だ足あしだ。奴が捕つかまっても逃にげおおせても、失敗することに変わりはない』


　アーサーはそんな間ま抜ぬけじゃない。そう言ってやりたかったが、奥歯を嚙かみ締しめて堪こらえた。


『明日になれば思い切り嘲あざけってやれるんだが、さすがに今は退たい屈くつでね。自分の持ち物が狙ねらわれるのも、意外とストレスになるものなんだ。なにか気を紛まぎらわせるものが欲しかったんだが、君を見つけられて良かった。間抜けな怪かい盗とうが見当外れの場所を探している間に──』


　クレイマンが美晴の肩を鷲わし摑づかみにし、捕とらえた身体を引き倒す。


『──私を虚こ仮けにしてくれた男に礼ができる』


「い…った、急に、なにを……っ」


　摑まれた肩を強く押され、腰こしを乱暴に引きずられて仰あお向むけに身体を倒された美晴は後頭部をドアに打ち付けた。クレイマンは構わず美晴をシートに組み敷しき、伸し掛かかる。


「……ッ」


　欲望にまみれた男の目が間近に迫せまり、単純に痛みと乱暴な扱あつかいに腹を立てていた美晴は、ここにきて状じよう況きようを理解した。


「嫌いやだ──！」


　首を可能な限り捻ひねって、近づいてくる唇からぎりぎりで逃のがれた。荒あらくなったクレイマンの息いき遣づかいを首筋に感じ、気持ちの悪さに総毛立つ。覆おおい被かぶさってくる男を押し退けようと必死になって抗ったが、体勢が不利な上、体格に差がありすぎた。


『へぇ、震ふるえてるんだ？　慣れているわりには随ずい分ぶん初うい々ういしい反応じゃないか』


「な、慣れてなんかない！」


　怒ど鳴なり返したものの、恐きよう怖ふに声が掠かすれた。頭上で一ひと纏まとめに押さえ込まれた両手が、どんなに抗っても自由にならない。歴然とした力の差に美晴は蒼そう白はくになった。


『身体が小さいから、唇も、耳も小さく繊せん細さいにできてるんだな』


　顔を背けたため、露あらわになった左耳をクレイマンの指がなぞっている。


『や、だ……やめて……っ』


『ああ、こんなところまで……実に肌理きめ細こまかくて滑なめらかだ。それに柔やわらかい』


　美味うまそうだ、と囁ささやかれて気持ちの悪さに喉のどが震える。首を振って逃れようとしたが、一瞬早く耳みみ朶たぶに歯を立てられた。


「や……っ」


　びくっと竦んだ身体が嫌悪感に震えた。耳じ殻かくをねっとりと舐なめあげられて、がくがくと膝ひざが震えだす。服の上から身体を撫でられて、シャツ越ごしでさえはっきりとわかるクレイマンの手の熱さに凍こおるような恐怖が広がった。


　──このひと、本気だ。


『随ずい分ぶん怯おびえているようだけど、それが君の誘さそい方？　アーサー・ガラードはそういうプレイが好きなわけか』


『ち、がう……、さそって、なんか……っ』


　かたかたと歯が鳴り出した。美晴のあまりの怯おびえようにクレイマンが眉を寄せて身を起こす。


『君はガラードの玩具おもちやだろう？』


　違ちがう。そう言いたいのにもう声が出せなくて、美晴は必死に首を振った。


『噓うそをつくな』


　クレイマンが顎あごを摑んで青ざめた顔を覗のぞきこんできた。恐怖のあまり目に涙なみだが浮うかぶ。


　それを見て驚おどろいたように瞬きをしたクレイマンは、次の瞬しゆん間かん、肩かたを揺ゆすって笑い出した。


『そうか、そうか。まだ手を出していなかったのか。それはいい！』


　美晴を拘こう束そくする力がぎりぎりと強くなっていく。クレイマンは興奮しきった表情でこちらを見下ろしていた。


『光栄だよ。あの男の掌しよう中ちゆうの珠たまを、誰より先に穢けがせるとはね』


「や……っ」


『そんなに怖こわがらなくても、酷ひどいことはしないよ。隅すみ々ずみまで君の肌はだ触ざわりを楽しんだ後、身体からだ中、中も外もどろどろに私で汚よごしきったら帰してやる。ほら、大したことじゃないだろう？』


　スラングまみれの英語は美晴には理解不能だが、舐めるような視線がすべてを物語っていた。冷たい恐怖が美晴の身体と思考をきつく縛しばりあげる。しかしクレイマンの指がシャツのボタンを外し始めたことに気づくと、弾はじかれたように身をしならせて逃れようと暴れ始めた。


『放して！　やめてください……っ』


『そう暴れられると興奮するな。……ああ、肌はだが薄く色づいてきた』


　ボタンを外す手を止めて、扇せん情じよう的てきだ、とクレイマンが喉のど元もとを撫なでてくる。


『お取り込み中、申し訳ありません。追つい尾び車しやがいますが、どういたしますか』


　それまで沈ちん黙もくを守っていたドライバーがふいに尋たずねてきた。男は警察関係者ではなく、クレイマンの雇やとっているドライバー兼けんボディガードだ。


　美晴の滑らかな喉や首筋を味わうように撫でているクレイマンは顔も上げずに答えた。


『警察だろう。警護の車が距離を空けてついてきているはずだ。……ああ、これは使えるな』


　暴れる美晴を改めてシートに押さえつけなおし、いきなりベルトに手をかける。


『やめろ、嫌だ！　やだってば……！』


『警察の車両ではなさそうです。一本向こうの路地を併へい走そうしているようですが』


『マスコミだったらまずいな。上手うまく撒まけ』


　引き抜ぬいたベルトを使い、美晴の両手は背中で一つに縛られた。恐おそろしくなってめちゃくちゃに暴れると、クレイマンは引き出したシートベルトを手て馴なれた様子で美晴の身体に一巻きし、カチリと固定してしまう。


「な、にするんだっ、この変態……！」


『さあ、楽しませてもらおうか』


　舌なめずりをせんばかりの表情で、クレイマンが美晴の上に馬乗りになった。片手で美晴の口を塞ふさぎ、上から順にシャツのボタンを外していく。


「ん、んんっ、うーっ」


『私は手触りのいいものが好きでね。古美術品では磁器やガラスが最高だが、人間ならやはり肌の綺き麗れいな色白の東洋人に限る。色々試ためしてはきたが──』


「……っ」


　シャツを開き、晒さらされた素す肌はだにクレイマンの目が釘くぎ付づけになった。ごくり、と喉が上下する。


『想像以上だ……』


　溜ため息いきのように呟つぶやいて、ゆっくりと手を伸のばしてくる。初対面で手を撫でられたときのことを思い出し、美晴の全身に一気に鳥とり肌はだが立った。


　──嫌だ……！


　嫌悪と屈くつ辱じよくで一いつ杯ぱいになって、ぎゅっと瞼まぶたを閉とざした瞬間、


『うわぁっ!?』


　ドライバーが叫さけんで急ブレーキをかけた。


　がくん、と車体が大きく揺れて停止する。その揺れが収まらないうちに外からドアが開かれたかと思うと、美晴の上から転がり落ちたクレイマンが妙みような呻うめき声を残して車内から消えた。


　──こんどは、なに？


　危機的状況に晒され続けていた美晴は、なにが起きたのかもわからないまま逃げだそうと身をもがいた。しかし身体にはシートベルトが絡からみつき、両手は背中で縛られたままだ。強こわ張ばった身体は錆さびついた機械のようにぎくしゃくとして思うように動かず、それでもなんとか自由を取り戻もどそうと必死に身を捩よじっていると、急に身体を縛いましめていたものがなくなった。


「美晴」


　覚えのある暖かい空気にふわりと全身を包まれた。けれど自分以外の誰かの存在に酷く怯えていた美晴には、その温ぬくもりさえ恐ろしい。鋭するどく息を飲んで竦すくみあがると、目め眩まいのような浮ふ遊ゆう感かんに襲おそわれて耳元に冷たくて甘い声を聞いた。


「門限は七時。もう十時過ぎだ。夜遊びの許可を出した覚えはないんだが」


　抱だき起こされた腕うでの中、え…、と微かすかに目を見開く。


「あ、……アーサー……？」


　吐と息いきがかかるほど近くから覗き込んでくるブルーグレイの瞳ひとみ。彼が今ここにいるのが信じられずに恐る恐る手を伸ばしたら、指に確かな手て応ごたえがあった。幻まぼろしじゃない、──本物だ。


「大だい丈じよう夫ぶか。なにをされた」


　なにかを押し殺したような声が低く問うてくる。真しん剣けんな目を向けられて、なぜだか身体中に痺しびれるような感覚が走った。


「よく、わかんない……」


　美晴は頼たよりなくアーサーの胸にしがみつく。すぐさま抱き返されて安心したら、逆に恐怖が蘇よみがえり、身体中がどうしようもなく震えだした。


「い、いきなり……、車に、引き摺ずりこまれて。最初は、ホーク・アイのことを話してたのに、急に……、虚こ仮けにされた礼をするとか、言いだして。それで、シートに押さえつけられて」


　キスから逃にげたら、耳を嚙かまれたり舐められたりしたような気がする。そう言うと、即そく座ざにそこに痛いくらいのキスをされた。


「後は」


「あとは……喉を。それと、服の上から、ちょっと触さわられた」


「これは」


　喉にも嚙み付くように口づけながら、アーサーがはだけられたシャツを引く。


「ボタンを外された、だけ。触られそうになったら、急に車が止まって……。後は、よく……わかりません」


「そうか」


　詰つめていた息をアーサーが長く吐はき出した。


「まったく……。危なくて少しも目が離はなせないな」


　まだ上手く身体の動かない美晴をアーサーは両りよう腕うでで掬すくい上げた。


　横よこ抱だきにされたまま車を降りると、石いし畳だたみにクレイマンとドライバーが伸びているのが見えた。辺りは人気のない寂さびれた路地で、車は狭せまい道を塞ぐように斜ななめに停車している。びっくりしすぎて顎が外れた、そんな間の抜けた雰ふん囲い気きで車のボンネットが跳はね上がっていた。


　これはきっとアーサーの仕し業わざだ。走行中、急にボンネットに視界を遮さえぎられたからドライバーが慌あわててブレーキを踏ふんだのだろう。


「警護の車両が来ないうちに退散しよう」


　アーサーは美晴を抱いたまま、一本向こうの路地へ走った。











　クレイマンのドライバーが言っていた追尾車はこの車のことだったのかもしれない。待機していた車の運転席にレイがいるのを見て、美晴はぼんやりとそう思った。


　レイはさっと美晴の全身に目を走らせて怪け我がのないことを確かく認にんすると、頷うなずくように顎を引き、車を発進させた。何度か角を折れると、もう何本か向こうに遠ざかったあの路地を車が二台、スピードをあげて走っていくのが小さく見えた。


『警護の車だな。気の毒に』


　美晴を腕に抱いたままアーサーが笑い混じりに呟いた。クレイマンのドライバーは不ふ審しんな追尾車を振ふり切る代わりに、警護についていた警察車両を撒いてしまったようだ。


　美晴は車窓を流れてゆく闇やみに沈しずんだ路地から、フロントガラスに映るロンドンの夜景へ視線を転じた。


　どこまで来たのだろう。ライトアップされて厳おごそかに聳そびえ立つロンドン塔とうやタワーブリッジが遠く見える。


『──あ。そういえば、首くび飾かざりは』


　アーサーの温もりに包まれ、レイの顔を見たら安あん堵どに気持ちが解けたらしく、美晴は今になってそのことを思い出した。


　思い返せば、アーサーはクレイマンの車から美晴以外のものを持ち出していなかったような気がする。そんな所は見なかったし、そもそもなにかを物色するような暇ひまがなかった。


　ホーク・アイ、初の敗北。


　そんな見出しの新聞記事が脳のう裏りを過よぎり、美晴は焦あせってアーサーを振り仰あおいだ。


『車の中！　あの車の中のアタッシェに首飾りが入っているはずです。本人がそう言ってた』


　しかし警護の車がクレイマンのもとに到とう着ちやくしている今となっては、こんな情報はなんの役にも立ちはしない。


『どうしよう、ごめんなさい。俺、もっと早く言わなきゃいけなかったのに』


『大丈夫。落ち着くんだ』


　むずかる子供を宥なだめるようにアーサーが美晴の背中をゆっくりと叩たたいた。


『でも……っ』


『心配ない。探し物ならここにある』


　アーサーの手がスーツの内ポケットへ差し入れられたと思ったら、マジックのようにそこから首飾りが現れた。


　大おお粒つぶのルビーを惜おしげもなく使い、ダイヤモンドで飾かざり立てた豪ごう奢しやな首飾り。シルクスカーフに包まれたそれは間ま違ちがいなくホーク・アイのターゲットだ。


『いつの間に……』


『泥どろ棒ぼうの嗜たしなみだ』


　驚おどろく美晴に悪戯いたずらっ子のような笑えみで答え、アーサーは首飾りを元通りにポケットへしまった。


『策士を気取ったところでクレイマンは策に溺おぼれるタイプだ。だから読みやすい。ホテルの部屋が空になっていることも、クレイマンと首飾りが街を車で流していたことも、似たような囮おとりの車が数台出ていたこともわかっていた。ドライバーの走行パターンの割り出しもそう難しいことじゃない。問題だったのは、イレギュラーの発生だ』


『イレギュラー？』


『前回に引き続き、またも美晴だ』


　……あ。と美晴は口元を押さえた。


『あ。じゃない。レイから連れん絡らくを受けたとき、どれほど驚いたと思っているんだ』


　アーサーの顔から表情が抜ぬけ落ち、眼光が見る間に温度を下げた。


『念のためにとレイがクレイマンを追つい尾びしていたからすぐに動けたが、もし一時間遅おくれていたらどうなっていたと思う』


　あの状じよう況きようから一時間──想像するだけで胃が凍こおりそうだ。


『ごめんなさい』


　肩かたを落として俯うつむくと、アーサーが留めてくれたシャツのボタンが目に入った。なにをしているのだろう、自分は。考えなしに屋や敷しきを飛び出した結果、迷めい惑わくをかけただけだった。


　しかも美晴はアーサーのことが心配じゃないのかとレイを詰なじってもいた。レイはあのとき、緊きん迫ぱくした様子でファイルや地図、モニターを見比べては小まめにメモを取っていた。ファイルの厚みはただごとではなかったし、あの時点で既すでにアーサーのサポートを務めていたのかもしれない。きっとそこまでは二人の計画通りだったはずだ。それを美晴が台無しにした。


『美晴の行動は、本当に予測不可能だ』


　そろそろ首輪が必要だな、などと溜息混じりに言われても、返す言葉がなかった。
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　滑すべるように走っていた車が、風が止やむような静けさで止まった。


『迷惑をかけて、すみませんでした』


　屋敷の門前に横付けにされた車から降りる前に、美晴は悄しよう然ぜんとしてレイにもぺこりと頭を下げた。思えばレイには謝ってばかりだ。謝らなければならないようなことばかり、自分がしているからだった。


『別に。不測の事態はままあることです』


　レイは軽けい蔑べつの眼まな差ざしを美晴に浴びせたりはしなかった。素っ気ないのはいつも通りだが、声には以前よりずっと温かな親しみが込められている。そこにレイの優やさしさと気き遣づかいを感じて、美晴は却かえって顔を上げられなくなった。


　そんな美晴を門の中へと促うながし、アーサーはレイを振り返る。


『今日は助かった』


『私はあなたの指示に従ったまでです』


　軽く首を振ったレイにアーサーは苦く笑しようを浮うかべた。美晴の肩にそっと手を乗せ、ここにいるようにと仕し種ぐさで伝えると彼はレイの傍そばへ戻もどっていく。


　鉄の門に隔へだてられた向こう側であの親密な空気が流れたことに、美晴の胸が不可解に騒さわいだ。


『疲つかれただろう。車は置いていっていい。処理は私がしよう』


『いえ、あんなことのあった後ですからアーサーはここに。車は適当に処理します』


『そうか。済まないが頼たのむ。気をつけて』


　はい、とレイが微ほほ笑えむのが見えた。


　レイはいい人だ。最初は怖こわかったけれど、もうそんなふうには思わない。アーサーがレイを傍に置く理由が、今なら美晴にもよくわかる。


　綺き麗れいで有能で一いち途ずな人。簡単に他人を受け入れないが、一度受け入れたら絶対に裏切らない。


　そんな人が傍にいたら手放すことなどできないだろう。レイがいるからアーサーは、ホーク・アイとして危険な仕事を続けることができるのだ。


　冷えた夜風が通り抜けた。


　とっさに細めた美晴の目に、頰ほおに乱れかかったレイの髪かみをアーサーが払はらって耳にかける様子が映った。その耳へと長身を優ゆう雅がに屈かがめて、アーサーが何事かを囁ささやく。


　真しん珠じゆ。プレゼント。


　そんな囁きの断だん片ぺんが風に乗って美晴のもとへ運ばれた。レイに真珠をプレゼントする約束でもしたのだろうか。一いつ瞬しゆん、目を瞠ったレイが呆あきれた様子でアーサーを見上げ、首輪だなんて、となぜかこちらの様子を気にしてくる。そんなレイの顎あごをアーサーはさっと捕つかまえた。余所よそ見みをするなとばかりに自分のほうへと向きなおさせると、立てた人差し指を唇くちびるに当てる。


　ガタンッ、と急に強くなった風に鉄門が音を立てて揺ゆれた。


　──内ない緒しよ、なんだ……？


　アーサーとレイだけの。


　冷たい水のような悲しみがひたひたと寄せてくる。それは胸の不快なざわめきを静かに飲み込み、底のほうへと沈めてゆく。


　──ああ、……そっか。


　美晴がレイに食事を出したときアーサーが不ふ機き嫌げんになった理由がやっとわかった。最初の頃ころ、レイが美晴に対して冷れい淡たんだった理由も。


　今まで知らずに塞ふさがれていた視界を急に開かれたような気がした。どうして今まで気づかなかったのか、我ながら不思議で滑こつ稽けいだ。


　きっとあの二人は付き合っている。あんなにも親密な空気が生まれるのは、そのためだ。


　胸の奥がずきりと痛んだ。内ない緒しよ話ばなしをする二人から美晴は身体からだごと目を背そむけ、背中を冷たい鉄門に預ける。


　なぜ、こういうタイミングでこんな気持ちに気づくのだろう。自覚なんてしたくなかった。できることなら気づかないまま帰りたかったと、美晴は唇を嚙かみ締しめる。


　確かにアーサーは美晴に優しくしてくれた。


　けれど彼が美晴を構うのは『花はな嫁よめの指輪』を手に入れるためだ。美晴を抱だき締めたりキスをするのは単なる遊びの延長にすぎず、彼にとって大事なのは失われたジュエリー・コレクションを取り戻すこと、それだけだ。そのためならアーサーは命だってかけられる。


　今夜の出来事が図はからずもそれを証明した。


　あのとき美晴を真っ先に抱き寄せてくれたから、首飾りのことを忘れるほどに気に掛かけてくれたのかと心のどこかで喜んでしまったけれど、彼はきちんと仕事をこなしていた。


　アーサーが美晴のことを心配したのは事実だろう。けれど、彼の優しさを勘かん違ちがいしてはいけなかった。それとこれとはまったく別の話なのだ。


　彼は美晴のことを気に掛けていても、ジュエリー・コレクションを忘れることは決してない。


　頭の半分が面おも白しろがってきわどいゲームを仕掛けても、残りの半分で冷静に『花嫁の指輪』を取り戻す算段をつけている。彼は猫ねこをじゃらすような感覚で遊んでいるだけで、美晴のことなど最初から眼中にないのだ。


『それじゃ、済まないが宜よろしく頼む』


『了りよう解かいしました、車も真珠も。……ご健けん闘とうを祈いのります』


　お休みなさい、と軽く会え釈しやくしてレイが車を発進させる。それを背中で感じても振ふり向くだけの気力はなかった。


　やがて戻ってきたアーサーが、どういうつもりなのか美晴を深く抱き締める。


「本当に無事でよかった」


　あまり心配させるな。そう言って息をつくのはホスト・ファミリーとしての責任感からだろう。美晴はそっと瞼まぶたを下ろし、包み込まれる温かさを全身で感じ取る。


　温かい。でも、その分だけ壊こわれそうに寂さびしい。


　切ないというのは、こういうことか。


　生まれて初めて、そんな気持ちを味わった。
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　手を摑つかまれたと思ったら、とん、と背中に壁かべが当たり、美晴は己おのれの失敗を悟さとった。


『今日はこれで何度目だ？　随ずい分ぶん熱心じゃないか』


　美晴を壁に押し付けて、アーサーが片かた眉まゆを軽く上げる。


　この数日、美晴は脇わき目めもふらずに『王の指輪』を狙ねらっていた。必死さの中にじゃれあいのような雰ふん囲い気きもあった以前とは違ちがい、ゲームは遊びの域を超こえ、真しん剣けん勝負になっている。朝、顔を合わせた瞬しゆん間かんから始まる攻こう防ぼう戦せんは、夜遅おそくに互たがいの寝しん室しつに引き取るまで続いていた。


『せっかくのゲームだ。楽しまなければ確かに損だが、こう必死になられると複雑だな。私は嫌きらわれたか？』


『嫌いじゃ、ないです。でも、……』


　読めない表情を浮かべたアーサーが瞳ひとみを覗のぞき込んでくる。美晴は動どう揺ようを悟られないように、壁に固定された手首へさり気なく視線を移した。


『もう、時間がないから』


『……ああ。美晴は今週末に帰国するんだったな』


　アーサーの手に力がこもるのを摑まれた手首で感じた。心の表面にさざなみが立つ。


『ずっとここにいるような気がしていた』


『土曜日までです』


　声が乱れないように気をつけながら、ふと美晴は寂しさを覚えた。


　オークションの翌日、三度目のキスをしてから彼は頻ひん繁ぱんに美晴に口づけてきた。先週末の旅行のときはペナルティの有う無むに拘かかわらず、隙すきあらば髪にも頰にも唇にも、遠えん慮りよなく唇で触ふれてきた。キスは勿もち論ろん、逃にげて暴れて抵てい抗こうする身体を強ごう引いんに抱き込むこと自体が楽しくてならないというように。


　今は、それがなくなった。クレイマンが触れた所に落とされた痛いキスが最後だ。


　アーサーとレイの関係を悟って以来、自分がアーサーに対して壁を作っていることを美晴は自覚していた。アーサーはそれをクレイマンに襲おそわれかけたショックのせいだと考えている。その誤解は美晴にとってはある意味で救いだったけれど、自分で拒きよ否ひしておきながら彼が必要以上に触れてこなくなったことに身勝手にも傷ついていた。


　アーサーはもう美晴に興味がないのかもしれない。そんな風に考えてしまうのは、ふとした拍ひよう子しに蘇よみがえるクレイマンの声のせいだ。ガラードの玩具おもちや。その言葉が今また耳の底で谺こだました。


『食事に行こうか』


　アーサーが身を引き、手首を捕とらえていた力が緩ゆるんだ。あっさりと遠ざかった体温のせいで周囲の温度を肌はだ寒ざむく感じて、美晴は小さく震ふるえた。


　はい、と応じながら目を伏ふせて、強く願う。


『王の指輪』を手に入れたい。


　ゲームに負けて、指輪のおまけで一晩だけアーサーのものになるなんて、とても受け入れられなかった。











　帰国を明日に控ひかえた金曜日ともなると、美晴の神経は朝から痛いほどに張り詰つめていた。


　語学研修の最後の授業も、ろくに頭に入らない。


　今夜、二十四時でゲームは終しゆう了りようしてしまう。残された時間はごくわずかだ。


　二週間だけのクラスメイト達とメールアドレスを交こう換かんして別れ、急いで帰宅した美晴は玄げん関かんホールで見つけたアーサーに早さつ速そく勝負を挑いどんだ。


『──おっと。まったく油断も隙もない』


　出会い頭がしらに急きゆう襲しゆうしたのに、両手を一ひと纏まとめにして摑みあげるアーサーの余よ裕ゆうときたら、いっそ腹立たしいほどだ。


『なんで、そうやって邪じや魔まするんですか』


　勝負を争うゲームである以上、それは愚ぐ問もんだ。けれど猫の子を摘つまみ上げるような容易たやすさで腕うでを捕とらわれた悔くやしさに、美晴はつい恨うらみがましく青い瞳を睨にらんでしまう。


『そんなに勝ちたいか』


『勝ちたいです』


　勝って二つの指輪をアーサーに返し、『ロイヤル・ロマンス』の伝説など綺麗になかったことにしたい。


　即そく答とうした美晴に、アーサーは一いつ瞬しゆん複雑な顔を見せた。困ったような傷ついたような、そんな表情を苦く笑しようの中に溶とかし込んでいたような気がする。


　ずきりと胸が痛み、美晴は吸い寄せられるように彼の瞳の奥を覗き込んだ。けれど、


『──お茶が冷めるんですが』


　アーサーの奥底に隠かくされている感情を探さぐり当てようとした美晴の意識は、静かな声に遮さえぎられた。はっとして振り向くと、腕うで組ぐみを解ほどいたレイが軽く肩かたを竦すくめている。


『ごめんなさい。今行きます』


　途と端たんに後ろめたさが込み上げてきた。美晴は摑まれていた手を振り解き、アーサーから逃げるように小走りで居間へ向かう。レイがなにか含ふくみのある眼まな差ざしを美晴に向けてきたけれど、口に出してはなにも言わなかった。


『……この後の商談の根回しは済んでいると仰おつしゃっていましたね』


『その通りだ』


『エアチケットの手配もしてしまったとか。どちらも無む駄だにならないといいんですが』


『さあ、どうだろうな』


　レイの小さな溜ため息いきと、苦笑ぎみのアーサーの声を背中に聞いた。


　その会話の意味がわからなくても、気にする必要なんてない。


　自分は明日には二人と別れ、日本へ帰るのだから。


『それでは、私はこれで』


　三人での最後のティータイムの途と中ちゆう、鞄かばんを手にしてレイが立ち上がった。


　今日は商談があるとかで、レイはそれを済ませたら直帰の予定になっている。


　明日は休日なので、レイがこの屋や敷しきに来ることはない。プライベートではわからないけれど、そこは美晴には関係のないことだ。


　レイとは、今日の今が最後になる。けれどレイは美晴に別れの挨あい拶さつやお礼を言う暇ひまも与あたえてくれず、軽い会釈を残して屋敷を出て行ってしまった。


『……ほんとに行っちゃった』


　レイはアーサーの恋こい人びとだから、美晴にとっては恋こい敵がたきになるはずだ。けれど美晴はレイのことも好きだった。最初はあんなに怖こわいと思ったのに、一見冷れい淡たんな言動から窺うかがえる優やさしさや気き遣づかいに触れるうち、気づけば慕したうようになっていた。これでお別れか。そうと思うと寂しいけれど、レイらしい別れ方のような気もした。


「出かけようか」


　レイの出て行ったドアを見つめて立ち尽つくしていると、アーサーが肩を並べてきた。誘さそいの言葉は日本語だ。学校が終わり、レイがいなくなったので日本語解禁になったらしい。


「出かけるって、どこへ行くんですか」


　アーサーが付き合ってくれたから、両親が訪おとずれた場所はほぼ回り終えている。


「ガードナー・コレクション。あの美術館の中庭をまだちゃんと見ていなかっただろう」


「ガードナー、コレクション……」


　嚙かみ締しめるように呟つぶやいたその名は特別な感かん慨がいをもたらした。


「そっか。……なんか、色々あって忘れてました」


　小さく微ほほ笑えみながら、脳のう裏りに様々な場面を思い描えがく。両親の思い出を追いかけて辿たどったどの場所も、気づけばアーサーとの思い出として美晴の中に刻まれていた。


　その中でもガードナー・コレクションは特別だ。


「行くだろう？」


　断る理由はなにもない。


　はい、と小さく顎あごを引いた。
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　人ひと影かげはまばらだった。


　ホーク・アイの犯行日の混雑ぶりが噓うそのように閑かん散さんとしたガードナー・コレクションの館内を、二人は言葉少なに見て回った。


　美術館も石造りの回かい廊ろうも、たった二週間前に訪れた場所なのになんだかひどく懐なつかしい。ただ、『王の指輪』が展示されていた二十四室は改装のため立ち入り禁止になっていた。


「探していたアリアという骨こつ董とう店てんだが、数年前に店を閉めたそうだ」


　中庭を見下ろす回廊を東へと進みながら、アーサーが教えてくれた。


　オークションハウスからの帰り際ぎわ、居合わせた人々にアリアのことを尋たずねてみたのだという。


　美晴の脳裏にあのときの子供じみた自分の態度が蘇り、顔から火が出そうになった。自覚はなかったけれど、あの時点で自分はアーサーのことを好きになっていたのだろう。だから彼を遠くに感じることが寂さびしくて、彼を取り巻く女性には嫉しつ妬として、勝手にオークションハウスを飛び出した。


「アリアはロンドンではなく、バースにあったらしい。小さいが、時々驚おどろくような掘ほり出し物が見つかる店だったようだ」


　あのとき尋ねた人々のうちの何人かが情報をくれたという。そのどれもが同じ内容だったので確かく認にんしたところ、アリアという骨董店が閉店したことは間ま違ちがいないということだった。


「……そっか。アリアはなくなっていたんですね。調べてくれてありがとうございました」


　寂しさが風のように首の後ろを掠かすめたが、美晴はその事実を落ち着いて受け入れることができた。思ったほど落らく胆たんしていないことが不思議なような、そうでないような、妙みような気分だ。


　アリアという骨董店は両親にとっての大切な思い出の店なのであって、美晴のものではないからかもしれない。美晴は両親の辿った道を同じようになぞるのではなく、これから自分自身の足そく跡せきを刻んでゆき、その道々で自分にとっての大切なものを得ていくのだろう。


　回廊から見下ろす中庭には、手入れの行き届いた生いけ垣がきが幾き何か学がく模様を描いていた。白い石を敷しき詰めた小道と緑の対比が目に鮮あざやかだ。


　生垣で区切られた不思議な形の庭の向こうに大理石の噴ふん水すいがあり、様々な種類のトピアリー、つるバラの絡からめられたアーチやブランコなどがバランス良く配置されている。花か壇だんや生垣の中には色とりどりの花が競きそうように咲さき誇ほこり、風に煽あおられて二階にまでその芳ほう香こうが届いてきた。


「ここだ」


　東の回廊の真中でアーサーが立ち止まる。見てごらん、と指をさされた方向を見て、あ……、と美晴は声を漏もらした。


「これは──」


　庭の中央。自由な曲線を描いていたかに見えた刈かり込まれた緑の低木が、明確なラインを描いて浮うかび上がってくる。


　なんだろう──人、だ。横を向いた女性の立ち姿。


　植えられた花々がドレスや手元のブーケとなって、花と緑で描かれた女性の姿を優美に彩いろどっている。


　ティアラのような噴水の噴ふき上げる水の粒りゆう子しが陽射しを受けてきらきらと輝かがやき、白い花々と共に彼女の頭上をふわりと覆おおっていた。優しい曲線を描く水路と、その縁ふちに植えられた淡あわい色しき彩さいの花々が長く尾おを引いている。あれは花はな嫁よめのベールだ。


　結けつ婚こん式の直前か、それとも最中なのだろうか。幸せそうな光景だった。うさぎや小鳥のトピアリーや天使の彫ちよう刻こくに囲まれて、彼女は静かに顎を上げ、まっすぐに前を向いている。


「……ここからでないと、見えないんですか」


「そう。東の回廊の中央から右へ、およそ二歩。花嫁の介かい添ぞえをする父親の位置だ」


　噴水や芝しば生ふ、石いし畳だたみ。ノットガーデンにボーダーの花々。他ほかの場所から見たときは、ただ美しいだけのどこにでもあるような庭園だった。けれどこの位置に立った途端、まるで騙だまし絵のように隠されていたものが浮かび上がってくる。


「母さんが感動したはずです。新しん婚こん旅行の最中だったんだから」


　くすりと笑えみが零こぼれた。母は雑貨が好きで花が好きで、いつまでたっても夢見る少女のような人だった。


　この景け色しきを見たとき、きっと母はあの女性に自分を重ねただろう。この庭を造ったであろう女性の父親に、やはり自分の父親を重ね、感動して涙なみだぐんだに違ちがいない。そんな母を慌あわてて宥なだめる父の姿が目に浮かぶようだ。


　胸に温かなものが満ちた。


　母が見たものを見て、同じように感動できなかったらどうしよう。そんなふうに考えていた自分が今はおかしくて、少し悲しかった。


　あのときの自分は母が生きていた頃ころの家族に固こ執しゆうしていた。過去にしがみついていた。


　けれど、もうそればかりに捕とらわれていないで今を大事にしよう。今、感じていることや隣となりにいてくれる人のことを心に刻みつけておきたい。後こう悔かいすることのないように。


「私の今がなくなったら、どうするんだ」


「……え？」


　自分の思いに沈しずんでいた美晴は、その言葉を理解するのに一呼吸遅おくれた。


「そう言ったそうだな。レイから聞いた」


　あ…、と気まずい思いで目を伏ふせる。


「ごめんなさい。わかったような口をきいて」


「なぜ。謝るようなことじゃないだろう」


「だって俺も、こうして両親が訪れた場所を辿っているし。人のこと、言えなかった」


　でも、と美晴は、陽ひ射ざしに暖められた石造りの手て摺すりに両手を乗せる。


「でも俺、少し変われたような気がします」


「変わった？」


　アーサーが興味を示して尋ねてくる。頷うなずいた美晴は吹き抜ぬける風に顎を上げ、柔やわらかそうな雲を浮かべたロンドンの夏空を仰あおぎ見た。


「今まで俺には、余よ裕ゆうが全然なかったんだと思います。母さんがいなくなったことや父さんが帰ってこなくなったことが納なつ得とくできなくて、受け入れられなくて。どうしたら寂しくなくなるんだろう、どうしたら父さんは前みたいに俺のこと見てくれるだろうって、そればかり考えて、苦しいだけだった。でもロンドンに来て色んなことがあって……、ちょっと変われたと思います」


「どんな風に」


「それは……、うまく言葉に出来ないけど」


　どう説明しようかと言葉を途と切ぎらせた美晴のことを、アーサーはゆっくりと待っている。美晴は自分の中に生じた変化を考え考え言葉にした。


「ロンドンに来て、あなたに出会って。あなたは泥どろ棒ぼうだったり、変なゲームを仕し掛かけてきたりで、最初はおかしな人だと思いました。あなたに振ふり回されて、毎日大変だった。でも、そうやって振り回されて心を思い切り搔かき回されたら、ぎりぎりまで一いつ杯ぱいになっていた気持ちの中に、なんていうか……余白、みたいな部分ができたんです」


　そうしたら呼吸が少し楽になって、周りが見えるようになってきて。


「その余白のところに、あなたの優やさしさとか、温かさが……沁しみ込んできた」


　それは美晴の中に居座って、消えるどころか徐じよ々じよに広がり、気づけば心の大半を占しめていたのだけれど。それは言う必要のないことだ。


「一いつ緒しよに両親の足そく跡せき巡めぐりをしてくれたでしょう？　骨董店も探してくれた。見つからなくて落ち込むと、あなたはいつも励はげましてくれて……嬉うれしかったんです、凄すごく。心強かった。あなたが傍そばにいてくれたから、両親の思い出の場所を回っていても寂しくなかった。母さんのことを考えるといつも悲しくて苦しかったのに、今はもうそんなふうには思わない」


　懐なつかしいような、優しい気持ちで思い出すことができる。


「そうやって自分の気持ちを整理できたのは、たぶん……あなたのおかげだと、思っています」


　話しているうちに、パニックになった展示室から連れ出される直前に、アーサーの上着に包まれた感覚を思い出した。


　あのとき美晴は、自分の周囲に常に存在しているあらゆる棘とげから守られたような気がした。痛いことも怖こわいこともないように、優しくて温かいものにすっぽりと包み込まれたような──。


　あのとき感じた安心感は、今でも美晴の胸に残っている。もしかしたら、あれが変化の第一歩だったのかもしれない。


「随ずい分ぶんと持ち上げられたものだ」


　アーサーが微び苦く笑しようを浮かべながら、珍めずらしく目を伏せて呟つぶやいた。


「私はそう温かい人間じゃない。それでもそう感じたのなら、それは美晴が私を温めたせいだ」


「え、……？」


　美晴は瞬まばたきをした。


「私にとっても美晴は温かかったということだよ」


　意味がよくわからない。そんな思いを乗せたまま美晴はアーサーを振り仰いだけれど、彼はもうどこか遠くへとその眼まな差ざしを向けていた。


「真しん珠じゆがどうやって生まれるか、知っているか」


　急な話題の転てん換かんだったが美晴は「いいえ」と首を振り、彼の話にじっと耳を傾かたむけた。


「砂や棘や小さな異物が、なにかの弾はずみで貝の中に紛まぎれ込む。貝の身体からだは柔らかく、少々の異物にでも簡単に傷ついてしまうから、異物の存在は貝にとって酷ひどい苦痛だ」


　異物に傷つけられないように、貝は懸けん命めいに殻からの内側と同じ成分の膜まくを吐はき出し異物を包み込んでいく。けれど、その膜はあるのかないのかわからない、極限の薄うすさだ。


「貝は時間をかけてそれを包み続け、幾いく千せん幾万と膜を重ねていくことでようやく苦痛から解放される。そうして生まれるのが、真珠だ」


　あの美しさは、貝が長い苦しみを克こく服ふくした証あかし。


　そう締しめくくったアーサーが、やがてこちらを顧かえりみて、


「似ているな」


　薄く、それこそあるかなきかの微ほほ笑えみを浮かべた。
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「そろそろ諦あきらめたらどうだ」


「嫌いやです」


　首を振って即そく答とうする。


　最後の夕食を済ませて帰宅してからも、指輪を巡めぐる攻こう防ぼうは続いていた。


　けれど何に意欲を削そがれたのか、ガードナー・コレクションへ行く前までの切せつ迫ぱく感は美晴の中から立ち消えていた。


　ゲームには勝ちたい。勝たなきゃいけない。


　そう自分を奮起させてみるものの、どうしてか上手うまくいかずにいる。


　今はソファに腰こし掛かけたアーサーの膝ひざに、横座りの格好で捕つかまえられていた。アーサーの両手が美晴の手首をそれぞれ摑つかみ、そのまま緩ゆるく抱だきしめる形で背中に回されている。左ひだり肩かたに額を乗せられて彼の髪かみが顎あごや頰ほおに触ふれるのを感じたら、抗あらがうどころか身動き自体ができなくなってしまった。


「あの、は、放はなしてください」


「放したらまたすぐ指輪を狙ねらうつもりだろう」


　少しは休きゆう憩けいさせてくれ、と柔らかく抱き直されて美晴は微かすかに身じろいだ。


　こんなふうにアーサーに触れられるのは久しぶりだ。温かい腕うでに包まれていると陶とう酔すいしたように力が抜けてしまいそうになるけれど、美晴はぎりぎりの所で必死に自分を保っていた。


　──このまま、時間が止まればいい……。


　こみ上げてくる切なさを目を閉じて封ふうじ、今にも溢あふれそうな思いを留とどめる。そうしてじっとしていると、アーサーが脈みやく絡らくもなく尋たずねてきた。


「留学する予定はないのか」


「留学……？」


「高校を卒業した後の話だ。こっちにも優ゆう秀しゆうな教授は大勢いるし、レベルの高い大学もある」


「それ、は……まだ、なにも」


　感情が揺ゆれたりしないように、美晴は緩く首を振る。


「先のことは、考えていません」


　そうか、とアーサーは溜息混じりに答えた。そして、背中で軽く拘こう束そくしていた美晴の手首を解放すると、今度は腰こしに緩く腕を巻いて両手の指を組み合わせる。ついでのように、肩かたに乗った頭の向きも変えられて、首筋にかかった彼の吐と息いきに美晴は飛び上がりそうになるほど驚おどろいた。


「ちょ、ちょっと、あの……っ」


「ん？」


「くすぐったい、ん、ですけ、ど」


　するとアーサーが喉のど声ごえで笑い、ふっと息を吹ふきかけてくる。


「ひゃっ……!?」


　奇き妙みような声をあげて身を縮こまらせる美晴に、アーサーは軽く声をたてて笑った。


「美晴は面おも白しろいな」


「……っ、普ふ通つう、いきなりそんなことをされたら誰だってこうなります！」


　もう付き合っていられない。アーサーを押しのけて立ち上がろうとした美晴は、しかし本当に逃にげることが出来そうなほど緩い拘束に、逆に動きを制された。


　子供が親に抱っこされているような、そうでなければ恋こい人びと同士がいちゃついているかのような格好は、自覚してみれば恥はずかしい。けれど、これまで確かに囲い込まれていたはずの腕を、逃げたければいつでもどうぞといわんばかりに開かれてしまうと、これ幸いと逃げ出すよりも心こころ許もとなさが先にたち、離れることができなくなった。


「そう毛を逆立てるな」


　強こわ張ばった美晴の背中を、アーサーが宥なだめるように叩たたいてくる。


「だって、あなたが……っ」


「もうしない。だが私は、基本的に嫌がられると余計やりたくなる性質なんだ。これ以上悪戯いたずらされたくないなら、大人おとなしくしているといい」


「そんな勝手な」


「そうだな。それでも許してくれるだろう？」


　ここにこうしているのだから、とアーサーは、彼の膝から降りようとした美晴が結局はそうしなかったことを暗に指し摘てきしてきた。


「あと少しでいい。このままで」


「……」


　彼らしくない気弱な声に、美晴は嫌だと言えなくなった。けれど、このままでいて良いわけもない。


　返答に窮きゆうしているうちにアーサーが美晴の腰を抱き、今度は息がかからないように顔を美晴の背中側へ向けると、肩に片頰を預けてきた。こうして彼の温ぬくもりに包まれたら、もうどうしようもない。好きになったほうが負けというのは本当なんだなと美晴が微かな溜ため息いきをついたとき、ふと視界の隅すみでなにかが光った。


　──……指輪だ。


　こくり、と小さく喉が鳴った。アーサーが上体を前まえ屈かがみにしているせいで、ポケットの中の『王の指輪』がはっきり姿を見せている。美晴は暖だん炉ろの上の時計を見やった。十一時五十四分。


　──今なら……。


　見えない糸に引かれるように、美晴の右手が持ち上がった。


　白いシャツのポケットの底に沈しずんでいるギメル・リング。あれを取ったら美晴の勝ちだ。


　ポケットの縁ふちに指先がかかり、美晴はつと眉まゆ根ねを寄せた。静けさが耳に痛い。こめかみで脈打つ鼓こ動どうの速さに頭痛のような痛みを感じた。


　静かに息を吸い込んで、止める。シャツの生き地じにもアーサーの肌はだにも触れないように、そうっと指を忍しのばせた。波をたてずに水の中に沈むように、ゆっくり、ゆっくりと静かに。


「──っ」


　指先に金属の感かん触しよくが触れた。


　その瞬しゆん間かん、痛いほど心臓が竦すくみあがり、美晴は自分がなにか酷い間ま違ちがいを犯おかしているような不安に襲おそわれた。


　──なんで？　だって、これを取れば……。


　なにもかもが終わる。この理り不ふ尽じんなゲームの幕を、自分の望む通りの形で下ろすことができるのだ。


　美晴が勝てば、指輪としても伝説としても『ロイヤル・ロマンス』を諦めるとアーサーは最初に約束した。


　──諦め、る……？


　胸の奥で、すっとなにかが落ちていく。


　そうだ。『王の指輪』を奪うばったら、美晴のほうこそアーサーを諦めなければならない。『ロイヤル・ロマンス』の伝説を自分自身で阻そ止しするというのは、そういうことだ。


「……」


　熱を失った指先が震ふるえた。


　元々それが目的だったのに、なぜ今になってこんなにも迷うのだろう。


　好きな人に遊ばれるのは嫌だ。そんなことには耐たえられない。そう思っていたじゃないかと、心のどこかが叫さけんでいる。


　でも、この思いをなかったことにはしたくない。


　しかし美晴は明日、日本へ帰国するのだ。恋人のいるアーサーとは、なにも言わず、なにもないまま別れるのが最善だ。


　それでも今はまだ、この温もりから離れたくない。


　これで最後だ。今夜は、アーサーと過ごせる最後の夜。


　──……どう、しよう……どうしたら……。


　この屋や敷しきに来た最初の夜も、指輪を巡って美晴はアーサーに悩なやまされた。だが、あのとき美晴が出した答えは、アーサーの望みに添そうものだったはずだ。


　だったら今度は……？　最後の夜は──……。


「……っ」


　ポケットに指輪を残したまま、美晴はそっと手を引いた。


「──取らないのか？」


　そのタイミングを見計らったように、肩かた口ぐちから落ち着いた声がする。彼はこちらを見てもいないのに、冷たくなった美晴の指を迷わずその手に包み込んだ。


「今なら取れる」


　捕とらわれた手を再び左胸へと導かれ、美晴は小さく首を振ふった。


「や……」


「私には今、『王の指輪』を守る気がないんだ」


「そんな、……どうして」


「説明するまでもない、単純な理由だ」


　言外に、わかるだろうと伝えてくる。


　わからなかった。アーサーの考えることなど美晴には想像もつかない。


「取らないのなら私の勝ちだ。どうする？　タイムリミットまであと二分」


　アーサーがゆっくりと顔を上げた。美晴は戸と惑まどい、選せん択たくを迫せまるブルーグレイの静かな双そう眸ぼうを途と方ほうに暮れて見返すばかりだ。


　なぜ最後の最後で、美晴に選ばせようとするのだろう。今『王の指輪』を盗ぬすまれても、美晴が二つの指輪を揃そろえて返すつもりでいることを察しているからだろうか。


「いいのか。取らなくて」


　尋たずねてくる口調が、確かく認にんするようなものになった。でも、なにを──？


　負けてもいいのかと問われているのではないことは、なんとなくわかった。真しん摯しな双眸は単なるゲームの勝ち負けではなく、もっと深い部分の確認を取ろうとしている。けれど、その深い部分がなんなのか、美晴にはまるでわからない。


　──レイさんなら、わかるのに。


　自分ではやはり駄だ目めなのだ。なにもわからない。伝わらない。美晴の顔が泣きだしそうに歪ゆがんだ。


「いいのか、美晴。本当に……？」


「だって、」


　心を揺さぶられたせいか、封ふうじていた思いが胸から溢あふれて全身に広がっていく。それは身体からだの中に納まりきらず、声や吐息、眼まな差ざしに溶とけて身体中からほろほろと零こぼれているような気がした。


「あと一分」


　アーサーの表情が優やさしく、それ以上に甘くなり、美しい微び笑しようが広がった。


　勝利を確信した喜びだろうか。いや、もっと違ちがう種類の嬉うれしさが表れている。ずっと欲しかったものをやっとのことで得たような、満ち足りて幸福な微笑みだ。


『花はな嫁よめの指輪』が完全に手に入るからだろう。二つの指輪を取り戻もどし『ロイヤル・ロマンス』として復活させることができるからこその笑え顔がおなのだ。


　──も、いい……。


　目め尻じりに溜たまった涙なみだが一ひと粒つぶ、睫まつ毛げに弾はじかれて転がり落ちた。


　初めて見るその表情にこれ以上ないほど速くなった鼓動が、抜ぬけない棘とげのように刺ささっていた罪悪感を押し流す。


　こんなに嬉しそうな顔を見られた。美晴が負けることで、彼はこんなにも幸福そうに微笑むのだ。


　だったら、もういい。


　もう、自分の負けでいい。


　負ければ今夜、美晴はアーサーのものになれる。


　最後に一度だけそうなれるなら、彼にとっては遊びでも、指輪のおまけでも構わない。


　カチリ……、と厳おごそかな音を響ひびかせてアンティークの置時計の長針と短針が重なった。


　二十四時。


「──私の勝ちだ」


　アーサーの唇くちびるが瞼まぶたに触ふれて、じんと熱く痺しびれた。





　　　　＊





「ん……」


　そっと横たえられたベッドの上で、きりもなく重ねられる口づけを受ける。


　意外だった。


　ゲームが終わったら一番に『花嫁の指輪』の返へん還かんを求められると思っていたのに、アーサーは美晴の唇を一度楽しげに啄ついばむと、膝ひざに乗せていた身体を抱だき上げて寝しん室しつへ向かった。


　美晴は一いつ切さい抗あらがわず、アーサーの下で大人おとなしくされるがままになっている。


　──……ごめんなさい。


　素っ気ない、けれどふとした拍ひよう子しに優しさを映す銀ぎん灰かい色しよくの瞳ひとみが脳裏に浮うかんだ。


　レイには謝ってばかりだと、以前思った。本当に自分は謝らなければならないことばかりしている。……最低だ。


　今夜だけ。一度だけ。そう言い訳をして罪悪感から目を逸そらし、子供のように自分の願いだけを必死に握にぎり締しめている。けれどその拳こぶしは小刻みな震えを止められずにいた。


「大だい丈じよう夫ぶだ、酷ひどいことはしないから」


「……は、い」


　アーサーが緊きん張ちようして硬かたくなった背中を包むように抱いてくれた。クレイマンに襲われたときのことを美晴が思い出したと思ったのだろう。怯おびえていないかと心配しているアーサーを、美晴はまっすぐに見上げた。


「大丈夫です。だから……」


「美晴……？」


「……して、ください。約束だから」


　あなたの、好きなように。


　思い詰つめるあまり涙ぐんだ目め許もとに、苦く笑しようを浮かべた唇が触れてくる。


「そんなに悲ひ愴そうな顔をするな」


「してません」


　だから、早く。


　急がないと夜が明けてしまう。


　約束を口実に、美晴は自分の気持ちを隠かくしていたけれど、言葉にできない素す直なおな思いは全身が雄ゆう弁べんに語っていた。それを知っているのは、語られるものを正確に読み取って笑えみを深めた男だけだ。


「無理だと思ったら、そう言うんだ。意地を張らずに」


　嫌いやだとも無理だとも、絶対に言わないと決めていた。拒きよ絶ぜつの言葉を口にしたら、アーサーはそこで手を止めて美晴から離はなれてしまうだろう。けれど、いいねと目を覗のぞき込んで念を押されたので、形ばかり頷うなずいた。


　それでアーサーの中でも区切りがついたのか。


「……ん、ふ……っ」


　薄うす絹ぎぬを幾いく重えにも折り重ねていくような、触れるだけだった口づけが変わった。


　嚙かむように触れて下した唇くちびるを強く吸い、美晴の唇を痺れさせて緩ゆるめると舌を差し入れてくる。


　絡からみつく舌の力強さ。もっと深くと欲を見せて角度を変えていく唇に、背筋や首筋にぞくぞくするような痺れが走った。


　優しさの中に少しずつ獰どう猛もうさを滲にじませはじめたキスに翻ほん弄ろうされているうちに、シャツのボタンを外された。熱い手のひらが脇わき腹ばらに触れて、身体のラインを確かめるように撫なでてくる。


「……ぅっ……ン……っ」


　素す肌はだに触れられる刺し激げきに強こわ張ばった舌先を甘く吸われ、瞬しゆん間かん的に張り詰めた身体からゆるゆると力が抜けていった。同じところを撫で下ろした手が、美晴の細い腰こしを抱く。力を込めて腰を軽く浮かされて、下か肢しの衣類を取り去られていくのを感じた。壊こわれ物の包みを解ほどくように大切に扱あつかわれているのがわかって、喜びと切なさに胸が締め付けられる。


　自分も服を脱ぬぎ捨てて、アーサーが覆おおい被かぶさってきた。体格がいいことは知っていたけれど、胸の広さや厚みを直接触れた肌はだで感じたら頭の芯しんがじんと熱く痺れた。


　濡ぬれた唇をもう一度吸われ、キスが首筋へ移っていく。クレイマンに嚙まれたところは特に念入りに触れられた。くすぐったいのとぞくぞくするのとで思わず首を捻ひねったら、反対側の耳を嚙まれた。


「ぁ、んっ……」


「こっちのほうが感じるのか」


　びくっと大きく反応すると、楽しげな声が右耳に直接吹ふき込まれた。アーサーの舌先が甘いものを味わうように耳じ殻かくを辿たどり、とろりと中へ差し込まれる。


「…っ……ぅ、く……」


　きつく目を閉じて、美晴はシーツを握り締めた。耳の中で舌の動く音が頭に響き、なんともいえない感覚に足の爪つま先さきが丸くなる。


　──や、どうしよう……っ。


　耳を刺激されると、身体がじっとしていられない。ちりちりと身体のあちこちでなにかが疼うずき、小さくのたうつ爪先がシーツを柔やわく蹴けりはじめる。少しずつ引き出されていく官能を更さらに高めようと、肌を愛あい撫ぶしていたアーサーの手がふいに美晴の胸の頂を摘つまみ取った。


「っ、あっ……!?」


　ぴんと張り詰めた神経を直接弾かれたような刺激に、びくりと身体が逃にげかかった。それを空いた腕うでに抱き寄せられて、更に胸を弄いじられる。


「…な、ぁっ……な、に？……っ、は、……ぁんっ……」


「ここは好きなようだな……？」


　耳を濡らす唇が笑ったのがわかったけれど、言い返す余よ裕ゆうなど美晴にはない。


　──や、やだ、……それ、嫌……っ。


　柔らかかった小さな乳ち首くびがゆるゆると擦こすられて次し第だいに硬く尖とがっていく。これまで気にも留めていなかったその場所は、少し触れられただけで驚おどろくほど鋭えい敏びんな感覚を生んだ。痛いようなむず痒がゆいような、ひどく切ないその感覚はなぜか腰に直結していて、刺激されると美晴の身体からだを淫みだらがましく跳はねさせる。


「……ゃ、ん、んん……っ」


　やめて、と口走りそうになり、慌あわてて唇を嚙んだ。鋭するどい感覚が体内で弾はじけ、目を開けていられない。


「小さいが敏びん感かんだな。もうこんなに……硬い」


「うそ、そんな、の……噓うそです……っ」


「噓はつかないと言っただろう？　ほら、こんなだ」


　つんと尖った乳首の硬さを知らしめるように、指の腹で押し潰つぶされた。身体をまっすぐに突つき抜けた切なさに、甘い悲鳴が迸ほとばしる。痛いのに甘い、おかしくなりそうな刺激から逃のがれようと無意識に身を捩よじったけれど、駄だ目めだと強い腕に押さえ込まれ、直後、ぬるりとした感かん触しよくがもう一方の胸を襲おそった。


「ひぁっ……!?」


　はっと開いてしまった目に、アーサーの指に挟はさまれて真っ赤になっている乳首が映った。それだけでも羞しゆう恥ちに気が遠くなるには十分すぎるほどなのに、もう一方のそれを舌先で掬すくうようにくすぐられ、口に含ふくまれるのを見てしまった。


　──やだ……っ。


　全身がかっと熱くなった。なんてことをしているのだろう。想像以上に淫らな光景に頭が焼き尽つくされそうだ。


　けれど美晴の身体はそうされて、びくびくと跳ねてしまっている。両の胸を同時に強く弄られて、声もなく背をしならせては身み悶もだえていた。一方は指で捏こねられて、もう一方は優やさしく舌で扱われ、そうして愛撫を強くされると瞬間的に湧わき起こった恐おそれはあっけなく押し流された。


「あ、あ……っ」


　下腹部にじっとりと溜たまり始めた熱に気づかれないように、美晴は立てた膝を擦り合わせる。こんなに簡単に反応したことを知られたくなくて、やるせない刺激に耐たえながら懸けん命めいにそこを隠していた。けれど愛撫の手が止まらない以上、限界はやってくる。


「あ、も、どう、し……、どうしよう……っ」


「……なにがだ？」


　下腹部が熱い。重苦しい熱をどうにかしたい。けれどそんなことを言えるはずもなく、美晴はわかっていて尋たずねてくる男を涙なみだの溜まった目で睨にらんだ。いつの間にか手た繰ぐり寄せていたシーツを握り締め、身の内を走る衝しよう動どうを堪こらえる。


「どうにかして欲しいところがありそうだな……？」


　毒のように甘い囁ささやきに、たちまち美晴は流された。助けてもらえそうな予感に、こくりと頭が動いてしまう。


「……も、これいじょ……」


「なら、そこを見せるんだ。自分でこれを開いて」


　強く押し付けあうようにくっついている二つの膝ひざ頭がしらに触ふれられて、美晴は鋭く息を飲んだ。


　開く？　自分で？


「……っ、そ、んな……」


　その奥はすでにあからさまな反応を示し、濡れてしまっている。それを見せるように、彼の前で自分から脚を開く……？


　動けずにいる美晴を、アーサーは静かに見下ろしていた。


　その表情は、嫌ならもういいと言っている。


　できないなら無理にしようとは思わない、美晴と過ごすこの時間に特別な執しゆう着ちやくはないのだと、そう言っているように見えて。


「……っ」


　違ちがう、嫌じゃない。そんな意味を込めて美晴は首を振ふった。その意図が通じているのかいないのか、通じているのにはぐらかされているのか、


「嫌なら無理をするな」


　宥なだめるように微ほほ笑えまれ、途と中ちゆうで放り出されることにショックで目の前が暗くなった。


「どこかで私を拒こばんでいるだろう。それを無理に開かせるのは忍しのびない」


　膝ひざの丸みを撫でた手とアーサーの台詞せりふの両方に、美晴は肩かたを震ふるわせた。


「拒んで、なんか、ない……」


「それならその証あかしとして、自分で開いて見せるんだ」


　ここを、と震えている腿ももの内側の柔らかい肌にアーサーが手を滑すべらせる。


「あっ……」


「できないなら、ここまでだ」


　触れていた手を本当に引かれ、美晴は必死にアーサーを見上げた。


「で、できます……っ、約束、したし」


「約束はもういい。本心から受け入れるのでなければ、こういうことは無理だ」


　たしなめるような口調に、美晴は嫌だと首を振る。


「大だい丈じよう夫ぶだから……」


　やめないでください。懸命にそう訴うつたえた。


　今夜だけなのだ。もう次はない。二度と、ない。


　必死の思いを瞳ひとみに込める。


「これは前にも言ったことだが」


　アーサーは相変わらず優しい笑えみを口元に浮うかべていた。──いや。優しげに見える笑みを、口元だけに浮かべている……？


　微笑を裏切る眼まな差ざしの強さに、思わず心が竦すくんだとき、


「私は、欲が深い。手に入れるならすべてだ、美晴。私のものになると決めたなら、身体もそうだが、心も……すべて、私に明け渡わたせ」


「……っ」


　熱い声が、楔くさびのように胸に深々と打ち込まれた。


　ホーク・アイ。そう呼ばれるに相応ふさわしい獰どう猛もうな瞳が真っ直すぐに美晴を射い貫ぬいている。


　優しいだけの人ではないと知っていた。優しい分だけ、ひどく残ざん酷こくな一面を持ち合わせた人だとわかっていた。けれど、


　──もう、他ほかの誰かを好きになることはないかもしれない。


　そんな予感が胸を過よぎり、身体の奥が熱くなる。


「嫌いやだというなら無む理り強じいはしない。だが、そうでないのなら隠かくさずに差し出せ。なにもかも、根こそぎに」


　常にひやりとした冷たさを纏まとっていたはずの声が、熱く鼓こ膜まくを震わせる。欲に濡れて、掠かすれて。高貴な獣けものの牙きばのように、深く身体を抉えぐってくる。


「……大丈夫だ」


　間近で合わせた瞳もいつの間にか色を変えていた。凍こおった湖のようなブルーグレイだったのに、その氷が今は解とけて、深い底を覗のぞかせる青みが濃こく表れている。


「なにも怖こわくない。私の望みなのだから、美晴が恥はじる必要もない。私を受け入れられるなら、自分で脚あしを開くんだ。それだけで、いい。……できるだろう？」


　熱くて甘い声に操あやつられて美晴は小さく顎あごを引き、閉じていた膝をおずおずと開いた。はしたなく濡ぬらしてしまったそこを言われるままに晒さらし、差し出す。


「いい子だ」


　褒ほめられて、額にキスをもらった。口に欲しい。そう思って見上げると、すぐに望みは叶かなえられた。


「ああ、……濡れているな」


「い、わない、で……っ」


「本当のことだ」


　意地悪く笑った唇くちびるが内うち腿ももにキスの跡あとを残し、潤うるんだ先せん端たんを舌先でくすぐる。ぴくんと震えて雫しずくを零こぼした美晴の熱を、彼は飲み込むように口に含んだ。


「……っ！」


　思いもしなかった衝しよう撃げきに身体が一いつ瞬しゆん、強こわ張ばった。


　美晴ははっと目を見開き、けれど一秒も開けていられず、経験したことのない強すぎる快楽からとっさに逃れようとした。しかし、ずり上がろうとした腰こしは強い力で引き戻もどされ、再びすぼまりかけた両脚を大きく広げなおされる。


　一度差し出されたものを逃にがす気はないと、思い知らせるような振る舞まいだ。


「……そ、な……噓うそ……う、そ……っ、あ、ん、あぁ……っ」


　あらわに開かれたそこを舌と唇とで蹂じゆう躙りんされた。


　ねっとりと舌を這はわされ、吸い上げられる快楽は想像したことさえない凄すさまじさだ。一番弱いところを他人の口に捕とらわれたという本能的な恐きよう怖ふと、それ以上の羞恥と不安が美晴の心に爪つめを立てる。


　そんなところを口で愛あい撫ぶされて、びくびく身体からだを跳はねさせている。感じて声をあげているくせに、怯おびえて泣いてもいる。そんな自分を見て、彼はどう思っているだろう。みっともないと思われていたら……。


　しかし、そんなことを気にしていられたのは最初の数秒だけだった。


　胸への刺し激げきと身体を探さぐる手の感かん触しよくだけで追い詰つめられていた身体である。巧たくみな舌技に晒されてはひとたまりもない。


　先端を抉るように舌先で弄いじられびくりと跳ねかけた腰こしは、しかしシーツに強く押さえ込まれて不器用に震えることしか許されなかった。そのまま動けないように固定され、激しい愛撫に晒された美晴は拙つたなく背を反らし、苦しげに髪かみを振り乱みだす。


「あ、はな、し……放はなし、て、っ……汚よごしちゃ……、あ、あぁっ……！」


　怖いくらいに吸い上げられて、堪えきれずに熱を放った。











　乱れた呼吸も汗あせに濡れた身体も、放出の後の気だるさも、なにもかもが恥ずかしかった。


　初めて刻み付けられた深い官能が身体のあちこちで燻くすぶっていて、肌はだを掠めるシーツの感触さえ敏びん感かんになった肌には辛つらい。そんな身体をなんとか動かし、アーサーの目から逃のがれるように美晴はころりとうつ伏ぶせになった。


「どうした」


「……こっち、見ないでください。嫌だったとか、そういうんじゃなくて……恥ずかしいだけだから」


　赤く染まった顔を抱だきしめた枕まくらに埋うずめる。


　初めてだった。裸はだかを見られるのも、愛する目的で触れられるのも、人前で達してしまったことも。だから恥ずかしくてアーサーの顔を見られないのだと、たどたどしく告げる。すると喉のど声で笑いながら、アーサーがうなじに口づけてきた。


「ぁ、っ……」


「そんなに恥はじらうな。見ていたのは私だけだ」


　そういう問題じゃない。見られたのがアーサーだから恥ずかしいのだ。


　けれどそれは口にせず、美晴は身を縮めて枕に額を押し付ける。


「この程度で恥ずかしがっていたら、この先をどうするんだ」


　腰を抱かれたと思ったら、ひょいと持ち上げられて膝を立てさせられた。枕を抱いた上半身はシーツに伏せたままだ。あまりな体勢を取らされて逃れようと身じろいだ美晴は、けれど滑ぬめりを帯びた指が後こう孔こうに触れるのを感じ、びくりと震えて身動きを止めた。


「ひゃ……っ、な、なに？」


「そう怯えるな。身体の準備をするだけだ」


　動どう揺ようを示して跳ねた肩に温かいキスが落ちてくる。ゆるゆると円を描えがくようにそこを撫なでられる感触に嫌だと口走りそうになったけれど、唇の上で嚙かみ殺し、息と一いつ緒しよに飲みこんだ。


「すべて差し出す。そう決めたな……？」


「はい……」


　従順に答えたが、声の震えは隠しようもない。腰だけを高く掲かかげた恥ずかしい姿勢で、美晴は枕に縋すがりついた。


「そう、そのまま」


　満足げな笑みの気配が首筋に伝わってくる。背中やうなじにまめにキスを落とし、美晴の怯えを和やわらげようと温かい手が腰や足を撫でてくれた。


　濡れた指はそこをゆっくり解している。入り口を押すようにして柔やわらかさを確かめて、ずる、と入り込んできた。


「……っ！」


「大丈夫だ」


　そう言われても身が竦むのはどうしようもない。円を描くようにして長い指が入り込んでくる感覚に身体中がぞわりとした。


「痛いか？」


　痛みはない。けれど、


「……怖こわ、い……」


　初めて本音が口をついた。滑りをつぎ足しながらアーサーの指がぬるぬるとそこを出入りしている。それは首の後ろの産うぶ毛げまで逆立つような感覚だ。痛みがないのは本当だが、そんなところから入り込まれ、身体の中を触さわられるなんて想像したことさえなかった。


「すぐによくなる。力を抜いて」


　懸けん命めいに頷うなずいて、アーサーの指を受け入れる。アーサーは美晴の前を手で包み込み、優やさしい刺激を与あたえながら丁てい寧ねいに中を探っていた。時間をかけて硬いそこを慣らし、柔らかく解ほどいていく。


「……ぁ、ンッ」


　いつの間にか二本に増やされた指に、ある場所を押されてぴくんと腰が跳ねた。


　違い和わ感かんと圧あつ迫ぱく感かんの強かったそこに、なにか違ちがう感覚が生まれる。


「ここ、か？」


「あ、ぁっ、待っ……ッ」


　同じところを擦こすられて今度はあからさまに腰が震ふるえた。


　身体中のいたるところに快楽の芽が潜ひそんでいることは、さっき体感させられた。けれどまさか、そんなところにも快感を拾う神経があったなんて。


「そう、いい子だ。だいぶ柔らかくなってきた」


　体内でアーサーの指が蠢うごめく。圧迫感の向こうに、快楽の断だん片ぺんが閃ひらめきはじめた。


　前の昂たかぶりで感じるのとは違ちがう、切ない疼うずきが確かに腰の奥おくにある。それは少しずつ大きくなり、やがてじわりと背筋に到とう達たつした。


「……っぁ、あぁ……あん……」


　身体が熱い。中を搔かき回されることで、なにかとても深いところからじわじわと体温が上がっていく。美晴は息苦しさに喉を反らした。そんなところを弄られるのは初めてで、感覚や熱の逃がし方がわからない。


　身を硬かたくして耐たえていると、二本の指に中を広げられ三本目の指が差し入れられた。その頃ころには手でされなくても美晴の前は反応し、後ろで感じはじめたことを分かりやすくアーサーに伝えていた。


「は、ぁっ……ん、っ……」


「そろそろ、いいか……？」


　いいも悪いもない。知らない感覚に反応するたび後孔が窄つぼまり、ひどく切ない感じがする。収縮しようとする動きに逆らってそこを広げられたり擦られたりすると、腰が勝手に跳ねて揺ゆれて止まらない。身体が熱くて、中でなにかが疼く感じがもどかしくて仕方がなかった。あの綺き麗れいな長い指にそうされているのかと思うと頭が変になりそうだ。


「……ひ、ぁっ……そん、な……奥……っ……」


　差し込まれた指にずるりと奥まで擦られて、いやいやをするように腰が揺れる。


「奥もいいのか。敏感だな」


　アーサーが笑って柔らかくなった内ない壁へきを指先でくすぐった。そうして美晴を高く鳴かせてから、ゆっくりと指を引いていく。


　腰をあげてうつ伏せたまま動けなくなっていた身体を、そっと倒たおされて仰あお向むけにされる。呼吸を乱し、微び熱ねつで意識がぼんやりしているときのように美晴は無防備に自分を組み敷しいている男を見上げた。両脚を開かれて抱かかえ込まれ、爪つま先さきが宙で揺れるのも見えた。


「そのまま力を抜ぬいているんだ」


　上体を倒したアーサーがキスをくれた。深い口づけに陶とう然ぜんとしていると、指を食はんでいた場所に熱いものが押し当てられた。


「あ……ッ!?」


　ぐっと押し入ってきた熱の塊かたまり。熟したように柔らかくなった腰の内側を擦るようにして、それが入り込んでくる。


　弓なりにしなった背がシーツから浮ういた。その背中を支えるようにアーサーが腕うでを差し入れてくる。


「……美晴」


「──ッ」


　身体を穿うがたれて名前を呼ばれ、それだけで火がついたように身体の芯しんが熱くなった。小刻みに揺さぶられ奥へ奥へと入り込まれ、圧迫感とひどい熱さに息が出来ず、喉が鳴る。


「ア、あ、……ッ」


　痛かった。けれど、痛いだけではなかった。


　アーサーが動くたび、はじけた鼓こ動どうが身体中に散らばって指先までじんと熱くなる。その存在を刻み付けるように力強く満たされて、美晴の身体は過か剰じようなほど彼に反応していた。


「大だい丈じよう夫ぶか……？」


「…っ、は、い……」


　慣れるまで少しこうしてよう。そう言ってアーサーが静かに身体を倒してくる。


「……美晴は、いいな」


　ふわ、と前まえ髪がみをかき上げられて、額にキスを落とされた。


「肌も髪かみも、唇くちびるも。どこに触ふれても、なにをしても温かくて柔らかで気持ちがいい」


　言ったところにアーサーが唇で触れてくる。


　嬉うれしかった。隙すき間まなくアーサーで一いつ杯ぱいに満たされて、抱きしめられてキスをされて。


　けれど息が詰つまるような幸福感は美晴の胸を塞ふさぎもする。


　抱き締しめてくる腕も見つめる瞳ひとみも、髪も唇も、本当は全部ひとのもの。──レイのものだ。


　見み詰つめ合う瞳を切なく細めた。そのとき、


「余所よそ見みをするな」


「ひぁっ……！」


　不意に腰こしを揺すられて美晴は細い喉をのけぞらせた。涙なみだの滲にじんだ瞳の上を、別の理由の涙が覆おおう。


　白く反そらした喉のどに優しく歯をたてられて、震えた腰が埋うめ込まれたものを甘くきつく締めつけた。収縮したそこを広げるようにアーサーが深く嚙みあわせた腰を回してくる。


「あ、ぁんっ、待って……っ、お、願い、まだ……っ」


「大丈夫だろう……？　美晴のここは、きつく締まるのに、柔らかい」


「そ、な……っ、言わ、な……ぁっ……」


　声にも表情にも苦痛の色がないことを見て取って、アーサーが動き出した。ゆっくりと、美晴の身体を傷つけないように気き遣づかいながら、感じるように刺し激げきしてくる。


「ああっ……！」


　さっき見つけられた箇か所しよを強く擦られ、強きよう烈れつな痺しびれが腰から背筋を駆かけ抜ける。


　身体に快楽の芯が通り、痛みに紛まぎれて不ふ鮮せん明めいだった快感が一気にクリアになった。体内を行き来する存在感が急に生々しく感じられ、溶とけ出すように熱くなったそこがアーサーを絞しぼるように絡からみつく。


「……うそ、こん、な……っ、ぁっ……あぁんっ……」


　美晴の意思を離はなれてうねりだした襞ひだを、アーサーが強く搔き回す。性器全体で余すところなく中を擦るようにしながら、反り返った胸の頂を口に含ふくんだ。


「……い、あぁっ……」


　もうなにも考えられない。


　力強く揺さぶられる衝しよう撃げきと、身の内を蝕むしばむ泣きたくなるような甘苦しさに耐えられなくなった美晴は、本能的に目の前の身体にしがみつこうとする。


　その瞬しゆん間かん、脳のう裏りに銀灰の瞳が飛来した。


「……っ」


　美晴はとっさに上体を捻ひねり、頭の脇わきに放られていた枕まくらを手た繰ぐり寄せて抱だき締める。


「どうして、そこで枕なんだか……」


　吐と息いきで笑ったアーサーが枕ごと美晴を腕に抱いた。雫しずくの伝う美晴の性器を根元から扱しごきあげながら、奥まで深く抉えぐってくる。


「あ、んんっ……は、ぁっ……っ」


　激しく揺さぶられ、美晴はか細い悲鳴をあげる。もう自分の身体がどうなっているのかわからなかった。どこまでが自分で、どこからがアーサーなのか。もうそれすらもわからない。


「は、あ、ア、ゃっ……──ッ」


　アーサーの腕の中に閉じ込められたまま、美晴は二度目の熱を吐はき出した。少し遅おくれて身体の奥を熱く濡ぬらされる感かん触しよくに震えながら目を閉じる。


　張り詰めていたものが弛し緩かんした。溶け合っていたものが、それぞれ一つの個に還かえる。


　──二週間。


　そのすべてが今、終わった。




　　　　６







　硝子ガラスの粉のように細やかな雨がしっとりと街を濡らしていた。


　密ひそやかな分、より静せい寂じやくを際きわ立だたせる微かすかな雨音を聞きながら荷物を纏まとめ終えるのに、それほど時間はかからなかった。


　必要最低限の準備しかしてこなかったので、着き替がえと文ぶん房ぼう具ぐ、ちょっとした身の回りの品を詰め込み、パスポートとエアチケット、財さい布ふの所在を確かく認にんしたらもう終わりだ。


　借りていた部屋の掃そう除じを済ませて荷物を廊ろう下かに出してしまい、最後にクローゼットに掛かけておいた上品なスーツを取り出した。オークションへ行ったときに着せられたものだ。


　それを今はいないアーサーの部屋へ運び、どこに置こうか迷った末にソファにそっと横たえた。丁てい寧ねいに磨みがいた靴くつを納めた箱とカフスボタンのケースも、一いつ緒しよに載せる。


「返されても困るかもしれないけど……」


　貰もらうわけにはいかない。


　膝ひざを伸のばし、この二週間世話になった礼を綴つづった手紙とギメル・リングをテーブルに置いた。形見の指輪は、たった二週間身に着けなかっただけでどこかよそよそしい他人顔を見せていた。もう自分のものではなくなった指輪から革かわ紐ひもを外さなかったのは、美晴の未練だ。革紐を外せば、自分自身でアーサーとの繫つながりを解いてしまうような気がして、できなかった。


「もう盗ぬすまれたりしないように、大事にしてもらって」


　三年間ずっと一緒だった指輪を名残なごり惜おしく見つめ、振ふり切るように踵きびすを返す。そのまま足早に廊下へ向かいかけ、ふと視界を過よぎった寝しん室しつの扉とびらに無意識に歩みを止めていた。


　あの部屋で目覚め、容よう赦しやのない現実に切り裂さかれたつい数十分前の出来事が蘇よみがえる。


　その電話が鳴り響ひびいたとき、美晴は眠ねむりと覚かく醒せいの狭はざ間まをふわふわと漂ただよっていた。まだ眠いと抵てい抗こうする半覚醒の意識を、その音は否いや応おうなしに現実へと引き摺ずりだした。


『──やったか』


　目覚めてもすぐには頭がはっきりせず、美晴はしばらくぼんやりとしていた。


『いや、予算オーバーといっても予測の範はん囲いだ。よくやってくれた』


　最初は言葉ではなく音としてアーサーの声を知覚していたが、その心なしか嬉しそうな響きに美晴の意識は外界へ向かって急速に開かれた。なにか良いことでもあったのかとぼやけた視界にアーサーを探し、その姿を見つけて意識を集中させた途と端たん、


『──さすが私のレイ』


　見えない手に、心臓を握にぎり取られたかと思った。


「……私のレイ、か」


　吸い寄せられるように見つめていたドアから目を離し、美晴はゆるく頭かぶりを振った。


『今からすぐに行く』


　あの後そう言って電話を切ると、美晴が目覚めたことにいつから気づいていたのか、躊ちゆう躇ちよなくベッドに手をついて彼は言った。


『すまないが、急用ができた』


　そのとき美晴はなにも纏まとっていなかったのに、アーサーは既すでにスーツに身を包んでいた。昨夜のことを引き摺っているのは自分だけだと言外に示されたようで、いたたまれなかったけれど、それ以上に美晴の注意を引いたのは彼の外出先だった。


　レイのところへ行くんだ。そう思った瞬間、離れていこうとした上着の袖そでを摑つかんでしまったときは、我ながら慌あわてた。とっさに寝ねぼけた振りをして誤ご魔ま化かしたけれど、上手うまくいったとは思えない。アーサーは聡さとく、美晴は噓うそが下手へただ。


　アーサーはあのとき、引きとめようとした美晴をどう思っただろう。一度寝たくらいで馴なれ馴れしいと、疎うとましく思っただろうか。


『──すぐに戻もどる。帰ったら少し話をしよう』


　アーサーは眉まゆの辺りに困った様子を滲ませて、ぐずる子供を宥なだめるように美晴の額に口づけた。


　その後見送った後ろ姿が、彼と過ごした最後の記き憶おくになるはずだ。


　帰りを待つつもりはなかった。もう荷物も纏めてある。後はここを出て行くだけなのに、


「……ほんと、どこまで馬ば鹿かなんだろう」


　この期ごに及およんでもう一度顔が見たいだなんて、往おう生じよう際ぎわが悪すぎる。


　一度身体を重ねたら、それで諦あきらめがつくかと思った。実際には諦めるどころか、心臓が潰つぶれそうな苦しさが増しただけだった。もうこの気持ちをアーサーに隠かくし通すことはできないだろう。なにより、そうしようと自分を奮い立たせるだけの気力が既に、ない。


　美晴は静かに部屋を後にし、荷物を手にして階段を下りた。


　アーサーは話をしようと言ったけれど、彼の話は聞かなくてもわかる。『花はな嫁よめの指輪』のことだ。それは手紙と一緒に置いてあるから、美晴が黙だまって消えたところで問題はないだろう。


　──留守の間に逃にげ出すなんて、卑ひ怯きようだけど。


　散々世話になりながら挨あい拶さつもせずに出て行く非礼を許して欲しいとは思わない。感謝の気持ちを書置きのような形でしか残せない、不誠実な自分のことを軽けい蔑べつしてくれてかまわなかった。


「ごめんなさい」


　他ほかに、言葉が見つからない。


　唇くちびるを嚙かみ締しめ、美晴は一人、玄げん関かんのドアを押し開けた。











　けぶるような雨の中、機械的に足を動かし地下鉄の駅へ向かった。


　ハイド・パーク・コーナーのプラットホームに降りると、タイミングよく地下鉄が滑すべり込んできた。ピカデリー・ラインの丸い車両が乗客を吐き出し、飲み込んでいく。


　空いていたシートの端はしに腰こしを下ろすと、美晴は肩かた越ごしにホームの方を振り返った。この街を離はなれる瞬間を見届けたい。


　あっという間の二週間だった。本当に、夢のような。


　ホーク・アイと出会った翌日、まさか再会するとは夢にも思わずあの屋や敷しきへ行ったとき、どんな裏目が出るのかと美晴は随ずい分ぶんびくびくしていたものだった。実際とんでもない裏目が出たけれど、この出会いを後こう悔かいすることはこの先もずっとないだろう。信じていなかった『ロイヤル・ロマンス』の伝説は、半分だけ──美晴の分だけ、真実になるのかもしれない。


　ドアが閉まり、ガタン、と車両が大きく揺ゆれた。


　そのせいか、水すい滴てきが落ちて頰ほおを伝った。小こ雨さめのなかを傘かさもささずに歩いてきたせいだろうか。けれど雨は傘が必要なほどではなく、髪かみや服がしっとりと湿しつ気けを含ふくむ程度だったはずだ。


　不思議に思いながらそれをさっと拭ぬぐった美晴は、違い和わ感かんに目を丸くして濡れた指先を見つめ下ろした。──雨じゃない。


　今度は反対側の頰を雫が伝った。それを拭うと、やはり温かかった。これは、涙なみだだ。


「え、あ、あれ……？」


　自覚した途端、堰せきを切ったようにそれは両目から溢あふれ出した。ぼろぼろと頰を流れ落ちる涙の量に驚おどろいて、手の甲こうで慌てて目め許もとを拭ったけれど、湧わき水のように後から後から溢れてくるのでそんなものでは追いつかない。


　動き出した地下鉄が徐じよ々じよに速度を上げていく。涙で滲にじんだ景け色しきの中、あの屋敷のある街と繫がる駅が飛ぶように後方へと流れ、やがてぷつりと黒く断たち切られた。


「……っ」


　口元を覆おおった右手の隙すき間まから微かに嗚お咽えつが漏もれた。心の半分を抉えぐり取られたかのような痛みに耐たえかねて、左手をきつく胸に押し当あてる。


「……っく、ふ、ひっく……」


　顎あごから滴したたった雫しずくがぱたぱたとジーンズの膝に落ち、不ふ揃ぞろいな水玉模様が描えがかれていく。


　乗り合わせたほとんどの乗客は突とつ然ぜん泣き出した美晴に対して無関心を装っていたけれど、奇き異いの目を向けてくる者もいた。そのことに気づいていても、一度溢れた感情を堰き止めるのはもう無理だ。


　地下鉄に揺られながら、美晴は声を殺して泣いた。











　腕うで時ど計けいはまだロンドン時間を示しており、そろそろ十二時になろうとしていた。


　順調にいけば一時間もかからないはずなのに、ヒースロー空港へ到とう着ちやくするまで一時間半近くを要した。ロンドンの地下鉄は止まりやすいとはいえ、この遅おくれはひどすぎる。美晴を乗せた地下鉄は、まるで壊こわれた涙るい腺せんに同調したように停電や故障でたびたび止まった。


　そのおかげというべきか、空港へ着いた頃ころにはさすがに涙も止まっていた。


　荷物と一緒に地下鉄を降り、ターミナル１へ向かった。ノンストップで美晴を日本へ運んでくれる飛行機はそこから出ることになっている。


　感情の嵐あらしが過ぎ去った後は落ち着いたというよりただ空くう虚きよで、美晴はなにも考えず、目指すターミナルへ向けて足を動かした。


『──再さい婚こんするかもしれない』


　ぼんやりとした心の空白にふと父のメッセージが浮うかび上がる。メモの、ぶれて苦しげな筆ひつ跡せき。そこに葬そう儀ぎを終えた直後の、抜ぬけ殻がらになったような三年前の父の姿が重なった。


　いいよ。美晴はそう、ごく自然に心の中で答えていた。


　──父さんが、そうしたいなら。


　母を失った父の痛みがどれほど深く耐え難がたいものだったのか。今なら少しだけ理解できるような気がする。


　失しつ恋れんでさえこれだけ辛つらく苦しいのだから、母を永遠に失った父はどれだけ打ちのめされたことだろう。実際、父は家に帰ってくることもできなくなるほど苦しんでいた。


　もし、そんな父を優やさしく包んで支えてくれた女性がいて、父がその女性と寄り添そって生きていきたいと願っているなら反対などできるはずがなかった。美晴には、今の自分以上にぼろぼろになっただろう父を支えることはできなかったのだから。


　けれどもし、その人のことを逃げ場にしているなら話は別だ。心に空いた大きな穴を、その人を母の身代わりにすることで埋うめようとしているのなら反対する。そんなの、その人が可哀かわい想そうすぎる。


　片思いの辛さは身に沁しみていた。


「……チェックイン、先に済ませちゃおうかな」


　一つ問題の答えが出たら、また空虚な感覚が戻ってきた。泣きすぎたせいか、ぼうっとしがちな頭の中で出国の手順を追いながら長いエスカレーターを上がっていく。様々な言語が飛び交かう空港の賑にぎ々にぎしさに、この国を離れるのだという実感が湧いてきた。


　手が無意識に胸むな元もとでなにかを探していたことに気づき、苦く笑しようして指を軽く握にぎる。この癖くせは早く直そう。そう思いながら地上階へ出た矢先、


「探し物が見つかった」


　硬こう質しつで冷たい、聞きなれた声が美晴の鼓こ膜まくを打ち据すえた。





　　　　＊





　スーツケースが手元から消えた。


　空になった腕うでを摑まれて、強く引かれる。


　よろめくように近づいた美晴をブルーグレイの瞳ひとみが射貫ぬいた。


「……ど、して……」


「それは私の台詞せりふだ」


　短く言い捨て、アーサーが踵きびすを返した。自然、ぐいっと引っ張られた美晴はアーサーの歩みに従って出口へと引き摺ずられていくことになる。


「ちょ、ちょっと待って、待ってください……！」


　摑つかまれた手を振ふり解ほどこうとしたが、痛いほど力を込められて出来なかった。両足の爪つま先さきに力を込めてその場に踏ふみ留まろうとすると、強ごう引いんに引っ張られて果たせずに終わった。


「俺、指輪は返した、ちゃんと返しました」


　人込みの中、手を引かれながら美晴は懸けん命めいに訴うつたえる。


「指輪はテーブルの上に置いてあります。手紙と一いつ緒しよに、あなたの部屋に」


　アーサーが足を止め、振り返った。その凍こおるような瞳の奥に潜ひそむ苛か烈れつななにかに、美晴は思わず息を飲む。


「私の探し物はこの泣き虫だ」


「……ッ」


　泣いたせいで赤くなった鼻をアーサーがきゅっと摘つまんだ。次いで上着の内ポケットへ手を差し入れ、そこからなにかを取り出すと、革かわ紐ひもを広げて美晴の首にするりとかける。


「こっちのことを言っているなら、これは探し物じゃない。忘れ物だ」


　美晴は呆あつ気けに取られた。これは返したはずの『花嫁の指輪』だ。


「え、だってこれ、どうして……」


「手に入れるときは美晴ごとだと言ったはずだ」


　啞あ然ぜんとして指輪とアーサーを見比べていると、再び腕を摑まれた。ターミナルを出て、屋敷を後にしたときよりも勢いを増した雨の中、声もなく美晴が連れて行かれたのは駐ちゆう車しや場じようだ。見慣れた車の後部シートにスーツケースが放り込まれ、助手席のドアが開かれる。いつかのように強引にシートに押し込まれた美晴がおろおろしているうちに、アーサーは車を発進させた。


「あ、あの……」


　美晴の胸元で『花はな嫁よめの指輪』が頼たよりなげに揺れている。現状に頭が追いつかず、当とう惑わくした目でアーサーを見上げていると膝ひざに携けい帯たい電でん話わを放り出された。


「それで家に連れん絡らくを入れるんだ」


「い、家？　これから帰ります、って？」


「帰す気はない」


　瞬しゆん間かん、視界が翳かげった。駐車場を抜けた車はトンネルに入り、空港の出口へ向かっている。


「電話をかけても問題のない時間帯のはずだ。今はサマータイム期間だから、日本との時差は八時間。向こうは夜の八時前後」


「それは、そうですけど」


「手て違ちがいで帰国のチケットがキャンセルになっていた、取り直したチケットは八月二十七日のものでそれ以前の空席はない、帰国まではホスト・ファミリーの勧すすめに応じてこちらに滞たい在ざいする。そう言えばいい」


「そ、そんなめちゃくちゃな……。冗じよう談だんですよね？」


　時間帯に問題がなくても、内容に問題が大有りだ。


　戸と惑まどう美晴に、しかしアーサーは正面を向いたまま抑よく揚ようのない声で告げた。


「事実だ。今日の飛行機は美晴が起きる前にキャンセルした。これが新しいチケットだ。正規のものだから変へん更こうは利きくが、させる気はないからそのつもりで」


　携帯電話に続いて膝に航空券が投げ出された。トンネルを抜け、明るくなった助手席でチケットを確かく認にんすると確かに日付が八月二十七日になっている。


「……すみません。ちょっとこれ貸してください」


　研修期間の間、美晴のレンタルしていた携帯電話はスーツケースの中なので、断りを入れ、アーサーの携帯で自分の予約したエアチケットの再確認をしてみると、


「ほ、ほんとにキャンセルになってる……」


「だからそう言っただろう」


「なんで、なんでそんなことするんですか!?」


　動どう揺ようもあらわな美晴に対してアーサーは眉まゆ一つ動かさない。冷ややかな眼まな差ざしはフロントガラスに向けられたままだ。


「日本は九月一日から学校が始まるんだろう？　帰すのは、本当ならぎりぎり三十日にしたかったんだが、時差ぼけや準備を考こう慮りよにいれると二十七日が限度だった」


「そういうことを訊きいてるんじゃなくて……っ」


「そうだな。私のしたい話も、そんなことじゃない」


　さらりと答えたアーサーの声こわ音ねが、一いつ切さいの甘さを削そぎ落とし、ただ冷たく響ひびいていることに気づいて美晴はその横顔に目を向けた。たった二週間の付き合いだが、彼がこんなふうに表情をなくすのは相当怒おこっているときだと、もう美晴は知っている。


　──どうしよう……。


　減速し、右折した車がロンドン中心部へ向けて再びスピードを上げていく。


　息が詰つまりそうな沈ちん黙もくの中、トン、と苛いら立だった指先がステアリングを叩たたいた。その音にびくっと肩かたを跳び上がらせて音源へ目を向けると、アーサーの人差し指が携帯電話を指し示す。


　ここは逆らわないほうが無難だ。


　大人おとなしく父の携帯に電話をかけると留守番電話サービスに繫つながった。帰国が遅おくれることを告げ、迷ったが、思い切って再婚のことにも触ふれておいた。さっき自然と導き出された結論を吹ふきこみ、通話を切る。父にはアーサーの家の住所と電話番号を伝えてあるから、なにかあったら電話なりメールなりで連絡を取ってくるだろう。美晴はアーサーに携帯電話を返した。


「それで──？」


　受け取った携帯をポケットに滑すべり込ませながら、アーサーが低く促うながしてくる。


「それで、って……」


「逃にげた理由は」


　凍りついたような無表情の中、目だけが動いてこちらを射た。鋭するどい視線の圧力に、美晴は思わず顔を伏ふせる。常に視界のどこかに入っているワイパーの動きが、自分自身の投とう影えいだろうか、ひどくうろたえているように見えた。


　──なんて、言えばいい……？


　本当のことは言えないし上手うまい言い訳も見つからない。答えようがなくて押し黙だまっていると、


「美晴は、本当にわからない」


　冷れい淡たんな口調が、美晴の心臓を竦すくませた。


「裏表はない、噓うそはつかない。ついても下手へたで、こちらは騙だまされようがない。それでいて考えが読めず行動予測が不可能だ。──厄やつ介かいだな」


　そんな台詞と共に溜ため息いきをつかれた。……厄介。胸にずきりと痛みが走る。


「手に入れたと思ったのは勘かん違ちがいだったようだ。たいしたものだな、昨夜のあれが演技だったとは」


「──ッ」


　素っ気なく放たれた言葉に、すっと血の気が引いていった。動揺を隠かくし切れず身体からだ中が震ふるえそうになるのを、膝の上の拳こぶしを固かたくすることで必死に抑えようとする。


「美晴には好かれていると思っていたが、どうやら騙されていたようだ」


「……そんなの、あなたの思い込みでしょう」


　今にも噴ふきだしそうな屈くつ辱じよくや悲しみ、本音を堪こらえ、美晴はフロントガラスを睨にらんだ。


「俺はそんなこと、一言も言ってません。勘違いです」


「──なるほど。それが本当なら」


　アーサーの瞳ひとみが酷こく薄はくに細められる。


「美晴は、好きでもない相手とセックスするような人間なわけだ」


「な、っ……！」


　残ざん酷こくな言葉がナイフのように、さく、と心に突つき刺ささった。


「そ、そんな、の……っ、そんなこと、しません……！」


　ひどい衝しよう撃げきに呼吸が乱れ、美晴は知らず頭かぶりを振った。固く守っていた壁かべを突き崩くずして秘密を暴あばかれる恐きよう怖ふより、軽けい蔑べつされる恐おそろしさが加速度的に高まっていく。


「だったらなぜ私に抱だかれた。約束だったからだとでも説明するか？　だが、あのとき私は約束はもういいと言ったはずだ。指輪を取らなくていいのかと確認もした。そのどちらも拒きよ否ひして私のものになることを選んだ理由はなんだ」


　非情な声が逃げ道をひとつずつ塞ふさいでいく。


「私のことを好きなわけではないんだったな。なら、からかっていたのか」


「ちが、違ちがいます、からかってなんか、」


「私を騙して煽あおって、楽しんでいたわけだ」


「っ、騙すなんてそんなこと……！　噓じゃないです、演技なんかしてない、俺は本当にあなたが──」


　そこまで叫さけんで、美晴はとっさに呼吸を止めた。


　私のレイ。受話器の向こうにそう呼びかけたアーサーの声が耳の奥に蘇よみがえる。


「本当に私が、……その先は──？」


　冷れい徹てつだったアーサーの声音が急にいつものトーンに戻もどった。数秒遅れてそれが意味するところに気づき、美晴は止めていた息を、は…、と力なく吐はきだした。


　──どこまで馬ば鹿かなんだろう。


　自分の愚おろかしさが情けない。美晴の噓には騙されようがないと言われたばかりだったのに。


　間ま抜ぬけな自分を罵ののしってみても、もう遅おそい。見み透すかされ、ひどい台詞せりふで挑ちよう発はつされて本音を引き出された。美晴がそれと気づくのは、いつも罠わなにかかった後なのだ。


「美晴」


　彼独特のひんやりとして甘い声。これもなにかの誘ゆう導どうだろうか。その声でこんなにも優やさしく呼ばれたら、精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいが脆もろく崩れてしまう。


「その先は……言えません」


「なぜ」


　理由も言いたくない。けれど前しか見ていなかった横顔が微かすかにでもこちらを向けば、それだけで言いなりになってしまうこともわかっていた。


　もう、駄だ目めだ。心の芯しんから駄目になるほど、この人のことがどうしようもなく、好き。でも、


「あなたには、……レイさん、が、……いるから」


「レイ……？」


　思いがけないことを言われたというように、アーサーが瞠どう目もくした。けれど、襲おそい掛かかってくる痛みの予感にぎゅっと両目を閉じていた美晴はそれに気づかない。


「付き合ってるんでしょう？」


　肯こう定ていの返答を、身構えて待つ。しかし、


「……それか」


　しばし流れた沈黙の後に返ってきたのは、呆れ果てたような溜息混じりの呟つぶやきだった。


「わかった。おそらく全部飲み込めた。予想を超こえる馬ば鹿か馬鹿しさだな。どうりで思い詰めていたわけだ」


「ば、ばか……？」


　気の抜ぬけたような口調にそろりと隣となりを窺うかがうと、アーサーが珍めずらしく疲つかれたように片手を額に押し当てていた。


「凄すごいな、美晴。壮そう絶ぜつな勘違いだ。残念ながらレイとはそんな関係じゃない」


　うんざりと放たれた台詞を、すぐには理解できなかった。彼は今、なんて言った──？


「レイと付き合ってなどいない」


「噓──！」


　無意識の叫びが勝手に喉のどから飛び出した。


「だって、そう考えると全部納なつ得とくがいくんです」


　虚むなしい期待を抱かないように、美晴は苦しく言葉を繫ぐ。


「最初レイさんに冷たくされたのは、あなたが俺のことを構うのが嫌いやだったからなんじゃないかって。恋こい人びとが目の前で他人にちょっかい出していたら、そうなるのも当然だと思う」


「レイが初対面の人間に対して冷淡なのは、あれの仕様だ」


　アーサーが落ち着き払はらって反論してきた。


「人見知りをするから慣れるまでに時間がかかる。だが最近はレイの態度も軟なん化かしていただろう？　慣れてきたこともあるが、美晴が近づこうと努力するからあれもほだされたんだ」


「じゃ、じゃあ俺がレイさんにご飯だしたとき、あなたが急に不ふ機き嫌げんになったのは？」


　納得できない。美晴は身体からだを捻ひねってアーサーの方へ身を乗り出した。


「あのときレイさんが俺のことじっと見てたから、余所よそ見みされるのが嫌だったんでしょう」


「逆だ。あのとき機嫌が悪かったのは、レイのことだけで一いつ杯ぱいだったこの頭のせいだ」


　ステアリングから離はなれた手が、美晴の額を軽く小こ突づいた。


「余所見をしていたのはレイじゃなく、美晴だ。レイが食事を受け取った程度で有う頂ちよう天てんになって、私のことなどすっかり忘れていただろう」


　言われて、美晴は瞬まばたきをした。どういう意味だろう。気まぐれで仕し掛かけたゲームの相手でも、その関心が自分から離れると、ないがしろにされたようで面おも白しろくないということだろうか。それとも──。


　一いつ瞬しゆん、彼の話をよく聞くべきだと心のどこかが囁ささやいてきた。けれど、藪やぶをつついて蛇へびを出すような真似まねはしたくない。もうこれ以上、傷つくのは怖こわかった。期待なんてしちゃ駄目だ。


「なら、月曜日の夜は？　内ない緒しよ話ばなしの最中にレイさんが俺のことちょっと見ただけで自分の方を向かせていたの、俺見ました」


　あれを見て、自分の気持ちに気づいたのだ。内心、改めてショックを受けて落ち込んでいく美晴に、ああ、とアーサーは平然と相あい槌づちを打った。


「あれは、あの時点では美晴に聞かせられない話をしている最中に、レイがわざわざ美晴の方を見たからだ。私の中の計画をひとかけらでも悟さとられたくなかった。だから気づかれるような真似はするなと、そういう意味だったんだが」


「……ちょっと聞こえました。真しん珠じゆを、プレゼントするって」


「聞こえたのか。……なら、仕方がない」


　なにを思ってか、アーサーがやや残念そうに溜息をつく。


「あの夜、真珠の首くび飾かざりを贈おくると決めたんだ。──美晴に」


　聞きたくない。拒きよ絶ぜつするように固く目を閉じた美晴は、しかし最後に添そえられた自分の名前に、ぱち、と弾はじかれたように目を開いた。


「え──？」


「首輪がいると言っただろう？」


「首、輪……？」


　あの夜のことを思い出してみると、帰りの車中で確かに言われた。けれど、それがなんなのだろう。誤ご魔ま化かす気だろうか。涙なみだ目めのままアーサーを睨む。斜ななめどころか、捻ねじれて横よこ倒だおしになっていたはずの彼の機嫌はいつの間にか直ったらしく、見慣れた微び笑しようを浮うかべていた。その考えの読めない横顔に、美晴は悔くやしさと、それ以上の悲しみを覚える。


「……も、わけが、わかりません」


　どうして自分だけがめちゃくちゃに感情を揺ゆさぶられなければならないのだろう。彼にとってはこれもゲームのうちなのだろうか。美晴の瞳は急速に力を失って自分の膝ひざ頭がしらへ向けられる。


「なんでこんなこと、するんですか。あなたはレイさんが好きなんでしょう？　いつも俺なんかその場にいないみたいに、二人だけの世界を作ってたじゃないですか。今朝だって、レイさんから電話があったら今すぐ行くって出て行った。それに、……私のレイ、って」


　レイと付き合っているなら、遊び終わった自分のことなど放っておいて欲しかった。そうしたら大人おとなしく日本へ帰って、もう二度と二人の前に現れたりはしないのに。


「やはり首輪は必要だな。誰が誰のものなのか、まったくわかっていないようだ」


　うなだれた美晴の頭を大きな手のひらが優しく撫なでた。触さわらないで。そう言って振ふり払わなければいけないのに、彼の手は温かくて心ここ地ち良く、とてもそんなことは出来そうにない。


「レイとはそういう関係じゃない。あれは、……そうだな。猫ねこは家につくというだろう。それと似たようなものだ」


「……猫？」


　確かにレイは猫を連想させる人ではあるけれど、そういう外見的、性格的な特とく徴ちようの話ではないようだ。


　訝いぶかしく思って隣を見み遣やると、アーサーが軽く顎あごを引いた。


「あれはエヴァンジェリスタ──今はもうない私の生まれた家の名だが、あの家の執しつ事じになるのが幼い頃ころからの目標だった。私の両親、ことに母親に傾けい倒とうしていて、自分の一生をエヴァンジェリスタに捧ささげるつもりでいたようだ。今でもその思いが消えないらしくて、かつての主筋である私に尽つくしてくれている」


　個人としてのアーサーのことも信しん頼らいしているし、大事に思ってもいるだろう。けれどレイという人間の根底には、失われたエヴァンジェリスタ家への忠誠心がいまだ消えずに残っている。その部分がレイにアーサーを特別視させるのだ。


「レイはエヴァンジェリスタを大切に思っている。だから私を大事にする。それ以上の意味はない」


　言い切ったアーサーがアクセルを軽く踏ふみ込んだ。スピードを上げた車窓の向こうで、観光バスがゆっくりと後ろへ流れていく。


　本当だろうか。まだ納得できないし信じられない。けれど美晴の心臓は、それまでとは違ちがうリズムで鼓こ動どうを刻みはじめている。


「でも、今朝の電話で……」


「私のレイ、そう言ったことか。確かに誤解されても仕方がないが、あれはちょっとした娯ご楽らくだ。今日は歯は軋ぎしりが聞こえた」


　──……娯楽。歯軋り？


　口の中で繰くり返してみたが、まったく意味が摑つかめなかった。聞き違ちがいだろうか。


「私の優ゆう秀しゆうなアシスタント、私の自じ慢まんのアシスタント。そう言うとレイは喜ぶ。評価されていると実感できて嬉うれしいらしい。だが『私の』以下は長いだろう？　だから時々『レイ』と省略するんだが、そうするとあれはあからさまに不服そうな顔をする」


　その顔を思い出したのか、アーサーが喉の奥で短く笑った。


「私のレイ。そう言われると、子供の使いを褒ほめられたようでプライドが傷つくんだそうだ。以前、強きよう硬こうに抗こう議ぎされたんだが、嫌がられると逆につつきたくなってね。面白いから時々そう呼んでいたんだが、美晴が嫌ならもう止めよう」


　悪あく趣しゆ味みだ。そう思ったが、最後に言い添えられた台詞せりふにそんな感想は吹ふき飛んだ。


「別にそんな、嫌だとか、そういうわけじゃ……！」


「そうかな。可愛かわいくも深刻な嫉しつ妬とに見えたが」


　からかう口調で真実を突つかれ、かぁっと頰ほおが熱くなる。心配しなくても、と続けたアーサーの声が燃えるように熱を持った耳に流れ込んだ。


「私とレイは、美晴の言うような関係じゃない。特とく殊しゆな空気を作った覚えもない。だが、そういったものがあるとしたら、それはエヴァンジェリスタに捕とらわれた者同士の因いん縁ねんめいた繫つながりだ。親族のような間あいだ柄がらだと思えばいい。そうでなければ共犯者だ。私とレイの間に恋れん愛あい感情などはない」


「でも、あなたがそうでもレイさんは……」


　アーサーのことを思っている可能性はある。


　美晴の懸け念ねんを、しかしアーサーは「有り得ない」と一いつ笑しように付した。


「あれは人見知りをするくせに我が家の執事を自任している。私に対しては上司でも親しい友人でもなく、当主としての立場を強く求めているよ。恋人など論外だ」


　きっぱりと否定されて鼓動がまた速くなる。それと連動するかのように、渋じゆう滞たいに巻き込まれずに走行してきた車が更さらに速度を上げて、ロンドン中心部へと迫せまっていた。


「人見知りのせいもあるが、レイが冷ややかだったのは美晴を観察していた部分もあったからだろうな。私と家に相応ふさわしくないと判断したら、追い出すつもりだったんだろう。だが、レイは美晴を認めた。だから真珠を購こう入にゆうすることに賛成した」


「真珠って、でもそれは」


「レイのためじゃない。いいから最後まで聞くんだ」


　ふいに触ふれてきた指先に唇くちびるの動きを封ふうじられ、胸に甘いさざなみが立った。触れられた所だけがじんと熱く痺しびれ、他ほかの部分とは違う、なにか別のものになってしまったような気がする。


「今朝のレイからの電話は、狙ねらっていた極ごく上じようの真珠を無事押さえたという報告だ。あの後私が出向いたのは、アーティスト・ジュエラーの知人宅。真珠の粒つぶの大きさが確定したから首飾りのデザインを詰つめてきた。美晴の年ねん齢れいにあわせて十六粒の真珠をメインにあしらった首飾りだ」


　またもや意外な単語が飛び出して話の筋が見えなくなったが、もう聞き間ま違ちがいだとは思わない。美晴は言われた通りに大人しく話の続きを待った。


「美晴の言うところの、私とレイの内緒話は、その真珠を押さえる算段だ。話をする時と場所を考えればよかったのだろうが、あのときの私は忌いま々いましいアメリカ人のせいで冷静さを欠いていたんだな。一刻も早く、美晴に首輪をつけてしまいたかった」


　苦く笑しように歪ゆがめた横顔を見つめ、美晴は月曜の夜の出来事を思い返す。


　クレイマンの車から助け出されて帰る途と中ちゆう、首輪をつけると確かに言われた。今の話を聞く限り、その首輪が、つまり首飾りのことのようだ。車を降りた後、アーサーはレイとその話をしていたらしい。


　首飾りを作るのにどうしても真珠を使いたかったのだという。ところが、狙っていた天然ものの真珠の商談予定日がゲームの最終日と重なってしまった。予定はずらせず、しかし美晴を完全に手中に収めなければ真珠を手に入れる意味はない。どちらも逃にがすつもりのなかったアーサーは本命の美晴を優先し、入念な根回しをした上で商談にはレイを向かわせた。その報告が今朝の電話だったと説明されて、思いも寄らないその話に美晴は目め眩まいがしそうになった。


「極上の真珠を十六粒って……それを使った首飾りって……」


「ブルーダイヤと合わせる予定だ。これは嫌いやでも受け取ってもらう。生しよう涯がいを誓ちかう相手と結ばれたら、その相手に相応しい首飾りを贈るのはエヴァンジェリスタの伝統だ」


　エヴァンジェリスタ家には、歴代当主の結けつ婚こん式しきで『ロイヤル・ロマンス』を交こう換かんし、結ばれた後で妻に首くび飾かざりを贈おくるというしきたりがあった。その他にも誕生日、出産などの人生の節目や、なにか喜ばしいことがある度に当主は妻にオリジナルのジュエリーを贈ってきたという。クレイマンから盗ぬすんだルビーの首飾りも、オークションで買い戻もどしたティアラやソトワール、ブローチも歴代の当主がそれぞれの妻に贈ったものだ。権勢を誇こ示じするためではなく、愛情を示すために。


「そうした意味では、ジュエリー・コレクションは一族の財産というよりアルバムのようなものだったな。……美晴に言われるまでは気づかなかったが」


　アーサーがそう独りごち、瞬まばたきも忘れて彼を凝ぎよう視しする美晴を流し見た。


「言われて、って……、俺、なにか……？」


「あのコレクションを、形見などという血の通った言葉で表現されたのは初めてだったよ」


　正面に向けられている双そう眸ぼうが眩まぶしいものを見るように、その形を柔やわらかに細めてゆく。


「レイならエヴァンジェリスタ家の誇ほこりであり財産だと言うだろう。鑑かん定てい士しなら、かけがえのない人類の歴史的な遺産だとでも言うはずだ。泥どろ棒ぼうにとっては、確かにあれは宝の山だっただろうな。だが、私にとってあのジュエリー・コレクションはそのどれとも違った」


　なぜこれほどジュエリー・コレクションに執しゆう着ちやくしていたのか。あのときわかったのだとアーサーは穏おだやかに続ける。


「私はエヴァンジェリスタ最後の直系だ。一族の誇りにかけて奪うばわれたものは取り戻す。子供の頃からそう思い詰めていたのは確かだ」


　けれど、本当の動機は自分自身がなんの疑いもなく信じていたプライドの問題ではなかったのだと、彼は薄うすく微ほほ笑えんだ。


「さっきアルバムのようなものだと言っただろう？　あれは両親や祖父母や、失われたエヴァンジェリスタ家を象しよう徴ちようする大切な品だ。それぞれのジュエリーの持つエピソードを絵本代わりに聞かされて育った私にとって、一族の形見だ。だから取り戻したかった」


　そんな簡単なことに気づけなかった。取り戻すことが自分にとって当然のことでありすぎて。そう言い添そえたアーサーの目が微かすかに動き、美晴の胸むな元もとの指輪を捕とらえたのがわかった。


「美晴にとってもその指輪は大切なものだっただろう。それを返すと言って差し出した、あの潔いさぎよさには驚おどろかされた」


『花はな嫁よめの指輪』が美晴にとって母の形見だということを、あの時点でアーサーは知っていた。だから取り返すことに躊ちゆう躇ちよして、どうしたものかと考えていたのだが、その間に美晴は一人で辛つらい決断を下してしまった。今にも零こぼれそうな涙なみだを堪こらえ、指輪と引き換かえになにか条件をつけることもなく、ただ返すと言ってアーサーの胸に指輪を押し付けた。あれは本当に予想外の反応だったと、アーサーが表情を和やわらげる。


「それに美晴の涙は、私には……とても温かかった」


　その言葉に美晴は小さく頭を傾かたむけた。温かい。それは美晴のほうこそアーサーに対していつも感じていたことだ。


「どうして、ですか」


　尋たずねると、優やさしい色をした瞳ひとみが一いつ瞬しゆんこちらに投げかけられた。


「私は、身内が誰もいないなどと一言も言わなかった。だが美晴は気づいただろう？　形見の指輪を差し出せと、理り不ふ尽じんな要求を突きつけられていたにも拘かかわらず、私を心配しただろう」


「な、なんでそんなこと……っ」


　見み透すかされていたことに、少なからぬ衝しよう撃げきを受けた。あれは出会って二日目のことで、相手のことなどお互たがいなにも知らなかったのに。


「美晴は指輪を返すとき、自分には他にも母の思い出の品があると口にした。私にとっても『花嫁の指輪』は形見なのだろうと言い当てた」


　それは、少しずつ取り返しているジュエリー・コレクションの他にはなにもなく、誰もいない自分の境きよう遇ぐうを察しない限り出てこない言葉だと、彼は続けた。


「それだけ……たったそれだけで？」


「十分だ。驚いたが、それ以上に嬉しかったのだろうな、あの瞬しゆん間かんの私は」


　訳も分からず心こころ惹ひかれて触れてみたら、あまりに温かくて放はなしたくなくなった。だからつい、あんなゲームを持ちかけたのだとアーサーが喉のど声ごえで笑うのを聞いて、瞬きをした美晴の瞳が見る見るうちに大きくなった。


「ゲームって、指輪の……？」


「そうだ。私が持っている指輪を盗むとなれば、嫌でも傍そばにいなければならないだろう？　こちらを見ないわけにもいかない」


　欲しくなったから振ふり向かせようと思い、まずは自分を意識させるためにあんなゲームを仕し掛かけたのだと聞かされて、信じる信じない以前にただ驚いて美晴は言葉を失った。


「我ながらどうかしていると思ったが、止められなかったし止める気もなかった。当初の狙いは『花嫁の指輪』にあったはずなんだがな。面めん倒どうな根回しをして、ホスト・ファミリーに断らせてまで美晴を手元に呼び寄せたのも最初は指輪のためだったんだが、その日のうちに目的が摩すり替かわっていた」


　あくまでも楽しげに語られる話の内容に、しかし美晴はぎょっとした。


「こ、断らせた!?」


　愕がく然ぜんとした美晴の前で、アーサーは平然と肩かたを竦すくめる。


「その程度のことは気づくだろう、普ふ通つうなら。ガードナー・コレクションで出会った翌日の再会だ。まさか、あの不自然なタイミングを偶ぐう然ぜんだと信じたのか？　それはまた……素す直なおというか迂う闊かつというか」


　こちらのほうが驚かされるとアーサーがおかしそうに喉を震ふるわせる。


「だが、迂闊だったのは私も同じだ。二週間前、まさか自分が特定の人間にこうも執着することになるとは予想もしなかった」


　愛しげな眼まな差ざしを向けられて、美晴の中から疑念や絶望が急速に薄れてゆく。


　指輪のおまけ。ゲームの戦利品。暇ひまつぶしの玩具おもちや。彼にとっての自分などその程度のものだと思っていた。その関係は昨夜清算されて、今日別れたらもう二度と会うことはないのだと勝手に思い込んだ。それが辛くて逃げるように屋や敷しきを後にし、地下鉄の中で泣いて泣いて──。


　──馬ば鹿かみたいだ。


　いや、「みたい」じゃない。本物の馬鹿だ。美晴は真っ赤になった顔を片手で覆おおった。できることなら自分の錯さく乱らん振ぶりを抹まつ消しようしてしまいたい。


「大体の顚てん末まつはこんなところだが」


　アーサーがワイパーを止め、シートの上で小さくなった美晴の頭をくしゃくしゃに搔かき回してくる。気づけばいつの間にか雨が止やみ、車はロンドンの街へと入っていた。


「疑いは晴れたかな」


「……はい」


　ごめんなさい、と告げた声は情けなくも消え入るようなものだった。


「それなら、ここからが本題だ」


　アーサーが口調を改めた。その真しん剣けんな声こわ音ねに何事かと顔を上げた美晴は、直後ぎくりと身を引いた。真面まじ目めな声には不似合いな、例の笑えみが浮うかんでいたからだ。あの、意地悪が楽しくて仕方がないという性質の悪い、けれどどうしようもなく魅み力りよく的てきな微笑。


「エヴァンジェリスタのジュエリー・コレクションはまだ不完全だが、そこに新しい首飾りを加えるつもりだ。人生最大の探し物を見つけたからには、もう二度と逃げられないよう歴代当主に倣ならってぜひとも首輪をつけておきたい。私はそう考えているんだが、美晴はどう思う」


　そんなふうに返答を求められて、美晴は一瞬言葉に詰つまった。


「あ、あの、それは……」


「言っておくが、逃にがす気はない。返答には注意することだ」


　品良く引き上げられた口角が、イエス以外の答えはいらないと伝えてくる。深い色合いの双眸に、優しい光を湛たたえて。


「……探し物を見つけたら、あなたは盗んででも手に入れるでしょう？」


　フロントガラスの向こう側、濡ぬれた路面の先に白はく亜あの屋敷が見えてきた。


「あなたに本気で狙ねらわれたら、ターゲットは盗まれたも同然だし、……首輪なんかなくても、逃げたりしないと思います」


　それは、と応じるアーサーの笑みが深くなる。


「私になら盗まれてもいい。と、いうことか──？」


　身体からだ中、耳の先まで熱くして美晴は首を縦に振ふる。


「奪うとなれば根こそぎに奪うが、それでもか」


「は、い……」


　ガラード邸ていの敷しき地ち内ないで車を停とめて、こちらを向いた秀しゆう麗れいな顔が幸福そうな笑みに綻ほころんだ。その美しさに美晴が思わず見み惚とれていたら、


「では、遠えん慮りよなく頂こう」


「──え、っ？」


　運転席へと強ごう引いんに身体を引き寄せられ、抱だき上げられたと思ったら、美晴はまるで荷物のように屋敷の中へ運ばれた。


「ちょ、ちょっと、降ろしてください！」


　寝しん室しつに向かっていることに気づいた美晴は、焦あせってアーサーの広い背中を叩たたいたけれど、相手はダメージを受けるどころか機き嫌げんよく笑うばかりだ。


「盗ぬすまれてもいいんだろう？」


「それは、そうなんですけど」


「もう、逃げるつもりもないはずだな」


「それも、そうなんだけど……っ」


　だったらなにも問題はない、とアーサーが美晴を降ろしたのは彼のベッドの上だった。仰あお向むけに横たえられて、跳はね起きようとする暇もなく上から押さえ込まれてしまう。


　──まさか、今から？


　美晴は本気で慌あわてた。昨夜の今日だし、まだ外は明るい。常識的に考えてそれは問題だと思うのだけれど、以前彼には自分に常識を求めるなとはっきり言い渡わたされている。


「や、待って、ちょっと待ってください……！」


　抱き合うことは嫌いやではないが、この明るさの中で昨夜のようなことをするのはいくらなんでも恥はずかしすぎる。なんとか思い留とどまってもらおうと必死に抗あらがった両りよう腕うでは、しかし簡単に摑つかまれてシーツに縫ぬいとめられてしまった。


「待つ必要などないだろう。逃げ出せるほど元気が有り余っているようだから、手加減の必要もなさそうだ」


「で、でもあの……っ、まだ昼間だし」


「それが、なにか問題か？」


「なにか、って、……っ、ん……っ」


　唯ゆい一いつ残された抵てい抗こう可能な唇くちびるも、キスひとつで封ふうじられてしまう。


「幸い今日、明日は休みだ。美晴が誰のもので、私が誰のものなのか。もう二度と間ま違ちがえることのないように、今度こそ隅すみ々ずみまで刻み付けておこう」


　慌てさせてもらった返礼だ。


　アーサーが口元だけでにっこりと、作さく為い的てきな優やさしさを見せて微ほほ笑えんだ。





　　　　＊





　周囲をシフォンの帳に包まれた天てん蓋がいつきのベッドの中は、外界から隔かく絶ぜつされた柔やわらかな繭まゆの中のようだった。


　閉とざされた空間にはベッドの軋きしみと腰こしの擦すれ合う濡れた音、そして甘やかな声が満ちている。


「…ぁっ、だめ、待って、ま……ぁっ、やぁっ……」


　深く折り曲げられている膝ひざをがくがくさせながらすぼめようとしたら、内うち腿ももを摑まれて大きく広げ直された。その間で美晴を深く穿うがった腰が力強く動いている。


　既すでに一度達したせいで、美晴の下か肢しは汚よごれていた。快楽の残ざん滓しが伝い落ちていく感かん触しよくさえ、感じやすくなった肌はだには無視できない刺し激げきだ。つ、と肌を雫しずくが伝うたび、腰の奥深くまで食はんでいるものを身体が勝手に締しめつける。


「……っ、く……ぅん……っ」


「待つ必要は、なさそうだが……？」


「あんっ……！」


　笑みを含ふくんだ甘い声の持ち主が、ゆるく搔き回していたそこをぐっと深く突ついてきた。そうされると背中や喉のどが反り返り、自分のものとは思えないようなとろけきった嬌きよう声せいが迸ほとばしる。


　昨夜遅おそくまでアーサーを受け入れていたそこは指での愛あい撫ぶに容易たやすく綻んだが、アーサーは舌やローションを使い、時間をかけて丁てい寧ねいに美晴の身体を開いていった。


　それは優しさというより、彼なりの意い趣しゆ返しだったのかもしれない。


　昼間からベッドで大きく脚を開かれ、その狭はざ間まを延々と指や舌にぬるぬると這はわれて美晴は消え入りたいほどの羞しゆう恥ちに苛さいなまれた。泣いて許しを求めてもアーサーは聞く耳を持たず、芯しんまで溶とかして駄だ目めにするのが目的なのかと思うほど美晴の身体から深い官能をゆっくりと引きずり出していった。


　そのせいで美晴はひどい疼うずきに苛まれ、ずるりとアーサーが腰を進めてきただけで堪こらえきれずに熱を放ってしまった。


　吐はき出している間にもひくつく内部に緩ゆるやかな振しん動どうを送り込まれて、美晴は泣いて身を捩よじった。のぼりつめた高みから降りてくることを許されず、疼きばかりを酷ひどくされて、今も呼吸がままならないほど追い詰められている。


　一度自身を攫さらった高波が引かないうちに押し寄せてきた、新たな快楽の波。それにあっけなく飲み込まれ、従順に反応してしまう自分の身体が恥ずかしくて、怖こわい。


「……ぁう……っ、待っ……あぁっ……」


　美晴はまた泣きそうになった。待ってと必死に頼たのんでいるのに、アーサーは達したばかりで過か敏びんになっている身体の中を擦こすり、搔き回してくる。唇と両手は神経がむき出しになったような肌を遠慮なく刺激して、敏びん感かんに反応する美晴の様子を楽しんでいるようだった。


「ああ、まだ出てるな」


「や、だ……み、な……見ない、で……っ」


　柔らかい左の腿ももを撫なでながら、右の足首にキスをする。そうされて敏感に身体を震ふるわせ、腰を揺ゆらして身み悶もだえる様をアーサーが楽しげに眺ながめている。


　肌を合わせるのは、まだ二度目だ。


　感じて乱れるところや射精の瞬しゆん間かんを見られることに死にたいほどの羞恥がある。放った体液に濡れた肌や、アーサーに穿たれた箇か所しよまで晒さらされて平気でなんかいられない。だからなんとか膝を閉じ合わせアーサーの視線を遮さえぎろうとしたのに、逆に脚あしを大きく開かされ、感じるように刺激されて、もうどうすればいいのかわからなかった。


　これは勝手に勘かん違ちがいして黙だまって逃げた罰ばつなのだろうか。そう思わずにはいられないほど、アーサーは意地が悪かった。


　優しいくせに容よう赦しやのない的確な愛撫で美晴を泣かせ、ぐちゃぐちゃに乱しておきながら、自分ひとり涼すずしい顔をしている。美晴は汗あせと涙なみだに濡れて、下肢はローションや体液で汚れてしまっているのに、美晴をそうした本人にはいささかの変化もない。均整のとれた逞たくましい身体に薄うすく汗を刷はいた程度だ。いやらしさなど、どこにもない。彼のせいとはいえ、乱れきった自分の姿に美晴はいたたまれなくなった。


「い、ぁっ……」


　く、といかにも遊びのように奥を突かれて、また先せん端たんに白い体液が滲にじんでしまう。ぐり、と腰を回されると少量のそれが零こぼれて性器を伝い落ちていった。はしたなく下肢をとろとろと濡らすその様を、青みを増したアーサーの双そう眸ぼうが捉とらえている。


　……見られてる。


　そう思うと羞恥でどうにかなりそうなのに、美晴のそこは震えながらますます潤うるみを帯びていった。


「あ、あぁ……い、や……っ、見ないで……っ、動く、の……やぁ……っ」


「見られるのも、中をされるのも好きなようにしか見えないが」


　ほら、と立て続けに揺さぶられ、繫つながったところから果物を潰つぶすような音がした。


「や、あ、ぁんっ……」


「どうした、美晴……？　昨夜よりずっと感度がいいな」


　やだ、と美晴は首を振ふる。そんなことを言わないで欲しかった。昨日と今日では美晴の気持ちは一八〇度変わっている。迷うことも隠かくすものもなく、昨夜アーサーに望まれた通り、すべてを明け渡してしまっているのだから反応が違ちがうのは当然だ。


　なにをされてもみっともないくらい感じてびくびく跳ねる身体からだを見られたくなくて、美晴はアーサーへと両手を伸のばした。脚を押さえた腕うでを辿たどり、震える指で逞しい肩かたに摑まる。好きな人の愛いとしい身体を懸けん命めいに引き寄せようとしたけれど、すっかり力の入らなくなった腕ではどうにもならなかった。察したアーサーが身体を倒たおしてくれたので、二人の間に隙すき間まがなくなるほどぎゅっと強くしがみつく。


「こんなことも、昨夜はしなかったな。……辛つらかっただろう」


　美晴を包むように抱いたアーサーが髪かみに頰ほおを寄せてきた。様々なことに耐たえた昨夜の気持ちを見み透すかされ、美晴は小さく首を振ったけれど瞳ひとみは肯こう定ていしていただろう。


　色んな言葉を自分で封じた。縋すがることは許されないと、自分からアーサーに手を伸ばすことも禁じていた。


　けれど、今は違う。躊ちゆう躇ちよなく彼に触ふれられる。抱きしめられる。思ったままを口にしても誰も傷つかず、悲しまない。それが嬉うれしくて幸せだ。


　全身をアーサーの温ぬくもりに包み込まれる安心感に乾かわいていた心が癒いやされて、満たされていくのがわかる。身体からゆっくりと力が抜ぬけて幸福感に滲んだ涙を、アーサーの唇に拭ぬぐわれた。


「ぁ……」


「我が慢まんしなくていい。今日は、好きなだけ……美晴の、いいように」


　目め許もとに触れたキスが目め尻じりからこめかみへと移り、やがて耳みみ朶たぶを柔らかく食んだ。びく、と浮ういた背中をひと撫でした手が胸へ回り、真っ赤に尖とがった胸の頂を擦るように撫でてくる。敏感な所に触れられて、腰が小さく跳はねた拍ひよう子しに熟うれたようになっている中が擦れあった。


「や、ゃっ、動か、な……で……っ」


「動いてない」


「い、あぁっ……！」


　押し潰した乳ち首くびを今度は摘つまみ上げられて、アーサーに繫がれた美晴の腰が意識を離はなれて不器用に跳ねた。そこに埋うずめられているものを締めつけたまま揺れてしまうものだから、身体の内側で不規則にぬるぬると熱が擦れ、余計に疼きが酷くなる。


「ぁん、だめ、や、めて……っ……」


「私じゃない。腰を振っているのは美晴だろう……？」


「…そ、な……ちが……」


「違ちがわない」


　アーサーの指し摘てきした通り、逞しい身体に組み敷しかれ、けれどそこだけわずかに浮いた腰がもどかしげに揺れていた。拙つたない動きでぎこちなく、けれどそのぶん妙みように艶なまめかしい風ふ情ぜいで濡ぬれた音を立てている。


「や、やだ……して、な……いっ……」


　それでも強ごう情じように言い張ると、耳に触れているアーサーの唇くちびるがふっと笑った気配がした。それだけでぞくりとして喉が白く反り返る。


「してる。ほら、ここを……こう、すると……」


「あぁ……っ」


「こういうのも、好きなようだ」


　アーサーが身体をずらし、指に摘み取られていた乳首を今度は舌で嬲なぶりはじめた。反対側を指で捕とらえ、くりくりと捏こねるようにする。綺き麗れいに反った背中を撫で下ろした手のひらが小さく揺れる尻しりの丸みを包み込み、そこを驚おどろくほどいやらしい手つきで揉もみこんできた。


「や、だ……っ、いや……ぁ……っ」


　中を一いつ杯ぱいにされたまま尻を外から圧あつ迫ぱくされると、隙間なく包んでいるのに密着感が更さらに増し、ただでさえ重い存在感が息苦しいほどに強くなる。大きさや形までリアルに感じてしまい、激しい羞恥に襲おそわれるこの行こう為いが美晴は苦手だった。けれど身体の奥では切ないような甘苦しい疼きがじくじくと滲にじみだし、爪つま先さきまで感じきった美晴はアーサーの背に縋りついてやるせなく身を震わせることしかできなくなる。


「…っは、あ、ぁん……っ」


「こら、そんなに零すな」


　自分で追い詰つめておきながらアーサーがそんなことを言い、美晴の熱を手のひらに包んだ。また勝手にいかないようにと根元をきゅっと押さえられ、先端に滲む体液を押し戻もどすようにぐりぐりと指の腹で撫でてくる。


「や、ぁんっ……あぁっ……」


　溜たまるばかりで解放を許されない甘い熱が、美晴を内側から蝕むしばんだ。そのせいで勝手に腰こしが揺れるたび、更に疼うずきが酷くなる。


　これ以上されたら本当に駄だ目めになりそうで、美晴は弱々しく頭かぶりを振った。


「い、やぁっ、あ、も……だめ……」


「……可愛かわいいな、美晴。いい眺めだ」


　アーサーがなにか言っていたが、もう理解できなかった。身の内を電流のように走る快楽に休む暇ひまもなく乱されて、苦しく胸を喘あえがせるばかりだ。


　美晴の額に、こんなときには不似合いな優やさしいキスが落ちてきた。その唇は頰のラインを撫でるように辿り、ちゅ、と最後に美晴の唇の上でやけに可愛らしい音をたてる。


「……す、き」


　じんと痺しびれた唇に、切なさがこみ上げた。


「美晴……？」


「好き……ぁっ、好き、です……っ、もう、ずっと、さいしょ、から……っ……！」


　身体の奥を貫つらぬかれ、語ご尾びが悲鳴のように高く掠かすれた。


　私も、だ。


　そんな言葉を聞いたような気がする。けれど強く摑つかまれた腰を深く激しく穿うがたれて、そこから生まれる溶とけ崩くずれていくような感覚に巻き込まれたら、後はもうなにもわからない。


「あ、あっ、ぁんっ……す、き……っ」


　確たる刺し激げきを求めて切なく疼いていた場所を、奥まで猛たけ々だけしく満たされた。激しく揺ゆさぶられ何度も抉えぐられて、簡単にのぼりつめそうになる。


　正気ではとても聞いていられないような音が響ひびいていたけれど、速い鼓こ動どうが耳の中でがんがんしていてそれどころではない。必死にアーサーにしがみついて、抱だきしめられる目の眩くらむような幸福感と与あたえられる快楽にただ溺おぼれていく。


「あ、も、だめ、だめ……っ……また……い、く……っ」


　硬い腹に擦こすられていた美晴の熱がまた弾はじけた。ほとんど同時に、腰を強く押し付けられて身体の奥に放たれたのを感じ、淫みだらな収縮を繰くり返す後こう孔こうがまた違う感かん触しよくに震ふるえる。


「あ……ぁっ……」


「美晴……」


　呼吸を整える暇もなく、荒あらく息を継つぐ唇を嚙かみつくように塞ふさがれた。強く抱き締しめられた身体の奥で、硬こう度どを保ったアーサーが再び動き始める。


「や、いや……っ、も、むり……」


「まだ、だ。……奪うばうなら、根こそぎに。そう、言ったはずだな……？」


　汗あせに濡れ、目を眇すがめるようにして意地悪く笑ったその顔に見み惚とれた瞬しゆん間かん、また深々と穿たれた。背が弓なりに反そり返り、突つき出すようになった胸の先を、アーサーの唇に含ふくまれる。きゅうっと吸われ、胸から腰へと突き抜けるように快感が走り、アーサーの熱を絞しぼり上げながらたまらず腰を捩よじった。


「あぁ……っ、も……溶け、ちゃ……っ」


　ずくん、と身体の芯しんが疼き、体内に渦うず巻まく甘苦しさにか細く喉のどを震わせて、美晴はまた次の波に飲まれていく。


　やがて津つ波なみのような快楽の果てに再度身体の奥を濡らされた。息も絶え絶えで、もうなにもわからないような状態だった。


　けれどその瞬間、骨が軋きしむほど強く抱き締められたのを朧おぼろに感じて。


　気が遠くなるほど幸せだった。





　　　　＊





「──うん。元気だよ。……大だい丈じよう夫ぶ、すごくいい人だから。──あっ、あの、……心配してくれて、ありがと。……うん、それじゃ」


　通話を切った電話の子機を、横から伸びてきた手がひょいと奪ってサイドテーブルに置いた。


「許可は下りたのか」


「はい。大丈夫です」


　掠れ気味の声で答え、美晴は傍かたわらに腰こし掛かけた恋こい人びとを見上げる。


　昨日の午後、この屋や敷しきに戻ってきてから美晴はずっとベッドにいた。延々と苛さいなまれたせいで身体中あちこちが軋み、ろくに身動きもできない状態だ。その原因となったアーサーはさほど罪悪感はないようで、しかし一度逃にげられているだけに目を離すのが心配なのか、ずっと美晴の傍そばにいた。


　今の電話は東京からの国際電話だ。帰国が大おお幅はばに遅おくれると知って、さすがに父も息むす子このことが心配になったらしい。ロンドン時間の朝九時ちょうどに電話のベルを鳴らしてきた。


「ちょっと緊きん張ちようしました。父さんと話すの、久しぶりだったから」


「そうか」


　ふわりと前まえ髪がみをかきあげてくるアーサーの手が心ここ地ちよくて、美晴はそっと目を細めた。彼は美晴の家の事情を知っているから父子の会話に触ふれようとはしない。ただ、こうして優しくしてくれる。


　今回は気き遣づかわれるようなことはなにもなかった。久々の会話は互たがいにひどくぎこちなかったけれど、話の内容は隠かくすようなことではない。むしろ聞いて欲しいくらいだ。


「帰国は二十七日でいいって。あなたのこと、信しん頼らいできる人みたいで良かったって言ってました」


　滞たい在ざい延長の許可をもらえたのは、アーサーが美晴の父にホスト・ファミリーとして挨あい拶さつをしてくれたおかげだ。言葉を交かわすのも久々の父に本当のことを打ち明ける勇気はさすがにないけれど、アーサーの人ひと柄がらを肯こう定てい的てきに受け止められたことは単純に嬉うれしかった。


「納なつ得とくしてもらえたか」


「はい。それから、……再さい婚こんの件は考え直してみるって」


　頷うなずいた美晴は、静かに目を伏ふせて髪かみを撫なでるアーサーの手を捕つかまえた。


「それを聞いて、嬉しかった。父さんはまだ母さんのことを忘れてないって、ほっとしました。でも悲しくもなったんです」


　父はまだ母のことを思っている。だからこそ父の中で、母は辛つらい記き憶おくとして生き続ける。


　それを思うと、胸が複雑な痛みを訴うつたえた。


　──早く、優しい思い出になればいい。


　自分が母を明るく暖かい思い出に変えることができたように。


　美晴は、そんなふうに自分を変えてくれた傍らの恋人を見上げた。


「俺、ずっとあなたにお礼が言いたかった」


「お礼？」


　アーサーが片かた眉まゆを軽く上げて先を促うながしてくる。はい、と美晴は頷いて、


「ガードナー・コレクションでも、両親に対する気持ちの中でも、あとそれから……空港でも。物理的にも精神的にもすぐ迷子になる俺のことを、あなたはいつも見つけてくれたから」


　迷子になった美術館で出会ったときのことを思い出す。


　ブルーグレイの双そう眸ぼうの射い貫ぬくような鋭するどさ。迷子かと尋たずねてきた、美晴を心の底から安心させてくれた声。これも一ひと目め惚ぼれのうちに入るのだろうか、あのとき美晴はすっかり彼を信用して、心の一部を預けてしまったのだと思う。この人なら大丈夫だと、本能的に信じて。


「俺のこと、見つけてくれてありがとうって言いたかったんです。それがあなたで良かったって、伝えたかった。それから、あの……今いま更さら、なんですけど」


　言いよどみ、一度逃げるように外した視線を、意を決してアーサーのそれと合わせ、


「……たぶん俺は、一番最初に出会ったときから、あなたのことが好きでした」


　伝えたいと思っていたことを素す直なおに口に出来たことに、羞しゆう恥ちと、それ以上に嬉しさを感じた。まだちゃんと言っていなかったから、と真っ赤になって恥はじらいながら、こみあげる喜びを隠すことも出来ず、美晴は捕まえていたアーサーの手をぎゅっと胸むな元もとに抱かかえ込む。すると、


「なるほど。昨日のあれは覚えていないわけか」


　くすくすと笑い出したアーサーに逆に深く抱き込まれた。そのまま体重をかけられて、支えきれずに美晴はアーサーと折り重なってベッドの上に倒たおれこむ。


「え？　な、なに？」


「これはもう私のせいじゃないな。美晴がベッドから出られないのは自じ業ごう自得だ」


　驚おどろいた美晴の肌はだをするりと撫で上げ、アーサーが意地悪く微ほほ笑えんだ。パジャマ代わりに羽織っていたシャツのボタンをあっという間に外されて、さすがにその意図を悟さとる。


「そ、それは無理！　無理です、もうだめ……っ」


「可愛かわいいことを言う美晴が悪い。ほら、ここ……」


「や、ぁっ、……ずる、い……っ」


「ずるくないさ。好きだろう？　私も、私とこう……する、ことも」


　甘い刺激を送り込まれ、一晩中どうにもならない熱を孕はらんでいた身体からだは瞬またたく間に官能の淵ふちへと引きずり込まれていく。


　せっかく開けた帳が引かれて、ベッドは小さな密室になった。


　その一いつ瞬しゆんの隙すき間まに、ベッドサイドでなにかが光ったような気がしたけれど、そんな些さ細さいな事こと柄がらは意地悪で優やさしい愛あい撫ぶに乱された意識の底へと沈しずんでいく。


　甘い熱の上がり始めた帳の中とは裏腹に、外は爽さわやかな上天気だ。曇くもりや雨の日の多いロンドンだが、今日は昨日とは打って変わって朝からくっきりと晴れ渡わたっている。


　アーサーと二人、帳の中にいる美晴は、自身の名前を表したかのようなこの晴天を望むことはできないだろう。けれど、その代わり。


　──この指輪を交こう換かんした者同士は、生しよう涯がい変わらぬ愛情によって結ばれる。


　そんな伝説に彩いろどられた二つの指輪『ロイヤル・ロマンス』がサイドテーブルの上で寄り添そい、陽ひ射ざしを受けて幸福そうにきらめいていた。




英えい国こく紳しん士しの華か麗れいなる日にち常じよう





羽は鳥とり有ゆ紀き
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